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1 製品紹介 

1.1 Acronis True Image OEM とは 

Acronis True Image OEM は、コンピュータに保存されているすべての情報を安全に守る

ための統合ソフトウェア スイートです。文書、写真、電子メール、選択したパーティショ

ン、さらにはディスク ドライブ全体をもバックアップすることができます。バックアップ

対象には、オペレーティング システム、アプリケーション、設定、およびその他すべての

データが含まれます。 

バックアップがあれば、データの損失、重要なファイルやフォルダの誤削除、ハードディス

クの完全クラッシュなどの障害や災害が発生した場合にコンピュータシステムをリカバリで

きます。 

オンライン バックアップを使用すると、ファイルやディスクを Acronis Cloud に保存でき

ます。ご使用のコンピュータが紛失や盗難に遭ったり、または破壊されたりしても、データ

は保護され、必要に応じて新しいデバイスにデータを完全にリカバリできます。 

主な機能: 

 ローカル ストレージおよび Acronis Cloud へのディスク バックアップ 『57ページ 』 

 ローカル ストレージおよび Acronis Cloud へのファイル バックアップ 『59ページ 』 

 Acronis ブータブルメディア 『151ページ 』 

 ハード ディスクのクローン作成 『141ページ 』 

 セキュリティ ツールおよびプライバシー ツール 『174ページ 』 

Acronis Startup Recovery Manager および Acronis ブータブルメディアを使って Acronis Cloud 

にバックアップを作成することはできません。 

はじめに 

2 ステップの簡単な手順でコンピュータを保護する方法については、「システムの保護 『19

ページ 』」を参照してください。 
 



 

 

1.2 システム要件とサポートされるメディア 

1.2.1 最小システム要件 

Acronis True Image OEM を実行するには次のハードウェアが必要です。 

 OEM デバイス。 

 Intel CORE 2 Duo（2GHz)プロセッサまたは同等品 

CPU が SSE 命令をサポートしている必要あり。 

 2 GB の RAM 

 システム ハードディスク上に 7 GB の空き領域 

 ブータブルメディア作成用の CD-RW/DVD-RW ドライブまたは USB ドライブ 

 Linux の場合、約 660 MB の空き領域が必要。 

 Windows の場合、約 700 MB の空き領域が必要。 

 1024 x 768 の画面解像度 

 マウスまたはその他のポインティング デバイス（推奨) 
 

1.2.2 サポートされるオペレーティング システム 

Acronis True Image OEM は、次のオペレーティング システムでテスト済みです。 

 Windows XP SP3 

 Windows 7 SP1（全エディション) 

 Windows 8（全エディション) 

 Windows 8.1（全エディション) 

 Windows 10（すべてのエディション、October 2020 Update を含む) 

 Windows Home Server 2011 

注意 

•  ベータビルドはサポートされていません。 

•  Windows Embedded、IoT エディション、Windows 10 LTSB、Windows 10 LTSC はサポート

しません。 



 

 

Acronis True Image OEM では、Intel または AMD ベースの PC オペレーティングシス

テム（Linux®を含む)を実行するコンピュータ上のディスク/パーティションをバックアップ

して復元するためのブータブル CD-R/DVD-R または USB ドライブを作成することもでき

ます。インテルベースの Apple Macintosh はサポートされていません。 
 

1.2.3 サポートされるファイル システム 

 NTFS 

 Ext2/Ext3/Ext4 

 ReiserFS（3)* 

 Linux SWAP * 

 HFS+**/HFSX** 

 FAT16/32/exFAT** 

* ファイルシステムは、ディスクまたはパーティションのバックアップ/復元処理において

のみサポートされます。 

** ** ディスクの復元、パーティションの復元、クローン作成の操作はサポートされますが、

サイズ変更はできません。 
 

1.2.4 サポートされているインターネット接続タイプ 

以下の表に、製品の機能でサポートされているインターネット接続タイプをまとめます。 

  インターネット接続タイプ 

Windows の Acronis コンソール Acronis ブータブル メディア 

Windows で確立

されるすべての

接続 

プロキシ サー

バー 

イーサネ

ット ケ

ーブル 

Wi-Fi プロキシ サ

ーバー 

Acronis Cloud へのディス

ク レベルおよびファイル 

レベルのバックアップ 

+ - - - - 

Acronis Cloud からのディ

スク レベルの復元 

+ - + + - 



 

 

Acronis Cloud からのファ

イル レベルの復元 

+ - - - - 

データの同期 + - - - - 

製品の有効化 + - * - - - 

製品のアップデート + - ** - - - 

* 有効化コードを使用して製品を有効化できます。詳細については、「Acronis True Image 

OEM の 『12ページ 』有効化」の「他のコンピュータからの有効化」を参照してください。 

** 製品をアップデートするには、Acronis のウェブサイトから最新の製品バージョンをダ

ウンロードし、現在のバージョンを上書きしてインストールします。 
 

1.2.5 サポートされるストレージ メディア 

 ハードディスク ドライブ* 

 ソリッド ステート ドライブ（SSD) 

 ネットワーク上のストレージデバイス 

 FTP サーバー** 

 CD-R/RW、DVD-R/RW、DVD+R（2 層ディスクの DVD+R を含む)、DVD+RW、

DVD-RAM、BD-R、BD-RE 

 USB 1.1/2.0/3.0、USB-C、eSATA、FireWire（IEEE-1394)、SCSI、および PC カー

ドストレージデバイス 

* ダイナミック/GPT ディスクを操作する場合の制限事項: 

 ダイナミック ディスクでは、Acronis Secure Zone の作成はサポートされていませ

ん。 

 ダイナミック ボリュームをダイナミック ボリュームとしてリカバリするときに、

手動でサイズを変更することはできません。 

 Try&Decide®を使用してダイナミックディスクを保護することはできません。 

 「ディスクのクローン作成」処理は、ダイナミック ディスクではサポートされてい

ません。 



 

 

** FTP サーバー側がパッシブ モードのファイル転送を許可している必要があります。

Acronis True Image OEMは、FTPサーバーに直接バックアップするときにバックアップを

2 GB ずつのサイズのファイルに分割します。 

バックアップ元のコンピュータのファイアウォール設定では、ポート 20 および 21 が 

TCP プロトコルと UDP プロトコル用に開いており、機能するようになっていることが必

要です。Windows のルーティングとリモート アクセス サービスは無効にする必要があり

ます。 
 

1.3 Acronis True Image OEM のインストール 

Acronis True Image OEM のインストールと起動 

Acronis True Image OEM をインストールしてアクティブ化するには、次の手順を実行

します。 

1. セットアップ ファイルを実行します。 

2. [インストール]をクリックします。 

Acronis True Image OEM がシステム パーティションにインストールされます（通常

は C ドライブ)。 

3. インストールが完了したら、[アプリケーションを開始] をクリックします。[Acronis 

True Image OEM のアクティブ化] ウィンドウが開きます。 

4. [サインイン] タブで、Acronis のマイアカウントの資格情報を入力し、[サインイン] 

をクリックします。 

Acronis のマイアカウントを登録していない場合は、[アカウントの作成]タブに移動し、

登録フォームに入力して、[アカウントの作成]をクリックします。 

注意: 64 桁のプロダクト キーがある場合は、この手順をスキップできます。 

5. プロダクト キーを入力して、[アクティブ化] をクリックします。 

16 桁のプロダクト キーを使用して Acronis True Image OEM をアクティブ化するに

は、インターネット接続が必要です。64 桁のフル プロダクト キーは自動的に取得さ

れ、アクティブ化されます。 



 

 

Acronis True Image OEM に問題がある場合のリカバリ 

Acronis True Image OEM が動作しなくなったりエラーが発生した場合は、ファイルが破

損している可能性があります。このような問題に対処するには、まずプログラムを復旧する

必要があります。そのためには、Acronis True Image OEM インストーラを再度実行しま

す。インストーラによりコンピュータ上の Acronis True Image OEM が検出され、修復か

削除の確認を求められます。 

Acronis True Image OEM の削除 

Acronis True Image OEM コンポーネントを削除する手順は、次のとおりです。 

1. インストール済みのプログラムおよびアプリケーションのリストを開きます。 

 [スタート] → [設定] → [コントロール パネル] → [プログラムの追加と削除] の順

に選択します。 

 Windows Vista をご利用の場合は、[スタート] → [コントロール パネル] → [プ

ログラムと機能] の順に選択します。 

 Windows 7 をご利用の場合は、[スタート] → [コントロール パネル] → [プログ

ラムのアンインストール] の順に選択します。 

 Windows 8 または Windows 10 をご利用の場合は、[設定]アイコンをクリックし、

[コントロール パネル] →[プログラムのアンインストール]の順に選択します。 

2. 削除するコンポーネントを選択します。 

3. 使用しているオペレーティングシステムに合わせて、[削除]または[アンインストール]

をクリックします。 

4. 画面の指示に従います。 

削除を完了するために、コンピュータの再起動が必要になる場合があります。 
 

1.4 Acronis True Image OEM のアクティブ化 

Acronis True Image OEM を使用するには、インターネット経由でアクティブ化する必要

があります。有効化しない場合、製品の使用可能期間は 30 日間です。この期間にアクティ

ブ化しないと、リカバリ以外のすべての機能が利用できなくなります。 



 

 

Acronis True Image OEM のアクティブ化は、お使いのコンピュータ上で、またはお使い

のコンピュータがインターネットに接続されていない場合は他のコンピュータから実行でき

ます。 

インターネットに接続されているコンピュータ上でのアクティブ化 

コンピュータがインターネットに接続されている場合、製品のアクティブ化は自動的に実行

されます。 

Acronis True Image OEM をインストールするコンピュータがインターネットに接続され

ていない場合、またはプログラムが Acronis アクティブ化サーバーに接続できない場合は、

サイドバーの [アカウント] をクリックし、次のいずれかの操作を実行します。 

 もう一度試す - Acronis アクティブ化サーバーに再度接続する場合は、このオプシ

ョンを選択します。 

 オフラインでアクティブ化 - インターネットに接続されている他のコンピュータか

ら手動でプログラムをアクティブ化できます（以下を参照)。 

他のコンピュータからのアクティブ化 

お使いのコンピュータがインターネットに接続されていない場合は、インターネットに接続

されている他のコンピュータを使用して Acronis True Image OEM をアクティブ化できま

す。 

他のコンピュータから製品をアクティブ化する手順は、次のとおりです。 

1. コンピュータに Acronis True Image OEM をインストールして起動します。 

2. サイドバーの [アカウント] をクリックし、[オフラインでアクティブ化] をクリックし

ます。 

3. [Acronis True Image OEM のアクティブ化] ウィンドウで、次の簡単な 3 つの手順を

実行します。 

1. [ファイルに保存] ボタンをクリックして、インストール コードをファイルに保存し、

ファイルの保存先としてリムーバブル メディア（USB フラッシュ ドライブなど)を

指定します。このコードを紙に書き留めておいてもかまいません。 

2. インターネットに接続されている他のコンピュータで、

https://www.acronis.com/activation/ を開きます。画面上の指示に従って、イン



 

 

ストール コードを使用してアクティブ化コードを取得します。取得したアクティブ

化コードをリムーバブル メディアのファイルに保存するか、紙に書き留めます。 

3. お使いのコンピュータで、[ファイルから読み込む] ボタンをクリックし、アクティ

ブ化コードを含むファイルへのパスを指定するか、紙に書き留めた情報をボックス

に入力します。 

4. [アクティブ化] をクリックします。 

「アクティブ化されている製品の数が多すぎる」問題 

考えられる原因： 

 Acronis True Image OEM がインストールされているコンピュータの数が最大数を超

えている。 

たとえば、コンピュータ 1 台分のプロダクトキーを所有するユーザーが、2 台目のコン

ピュータに Acronis True Image OEM をインストールする場合などです。 

解決策： 

 新しいプロダクト キーを入力します。新しいプロダクトキーをお持ちでない場合、

Acronis ビルトインストアで製品版を購入できます。 

 製品がすでにアクティブ化されているコンピュータから新しいコンピュータにライ

センスを移動します。そのためには、ライセンスの移動元のコンピュータを選択し

ます。選択したコンピュータで Acronis True Image OEM が無効化されることに注

意してください。 

 Windows を再インストールしたか、コンピュータのハードウェアを変更した。 

例えば、ご使用のコンピュータのマザーボードまたはプロセッサをアップグレードした

とします。この場合、ご使用のコンピュータは新しいコンピュータと認識されるため、

Acronis True Image OEM は無効化されます。 

解決策： 

ご使用のコンピュータで Acronis True Image OEM を再度有効化するには、リストから

そのコンピュータを古い名前で選択します。 
 

1.5 Acronis True Image OEM のアップグレード 

Acronis Acronis True Imageを購入するには: 



 

 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. サイドバーの [アカウント] をクリックし、[アップグレード] をクリックします。ビル

トイン ストアが開きます。 

3. 購入するライセンスを選択し、[今すぐ購入] をクリックします。 

4. 支払い情報を指定します。 

ビルトイン ストア 

Acronis True Image OEM には、アプリ内ストアがあります。 

アプリ内ストアにアクセスするには、[アカウント] タブに移動して、[アップグレード] を

クリックします。アプリ内ストアが開き、利用可能な購入オプションがすべて表示されま

す。 
 

1.5.1 Acronis True Image のアドバンスト機能 

ご使用の製品エディションでは、Acronis True Image のアドバンスト機能を使用できませ

ん。ご使用のエディションを Acronis True Image にアップグレードすると、この機能を使

用できます。アップグレード後、次の機能を使用できます。 

 オンライン バックアップ 

オンラインバックアップを使用すると、ファイルやディスクを Acronis Cloud に保存で

きます。ご使用のコンピュータが紛失や盗難に遭ったり、または破壊されたりしても、

データは保護され、必要に応じてデータを新しいデバイスに完全復元できます。 

 クラウドアーカイブ 

データのアーカイブを使用することで、サイズの大きいファイルや使用頻度の低いファ

イルを Acronis Cloud に移動できます。この方法を実行するたびに、選択したフォルダ

内のデータが解析されて、Acronis Cloud へのアップロード対象となる推奨のファイル

が示されます。アーカイブするファイルやフォルダを選択できます。アップロードが完

了すると、ローカルにコピーされたファイルは削除されます。アーカイブしたファイル

を後で開いたり変更する場合は、ファイルをローカルストレージデバイスにダウンロー

ドしたり、Acronis Cloud でアクセスや管理を実行できます。 

 ローカルアーカイブ 



 

 

古いファイル、大きなファイル、使用頻度の低いファイルをアーカイブする際、Acronis 

Cloud が唯一の保存先というわけではありません。NAS などのローカルストレージ、外

付けハードドライブ、または USB フラッシュドライブも選択できます。ローカルアーカ

イブは Acronis アーカイブ内に置かれます。これには、ファイルエクスプローラーの 

[Favorites] からクラウドアーカイブとともにアクセスできます。 

 複数デバイスのデータ保護 

家族間のデータ保護は、クロスプラットフォーム統合ソリューションであり、Acronis

の同一アカウントで共有するすべてのコンピュータ、スマートフォン、およびタブレッ

トの保護ステータスを追跡および制御することができます。これらのデバイスのユーザ

ーは同じアカウントにサインインする必要があるため、通常は家族の全員がユーザーに

なります。通常、家族の全員がこの機能を使用できますが、家族の中には技術的な経験

をお持ちの方がいることも多くなっています。そのため、その方が家族のデータを保護

するのに適任と言えます。複数のデバイスの保護状況の追跡および制御には、ウェブベ

ースのオンラインダッシュボードを使用します。これはインターネットに接続している

コンピュータであればアクセスが可能です。 

 データの同期 

すべてのコンピュータで同じデータ（ドキュメント、写真、ビデオなど)を保持できます。

いつでもどこでも簡単にデータを利用できます。ファイルを電子メールで自分に送った

り、常に USB ドライブを携帯する必要はなくなります。 

必要なだけ同期を作成でき、さまざまなバージョンの同期ファイルを Acronis Cloud に

保存できます。これにより、必要なときにいつでも前のファイルのバージョンに戻すこ

とができます。また、アプリケーションをインストールせずに、ウェブブラウザを使用

して Cloud にアクセスすることもできます。 

 ディスクのクローン作成と移行 

これは、1 つのディスク ドライブの内容全体を別のディスク ドライブにコピーする処

理です。たとえば、容量の大きい新しいディスクに、オペレーティング システム、アプ

リケーション、データのクローンを作成する場合、この処理が必要になることがありま

す。 

 Acronis Survival Kit 

障害発生時にコンピュータをリカバリするために必要な 2 つの重要なコンポーネントと

して、システムディスクのバックアップとブータブルレスキューメディアがあります。



 

 

Acronis Survival Kit は、この両方のコンポーネントが保存されている外付けハードド

ライブです。これにより、コンピュータをリカバリするために必要なすべてのデータを 

1 つのデバイスに保存できます。 

 Acronis Universal Restore 

Acronis Universal Restore を使用すると、異なるハードウェア上にブータブル システ

ムのクローンを作成することができます。元のバックアップを作成したシステムとは異

なるプロセッサ、マザーボード、または大容量記憶装置を搭載したコンピュータにシス

テムディスクを復元する場合には、このユーティリティを使用します。たとえば、壊れ

たマザーボードを交換した後や、あるコンピュータから別のコンピュータにシステムを

移行するときなどに役に立ちます。 

 モバイルデバイス対応 Acronis True Image 

モバイルデバイス対応 Acronis True Image を使用すると、モバイルデータを Acronis 

Cloud やローカルのストレージにバックアップでき、データが損失または破損した場合

に復元できます。Acronis True Image は、iOS（iPhone、iPad、iPod)や Android（ス

マートフォンやタブレット)のオペレーティングシステムが動作するすべてのモバイルデ

バイスにインストールすることができます。 

 Try&Decide 

Try&Decide をオンにすると、コンピュータは Try モードになります。このようにして

おけば、オペレーティング システム、プログラム、データに損傷を与える可能性を心配

することなく、潜在的な危険性のある操作を実行できます。Try&Decide をオフにした

ら、変更をコンピュータに適用するか、変更を破棄するかを指定します。 

 Acronis Secure Zone 

Acronis Secure Zone はバックアップの保存用にコンピュータ上に作成できる安全な専

用パーティションです。 

 Acronis DriveCleanser 

Acronis DriveCleanser では、選択したハード ディスクやパーティション上のすべての

データを完全に消去できます。この消去には、既存のアルゴリズムのいずれかを使用す

るか、専用のアルゴリズムを作成できます。 

 システムのクリーンアップ 



 

 

システム クリーンアップ ウィザードを使用して、ユーザー名、パスワードなどの個人

情報を含む、コンピュータ操作に関するすべての履歴を安全に削除することができま

す。 

すべての機能のリストについては、http://www.acronis.com/promotion/oem-upgrade/ 

を参照してください。. 
 

1.6 サポートセンターのホームページ 

Acronis True Image OEM 製品に関してご質問がある場合は、ベンダの公式サポート情報

を参照してください。 
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2.1 ユーザーインターフェースの言語 

使用を開始する前に、Acronis True Image OEM ユーザーインターフェースで希望する言

語を選択します。デフォルトでは、Windows の表示言語に従って設定されます。 

ユーザーインターフェースの言語を変更するには、次の手順を実行します。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. [設定] セクションで、リストの中からご希望の言語を選択します。 
 

2.2 システムの保護 

システムを保護する手順は、次のとおりです。 

1. コンピュータをバックアップします 『20ページ 』。 



 

 

2. Acronis ブータブルメディアを作成 『151ページ , 23ページ 』します。 

 

 

 

 

2.2.1 手順 1: コンピュータのバックアップ 

コンピュータをバックアップするタイミング 

システムでの重要なイベントの後は毎回新しいバックアップバージョンを作成します。 

イベントの例: 

 新しいコンピュータを購入した。 

 コンピュータに Windows を再インストールした。 

 新しいコンピュータで、すべてのシステム設定（例: 時刻、日付、言語)を構成し、必要

なプログラムをすべてインストールした。 

 重要なシステム アップデート。 

正常な状態のディスクを保存するため、バックアップの前にウイルスをスキャンすることを勧めしま

す。このためには、ウイルス対策ソフトウェアを使用してください。この操作には長時間かかる場合

があることに注意してください。 

コンピュータのバックアップを作成する方法 

システムを保護するには、次の 2 種類の方法があります。 



 

 

 PC全体のバックアップ（推奨) 

Acronis True Image は、内蔵ハードドライブすべてをディスクモードでバックアップ

します。バックアップ対象は、オペレーティングシステム、インストールされているプ

ログラム、システムの設定、写真、音楽、ドキュメントなどの個人データすべてです。

詳細については、「PC のすべてのデータのバックアップ 『24ページ 』」を参照してく

ださい。 

 システムディスクのバックアップ 

システムパーティションまたはシステムドライブ全体をバックアップすることができま

す。詳細については、「ディスクとパーティションのバックアップ 『57ページ 』」を

参照してください。 

システム保護のための主要な方法としてノンストップバックアップを使うことはおすすめし

ません。このテクノロジーの主な目的が、頻繁に変更されるファイルを保護することである

ためです。システムの安全のため、ほかのスケジュールをご使用ください。「カスタムスキ

ームの例 『71ページ 』」を参照してください。ノンストップバックアップ機能の詳細につ

いては、「Acronis ノンストップバックアップの使用 『45ページ 』」を参照してください。 

コンピュータをバックアップするには 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

今回が最初のバックアップの場合、バックアップ設定画面が表示されます。既に一覧表

示されているバックアップがある場合は、[バックアップアップの追加] をクリックしま

す。 

3. [バックアップ ソース] アイコンをクリックし、[コンピュータ全体] を選択します。 

システムディスクのみをバックアップする場合は、[ディスクとパーティション] をクリ

ックし、システムパーティション（通常は C:)とシステム予約パーティション（存在する

場合)を選択します。 

4. [バックアップの保存先] アイコンをクリックし、バックアップの保存場所を選択します

（以下の推奨事項を参照してください)。 

5. [今すぐバックアップ] をクリックします。 



 

 

結果: バックアップリストに新しいバックアップボックスが表示されます。今後、新しいバ

ージョンのバックアップを作成するには、リストからバックアップボックスを選択して、

[今すぐバックアップ] をクリックします。 

ディスクのバックアップを保存する場所 

 可: 通常の内蔵ハードディスク。 

 良: Acronis セキュアゾーン。これは、ローカル ハードドライブにある、バックアップ

を保存するための安全な専用パーティションです。 

 優: Acronis Cloud または外部ハードディスク。 

詳細については、「バックアップの保存場所の決定 『41ページ 』」を参照してください。 

必要なバックアップ バージョンの数 

ほとんどの場合、PC 全体のコンテンツまたはシステムディスクのバックアップバージョン

は 2～3 個、最大で 4～6 個必要です（バックアップを作成するタイミングについては、上記

の情報を参照してください)。自動クリーンアップルールを使用すると、バックアップバー

ジョンの数を制御できます。詳細については、「カスタムスキーム 『69ページ 』」を参照

してください。 

最初のバックアップ バージョン（完全バックアップ バージョン)が最も重要であることに留

意してください。このバージョンは、ディスクに保存されているすべてのデータを含むため、

最も大きいバックアップ バージョンです。以降のバックアップ バージョン（増分バックア

ップ バージョンおよび差分バックアップ バージョン)は、異なるスキームで整理すること

ができます。これらのバージョンには、データの変更のみが含まれています。これが、増分

バックアップ バージョンおよび差分バックアップ バージョンには完全バックアップ バー

ジョンが必要であり、完全バックアップ バージョンが非常に重要である理由です。 

デフォルトでは、ディスクのバックアップは増分スキームを使用して作成されます。ほとん

どの場合、このスキームが最適です。 

詳しい知識があるユーザー向け: 2 ～ 3 個の完全バックアップバージョンを作成し、異なるストレー

ジデバイスに保存することをおすすめします。この方法で信頼性を大幅に高めることができます。 

 



 

 

2.2.2 手順 2. Acronis ブータブルメディアの作成 

Acronis ブータブルメディアとは 

Acronis ブータブルメディアとは、Windows が起動しなくなった場合に Acronis True 

Image の起動元として使用できる CD、DVD、USB フラッシュドライブ、その他のリーム

バブルメディアです。Acronis メディア ビルダを使用してブート可能なメディアを作成で

きます。 

Acronis ブータブルメディアを作成する方法 

1. CD/DVD を挿入するか USB ドライブ (USB フラッシュドライブ、または HDD/SSD 

外付けドライブ) を接続します。 

2. Acronis True Image OEM を起動します。 

3. サイドバーで [ツール] をクリックし、[ブータブルメディア ビルダ] をクリックしま

す。 

4. 最初の手順では、[シンプル] を選択します。 

5. ブータブルメディアの作成に使用するデバイスを選択します。 

6. [実行] をクリックします。 

Acronis ブータブルメディアの使用方法 

Acronis ブータブルメディアは、Windows が起動しない場合にコンピュータをリカバリす

るために使用されます。 

1. ブータブルメディアをコンピュータに接続します（CD/DVD を挿入します。または、

USB ドライブを接続します)。 

2. Acronis ブータブルメディアが最初の起動デバイスになるように、BIOS で起動順を並

べ替えます。 

詳細については、「BIOS での起動順の並べ替え 『123ページ 』」を参照してください。 

3. ブータブルメディアからコンピュータを起動して、[Acronis True Image OEM] を選

択します。 

結果: Acronis True Image が読み込まれたら、これを使用してコンピュータを復元でき

ます。 

詳細については、「Acronis メディアビルダ 『152ページ 』」を参照してください。 



 

 

 

2.3 PC のすべてのデータのバックアップ 

PC全体のバックアップについて 

PC 全体のバックアップは、コンピュータ上のすべてのコンテンツをバックアップする最も

簡単な方法です。どのデータを保護する必要があるかわからない場合には、このオプション

を選択することをおすすめします。システムパーティションのみをバックアップする場合、

詳細については「ディスクとパーティションのバックアップ 『57ページ 』」を参照してく

ださい。 

バックアップの種類として [コンピュータ全体] を選択すると、Acronis True Image はデ

ィスクモードで内部のハードドライブをすべてバックアップします。バックアップ対象は、

オペレーティングシステム、インストールされているプログラム、システムの設定、写真、

音楽、ドキュメントなどの個人データすべてです。 

PC 全体のバックアップからの復元も簡単です。必要な操作は、データを戻す時点の選択だ

けです。Acronis True Image はバックアップからすべてのデータを元の場所に復元します。

具体的なディスクやパーティションを選択して復元することはできません。また、デフォル

トの保存先を変更することもできません。こうした制限を避ける必要がある場合は、通常の

ディスクレベルのバックアップ方法でデータをバックアップすることをおすすめします。詳

細については、「ディスクとパーティションのバックアップ 『57ページ 』」を参照してく

ださい。 

PC 全体のバックアップから特定のファイルやフォルダを復元することもできます。詳細に

ついては、「ファイルやフォルダのバックアップ 『59ページ 』」を参照してください。 

PC 全体のバックアップにダイナミックディスクが含まれている場合、データをパーティシ

ョンモードで復元します。つまり、復元対象のパーティションを選択したり、復元先を変更

したりできます。詳細については、「ダイナミック/GPT ディスクおよびボリュームのリカバ

リについて 『119ページ 』」を参照してください。 

PC全体のバックアップを作成する方法 

コンピュータ全体をバックアップするには、次の手順を実行します。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 



 

 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. バックアップリストの下部にあるプラス記号をクリックします。 

4. [バックアップ ソース] アイコンをクリックし、[コンピュータ全体] を選択します。 

5. [バックアップの保存先] アイコンをクリックし、バックアップの保存先を選択します。 

コンピュータのバックアップは、Acronis Cloud、ローカルストレージ、ネットワーク

ストレージに作成することをお勧めします。詳細については、「バックアップの保存場所

の決定 『41ページ 』」を参照してください。 

 

6. （オプションの手順) [オプション] をクリックして、スケジュール 『62ページ 』、ス

キーム 『66ページ 』、パスワードによる保護 『77ページ 』などのバックアップオプ

ションを設定します。詳細については、「バックアップオプション 『61ページ 』」を

参照してください。 

7. [今すぐバックアップ] をクリックします。 

Acronis Cloud にデータをバックアップするときは、最初のバックアップが完了するまでにかなり時

間がかかることがあります。以降のバックアップ処理は、ファイルに対する変更のみがインターネッ

トを使って転送されるので、大幅に速くなります。 

さらに、https://goo.gl/KjW5sM のビデオ解説（英語)をご覧ください。 
 



 

 

2.4 ファイルのバックアップ 

文書、写真、音楽のファイル、ビデオのファイルなどのファイルを保護するために、そのフ

ァイルを含むパーティション全体をバックアップする必要はありません。具体的なファイル

とフォルダをバックアップして、以下のストレージ タイプに保存することができます。 

 ローカルまたはネットワーク ストレージ 

時間がかからず、簡単です。ほとんど変更されないファイルの保護に使用します。 

 Acronis Cloud 

信頼性が高いタイプです。重要なファイルや、デバイス間またはユーザー間で共有する

ファイルの保護に使用します。 

Acronis Cloud を使用するには、Acronis アカウントと Acronis Cloud サービスのサブ

スクリプションが必要です。 

 

ファイルやフォルダをバックアップする手順は、次のとおりです。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. [バックアップ ソース] アイコンをクリックし、[ファイルとフォルダ] を選択します。 

4. 表示されたウィンドウで、バックアップするファイルやフォルダの横にあるチェック ボ

ックスをオンにし、[OK] をクリックします。 

5. [バックアップの保存先] アイコンをクリックし、バックアップの保存先を選択します。 



 

 

 Acronis Cloud: Acronis のマイ アカウントにサインインし、[OK] をクリックし

ます。 

 外付けドライブ: 外付けドライブがコンピュータに接続されている場合は、リストか

らそのドライブを選択できます。 

 NAS: 検出された NAS デバイスのリストから NAS を選択します。NAS が 1 つしか

ない場合、Acronis True Image OEM はデフォルトでその NAS をバックアップの保

存先として使用するように提案します。 

 参照: フォルダ ツリーから保存先を選択します。 

6. [今すぐバックアップ] をクリックします。 

詳細については、「ファイルやフォルダのバックアップ 『59ページ 』」を参照してくださ

い。 

さらに、https://goo.gl/i4J1AN のビデオ解説（英語)をご覧ください。 
 



 

 

2.5 ハードディスクドライブのクローン作成 

ハード ディスク ドライブのクローン作成が必要な理由 

ハード ディスク ドライブの空き領域が不足してデータを保存できない場合は、容量の大き

い新しいハード ディスク ドライブを購入し、すべてのデータをその新しいドライブに転送

することが必要になる可能性があります。通常のコピー処理では、新しいハード ディスク 

ドライブを古いハード ディスク ドライブとまったく同じように使用することはできません。

たとえば、File Explorer を開いて、すべてのファイルとフォルダを新しいハードディスクド

ライブにコピーしても、Windows は新しいハードディスクドライブから起動しません。デ

ィスクのクローン作成ユーティリティでは、すべてのデータを複製し、Windows を新しい

ハードディスクドライブでブータブルにすることができます。 

 

開始する前に 

転送先（新しい)ドライブをコンピュータに取り付けてから、転送元ドライブを別の場所（外

付けの USB エンクロージャなど)に取り付けることをお勧めします。これは特にラップトッ

プ コンピュータの場合に重要です。 

注: 古いハードディスクドライブと新しいハードディスクドライブは同じコントローラモード（IDE、

AHCI など)で動作させることをお勧めします。モードが異なる場合、新しいハードドライブからコン

ピュータを起動できなくなる可能性があります。 

ディスクのクローン作成ユーティリティの使用 

ディスクのクローンを作成する手順は、次のとおりです。 

1. ツールバーの [ツール] をクリックし、[ディスクのクローン作成] をクリックします。 



 

 

2. [クローン作成モード] で、転送モードとして [自動] を選択することをお勧めします。

この場合、パーティションは新しいハードディスクドライブの大きさに比例してサイズ

が変更されます。[手動] モードでは、さらに柔軟に対応できます。手動モードの詳細に

ついては、「ディスクのクローン作成ウィザード 『141ページ 』」を参照してください。 

ディスクが 2 つ検出されて、一方にパーティションがあり、他方にはない場合は、パーティショ

ンのあるディスクが自動的にソース ディスクとして認識され、パーティションのないディスクが

ターゲット ディスクとして認識されます。これに該当する場合は、以降のステップが省略され、

クローン作成の概要画面が表示されます。 

3. [ソース ディスク] で、クローンを作成するディスクを選択します。 

 

4. [ターゲット ディスク] で、クローン データの保存先ディスクを選択します。 

パーティションが作成されていないディスクがある場合は、そのディスクが自動的に移行先と見

なされるため、このステップは省略されます。 

5. [完了] で、指定した設定がニーズに合っていることを確認してから、[実行] をクリッ

クします。 

デフォルトでは、クローン作成処理が完了するとコンピュータは自動的にシャットダウンし

ます。これにより、マスターとスレーブのジャンパ位置を変更し、1 台のハード ディスク

を取り外すことができます。 

さらに、https://goo.gl/bjWRLL 『https://goo.gl/bjWRLL』 のビデオ解説（英語)をご覧

ください。 
 

https://goo.gl/bjWRLL


 

 

2.6 コンピュータのリカバリ 

システムディスクのリカバリは重要な処理ですのでご注意ください。開始する前に、以下の

ヘルプトピックにある詳細な説明を参照することをお勧めします。 

 異常停止の原因を特定する 『104ページ 』 

 リカバリの準備 『105ページ 』 

 同じディスクへのシステムのリカバリ 『106ページ 』 

次の異なる 2 つのケースを例にあげます。 

1. Windows は正しく動作していないが、Acronis True Image OEM は起動できる。 

2. Windows を起動できない（たとえば、コンピュータの電源を入れても画面に表示される

内容が通常とは異なる)。 

ケース1. Windowsが正しく動作しない場合のコンピュータのリカバリ方法 

 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. バックアップ リストから、システム ディスクが格納されているバックアップを選択し

ます。バックアップの場所としては、ローカル、ネットワーク ストレージ、Acronis 

Cloud があります。 

4. 右側のペインで、[リカバリ] をクリックします。 

5. バックアップの種類に応じて、[PCをリカバリ]、または [ディスクをリカバリ] をクリ

ックします。 



 

 

6. 表示されたウィンドウで、バックアップバージョン（特定の日時のデータ状態)を選択し

ます。 

7. リカバリするシステムパーティションとシステム予約パーティション（存在する場合)を

選択します。 

8. [今すぐリカバリ] をクリックします。 

処理を完了するには、Acronis True Image OEM でシステムを再起動する必要があります。 

ケース2. Windowsを起動できない場合のコンピュータのリカバリ方法 

 

1. Acronis ブータブルメディアをコンピュータに接続し、専用のスタンドアロン版の

Acronis True Image OEM 『204ページ 』を実行します。 

詳細については、「手順 2. Acronis ブータブルメディアの作成 『23ページ 』」と「BIOS 

での起動順の並べ替え 『123ページ 』」を参照してください。 

2. [ようこそ] 画面で、[リカバリ] の下にある [マイ ディスク] を選択します。 

3. リカバリに使用するシステム ディスク バックアップを選択します。バックアップを右

クリックして、[リカバリ] を選択します。 

バックアップが表示されない場合には、[参照] をクリックし、バックアップのパスを手

動で指定します。同じウィンドウで、Acronis Cloud に接続してオンライン バックアッ

プを選択することもできます。 

4. [リカバリの方法] で、[ディスクまたはパーティション全体をリカバリする] を選択し

ます。 



 

 

5. [リカバリ元] 画面で、システム パーティション（通常は C)を選択します。システム パ

ーティションは Pri フラグ、Act フラグでも識別できます。システム予約パーティショ

ンも選択します（存在する場合)。 

6. パーティションの設定をすべてそのままにし、[完了] をクリックしてもかまいません。 

7. 処理の概要を確認して [実行] をクリックします。 

8. 処理が終了したら、スタンドアロン版の Acronis True Image OEM 『204ページ 』を

終了し、ブータブルメディアがある場合はそれを取り外して、リカバリされたシステム

パーティションから起動します。必要な状態まで Windows をリカバリしたことを確認

してから、元の起動順序を復元します。 
 

2.7 ファイルとフォルダのリカバリ 

ファイル レベルとディスク レベルのバックアップからファイルやフォルダをリカバリでき

ます。 

ファイルやフォルダをリカバリする手順は、次のとおりです。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. バックアップ リストから、リカバリするファイルやフォルダが格納されているバックア

ップを選択します。 

バックアップの場所としては、ローカル、ネットワーク ストレージ、Acronis Cloud が

あります。Acronis Cloud からリカバリする場合は、まず Acronis アカウントにサイン

インしておく必要があります。 

4. 右側のペインで、[リカバリ] をクリックします。 

5. バックアップ バージョン（特定の日時のデータ状態)を選択します。 

6. リカバリするファイルやフォルダを選択し、[次へ] をクリックします。 

7. リカバリしたファイルやフォルダを保存するコンピュータ上の場所を選択します。元の

場所にデータをリカバリすることができます。また、必要に応じて新しい場所を選択す

ることもできます。新しい場所を選択するには、[参照] ボタンをクリックします。 

8. リカバリ処理を開始するには、[今すぐリカバリする] ボタンをクリックします。  

 



 

 

3 基本的な概念 
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3.1 基本的な概念 

ここでは、プログラムの動作のしくみを理解するうえで役立つと思われる、基本的な概念に

ついて説明します。 

バックアップとリカバリ 

バックアップとは、元のデータが失われてもそのコピーからリカバリできるように、データ

のコピーを作成しておくことを指します。 

バックアップの主な目的は 2 つあります。 

 1 つは、オペレーティングシステムが破損した場合や起動しない場合に復元するという

目的です（災害復旧といいます)。災害からのコンピュータの保護の詳細については、「シ

ステムの保護 『19ページ 』」を参照してください。 

 もう 1 つは、ファイルやフォルダが誤って削除されたり破損した後に、特定のファイル

やフォルダを復元するという目的です。 

Acronis True Image OEM は、この最初の目的を達成するために、ディスク（またはパーテ

ィション)イメージの作成機能を備え、第 2 の目的のために、ファイル レベル バックアッ

プ作成機能を備えています。 



 

 

復元方法: 

 [完全リカバリ]: 元の場所または新しい場所に対してこれを実行できます。 

元の場所を選択した場合、その場所にあるデータはバックアップデータによって完全に

上書きされます。新しい場所の場合、バックアップから新しい場所にデータが単にコピ

ーされるだけです。 

 増分リカバリ: これは元の場所に対してのみ、クラウドバックアップからのみ実行され

ます。復元（リカバリ)が開始する前に、元の場所にあるファイルとバックアップファイ

ルとの間でファイル属性（ファイルサイズ、最終更新日など)が比較されます。一致しな

いファイルは復元対象となり、残りのファイルは復元時にスキップされます。このよう

に、完全リカバリとは対照的に、変更されたファイルだけが Acronis True Image によ

って復元されます。この方法で復元時間が大幅に減り、Acronis Cloud から復元すると

きのインターネットトラフィックが節約されます。 

バックアップ バージョン 

バックアップ バージョンは、それぞれのバックアップ処理中に作成された単独または複数

のファイルです。作成されるバージョンの数は、バックアップが実行された回数と等しくな

ります。つまり、バージョンはそれぞれ特定の時点を表しており、その時点の状態にシステ

ムやデータを復元することができます。 

バックアップバージョンには、完全バックアップ、増分バックアップ、および差分バックア

ップがあります。「完全バックアップ、増分バックアップ、差分バックアップ 『38ペー

ジ 』」を参照してください。 

バックアップ バージョンは、ファイル バージョンと似ています。ファイルバージョンとい

う考えは、「以前のバージョンのファイル」と呼ばれている Windows の機能を使用してい

るユーザーにはよく知られています。この機能を使用すると、ファイルを特定の日時におけ

る状態に復元できます。バックアップ バージョンを使用すると、同様の方法でデータをリ

カバリできます。 

ディスクのクローン作成 

これは、1 つのディスク ドライブの内容全体を別のディスク ドライブにコピーする処理で

す。たとえば、より容量の大きな新しいディスクに、オペレーティングシステム、アプリケ



 

 

ーション、およびデータのクローンを作成する場合に、この機能が必要となる場合がありま

す。この機能は、次の 2 つの方法で実行することができます。 

 ディスクのクローン作成ユーティリティを使用する。 

 古いディスクドライブをバックアップし、その後に新しいディスクドライブに復元す

る。 

バックアップ ファイルの形式 

Acronis True Image では通常、バックアップデータは独自の TIB 形式に圧縮して保存され

ます。.tib ファイルのバックアップのデータは、Windows 環境または復元環境で Acronis 

True Image を使用した場合にのみ復元できます。 

Acronis ノンストップ バックアップでは、データおよびメタデータ用に特殊な隠しストレ

ージが使用されています。バックアップ データは圧縮され、約 1 GB の複数のファイルに

分割されます。また、これらのファイルには独自の形式が採用されており、ファイルに格納

されているデータは Acronis True Image を使用してのみ復元できます。 

バックアップのベリファイ 

バックアップのベリファイ機能を使用すれば、データをリカバリできるかどうかを確認でき

ます。バックアップされるデータブロックにはチェックサム値が追加されます。バックアッ

プベリファイの実行時に、Acronis True Image はバックアップファイルを開いてチェック

サム値を再計算し、保存されているチェックサム値と比較します。比較した値がすべて一致

していれば、そのバックアップファイルは破損していません。 

スケジュール設定 

作成したバックアップを実際に役立てるには、可能な限り「最新」のバックアップを作成し

ておく必要があります。バックアップを自動的かつ定期的に実行するには、バックアップの

スケジュールを作成します。 

バックアップの削除 

不要になったバックアップとバックアップバージョンを削除する場合は、Acronis True 

Image OEM に用意されているツールを使用してください。詳細については、「バックアッ

プとバックアップバージョンの削除 『99ページ 』」を参照してください。 



 

 

Acronis True Image OEM は、バックアップに関する情報をメタデータ情報データベース

に保存します。そのため、不要なバックアップファイルを File Explorer で削除しても、バ

ックアップに関する情報はデータベースから削除されません。その結果、既に存在していな

いバックアップに対してもプログラムが処理を実行しようとして、エラーが発生します。 
 

3.2 ファイルバックアップとディスク/パーティション

イメージの違い 

ファイルとフォルダをバックアップする場合、ファイルとフォルダ ツリーのみが圧縮され

て保存されます。 

ディスク/パーティションのバックアップは、ファイルとフォルダのバックアップとは異な

ります。Acronis True Image OEM では、ディスクまたはパーティションの正確なスナッ

プショットが保存されます。この処理は「ディスク イメージの作成」または「ディスク バ

ックアップの作成」と呼ばれ、作成されたバックアップは一般的に「ディスク/パーティショ

ン イメージ」または「ディスク/パーティション バックアップ」と呼ばれます。 

ディスク/パーティション バックアップに含まれるもの 

ディスク/パーティションのバックアップには、ディスクまたはパーティションに保存され

ているすべてのデータが含まれます。 

1. マスター ブート レコード（MBR)があるハード ディスクのゼロ トラック（MBR ディ

スク バックアップのみに適用)。 

2. 以下を含む、1 つ以上のパーティション 

1. ブート コード。 

2. サービス ファイル、ファイル アロケーション テーブル（FAT)、およびパーティシ

ョン ブート レコードを含むファイル システム メタ データ。 

3. オペレーティング システム（システム ファイル、レジストリ、ドライバ)、ユーザー 

データ、およびソフトウェア アプリケーションを含むファイル システム データ。 

3. システム予約済みパーティション（存在する場合)。 

4. EFI システム パーティション（存在する場合)（GPT ディスク バックアップにのみ適

用)。 



 

 

ディスク バックアップから除外されるもの 

イメージ ファイルのサイズを減らしてイメージの作成速度を速めるため、Acronis True 

Image OEM では、デフォルトでデータが含まれているハード ディスク セクタのみが保存

されます。 

次のファイルはディスク バックアップから除外されます。 

 pagefile.sys 

 hiberfil.sys（コンピュータが休止状態に移行するときに RAM の内容を保持するファイ

ル) 

このデフォルトの方法は、セクタ単位モードをオンにすることで、変更できます。この場合、

Acronis True Image OEM では、含まれるデータだけではなく、すべてのハード ディスク 

セクタがコピーされます。 

また、Acronis True Image でシステムパーティションまたはディスクを Acronis Cloud に

バックアップする場合は、次のデータが除外されます。 

 通常は次の場所にある Temp フォルダ: 

 C:\Windows\Temp\ 

 C:\Users\<username>\AppData\Local\Temp 

 System Volume Information フォルダ（通常は C:\System Volume 

Information\ にあります) 

 ごみ箱 

 ウェブブラウザの一時データ: 

 インターネット一時ファイル 

 Cookie 

 履歴 

 キャッシュ 

 .tib ファイルと .tibx ファイル 

 .tmp ファイル 

 .~ ファイル 
 



 

 

3.3 完全バックアップ、増分バックアップ、差分バック

アップ 

Acronis True Image OEM では、完全、増分、差分の 3 つのバックアップメソッドが提供

されます。 

完全バックアップ 

完全バックアップ処理（別名「完全バックアップ バージョン」)の結果には、バックアップ

作成時のすべてのデータが含まれます。 

例: 毎日、ドキュメントの 1 ページを書き、完全バックアップを使用してバックアップし

ます。Acronis True Image は、バックアップを実行するたびにドキュメント全体を保存し

ます。 

1.tibx、2.tibx、3.tibx、4.tibx — 完全バックアップバージョンのファイル。 

 

 

追加情報 

完全バックアップ バージョンは、増分バックアップや差分バックアップの基になるデータ

となります。スタンドアロンのバックアップとしても使用できます。スタンドアロンの完全

バックアップは、システムを最初の状態に戻すことが多い場合や、複数のバックアップ バ

ージョンを管理することが望ましくない場合に最適なソリューションです。 



 

 

復元: 上の例では、4.tibx ファイルから作業全体を復元するには、1 つのバックアップバー

ジョン (4.tib) だけが必要になります。 

増分バックアップ 

増分バックアップ処理（別名「増分バックアップ バージョン」)の結果には、前回のバック

アップ以降に変更されたファイルのみが含まれます。 

例: 毎日、ドキュメントの 1 ページを書き、増分バックアップを使用してバックアップし

ます。Acronis True Image は、バックアップを実行するたびに新しいページを保存しま

す。 

注意: 作成する最初のバックアップバージョンは必ず完全バックアップである必要がありま

す。 

 1.tibx — 完全バックアップバージョンのファイル。 

 2.tibx、3.tibx、4.tibx — 増分バックアップバージョンのファイル。 

 

追加情報 

増分バックアップは、頻繁なバックアップと特定の時点に戻す機能が必要な場合に非常に便

利です。通常、増分バックアップバージョンは完全バージョンや差分バージョンに比べてか

なり小さくなります。一方、増分バージョンでは、リカバリの実行時にプログラムでの処理

が増加します。 



 

 

復元: 上の例で 4.tibx ファイルから作業全体を復元するには、すべてのバックアップバー

ジョン (1.tibx、2.tibx、3.tibx、4.tibx) が必要になります。そのため、1 つの増分バック

アップ バージョンを失ったり、破損したりすると、それ以降のすべての増分バックアップ 

バージョンが使用できなくなります。 

差分バックアップ 

差分バックアップ処理（別名「差分バックアップ バージョン」)の結果には、前回の完全バ

ックアップ以降に変更されたファイルのみが含まれます。 

例: 毎日、ドキュメントの 1 ページを書き、差分バックアップを使用してバックアップし

ます。Acronis True Image は、完全バックアップバージョンに保存された最初のページ以

外のドキュメント全体を保存します。 

注意: 作成する最初のバックアップバージョンは必ず完全バックアップである必要がありま

す。 

 1.tibx — 完全バックアップバージョンのファイル。 

 2.tibx、3.tibx、4.tibx — 差分バックアップバージョンのファイル。 

 

追加情報 

差分バックアップは、前述の 2 つの方法の中間的な方法です。「完全」よりもかかる時間と

領域は少ないですが、「増分」よりは多くなります。差分バックアップバージョンからデー

タをリカバリする場合に Acronis True Image で必要となるのは、差分バージョンと前回の



 

 

完全バージョンだけです。そのため、差分バージョンからのリカバリは、増分バージョンか

らのリカバリより単純で、信頼性が高くなります。 

復元: 上の例で 4.tibx ファイルから作業全体を復元するには、2 つのバックアップバージ

ョン (1.tibx および 4.tibx) が必要になります。 

目的のバックアップ方法を選択するには、通常、カスタム バックアップ スキームを設定す

る必要があります。詳細については、「カスタム スキーム 『69ページ 』」を参照してく

ださい。 

ディスクを最適化した後に、増分バックアップ、または差分バックアップを作成すると、通常に比べ

かなり大きなサイズになります。これは、ディスクの最適化プログラムによってディスク上のファイ

ルの位置が変更され、バックアップにこれらの変更が反映されるためです。このため、ディスク最適

化後に、完全バックアップを再度作成することをお勧めします。 

Changed Block Tracker (CBT) 

CBT テクノロジにより、ローカル増分または差分のディスクレベルのバックアップバージョ

ンを作成する場合にバックアップ処理を迅速に行うことができます。ディスクコンテンツに

対する変更は、ブロックレベルで継続的に追跡されます。バックアップが開始されたら、そ

れらの変更をバックアップにすぐに保存することができます。 
 

3.4 バックアップの保存場所の決定 

Acronis True Image OEM では、さまざまなストレージ デバイスがサポートされています。

詳細については、「サポートされるストレージメディア 『10ページ 』」を参照してくださ

い。 

次の表にデータバックアップの保存先の候補を示します。 
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ファイルとフォルダ + + + + + + + + + + 

ローカルハードドライブへのバックアップは最もシンプルなオプションですが、データのセ

キュリティを強化するためにオフサイトにバックアップを保存することをおすすめします。 

推奨されるストレージメディア: 

1. Acronis Cloud 

2. 外付けドライブ 

デスクトップ PC で外付けの USB ハードドライブを使用する場合には、短いケーブルを

使用してドライブを背面のコネクタに接続することをおすすめします。 

3. NASや NDASなどのホームファイルサーバー 

Windows の場合とブータブルメディアからの起動の場合の両方について、選択したバ

ックアップストレージが Acronis True Image OEM によって検出されるかどうかを確

認してください。 

NDAS 対応のストレージデバイスにアクセスするには、多くの場合 NDAS デバイス ID

（20 文字)と書き込みキー（5 文字)を指定する必要があります。書き込みキーを使用す

ると、NDAS 対応のデバイスを書き込みモード（バックアップの保存など)で使用できま

す。通常、デバイス ID と書き込みキーは NDAS デバイスの底面のステッカーまたは

エンクロージャの内側に記載されています。ステッカーが見つからない場合は、NDAS 

デバイスの製造元に問い合わせてこの情報を入手してください。 

4. ネットワーク共有 

「認証の設定 『44ページ 』」も参照してください。 

5. FTPサーバー 

「FTP 接続 『44ページ 』」も参照してください。 

6. 光学ディスク（CD、DVD、BD) 



 

 

DVD-R、DVD+R などの空の光学ディスクは非常に価格が安いため、最も低コストなバ

ックアップ ソリューションではありますが、時間は一番かかります。 

ディスクが 4 枚以上になる場合はディスクの入れ替えが頻繁になるため、DVD 以外の

方法でバックアップすることを強くおすすめします。DVD へのバックアップ以外に方法

がない場合、すべての DVD をハードディスク上のフォルダにコピーし、そのフォルダか

ら復元することをおすすめします。 
 

3.4.1 バックアップ用の新しいディスクを準備する 

新しい内蔵または外付けのハードドライブは Acronis True Image OEM で認識されない場

合があります。この場合、オペレーティングシステムのツールを使用してディスクステータ

スを [オンライン] にして、ディスクを初期化します。 

ディスクステータスを [オンライン] に変更するには: 

1. [ディスクの管理] を開きます。これを行うには、[コントロール パネル] → [システム

とセキュリティ] → [管理ツール] の順に選択します。[コンピューターの管理] を選択

して [ディスクの管理] をクリックします。 

2. [オフライン] と表示されているディスクを見つけます。ディスクを右クリックして、

[オンライン] をクリックします。 

3. ディスクステータスが [オンライン] に変更されます。その後、ディスクを初期化する

ことができます。 

ディスクを初期化するには: 

1. [ディスクの管理] を開きます。これを行うには、[コントロール パネル] → [システム

とセキュリティ] → [管理ツール] の順に選択します。[コンピューターの管理] を選択

して [ディスクの管理] をクリックします。 

2. [初期化されていません] と表示されているディスクを見つけます。ディスクを右クリッ

クして、[ディスクの初期化] をクリックします。 

3. ディスクのパーティションテーブル（MBR または GPT)を選択して、[OK] をクリック

します。 

4. （オプションの手順)ディスクにボリュームを作成するには、ディスクを右クリックし、

[新しいシンプル ボリューム] をクリックして、ウィザードの手順に従って新しいボリ

ュームを設定します。ボリュームをもう 1 つ作成するには、この手順を繰り返します。 
 



 

 

3.4.2 FTP 接続 

Acronis True Image OEM を使用すれば、FTP サーバーにバックアップを保存できます。 

新しい FTP 接続を作成するには、バックアップストレージの選択時に [FTP接続] をクリッ

クし、開いたウィンドウに次の情報を入力します。 

 FTP サーバーへのパス（例: my.server.com) 

 ポート 

 ユーザー名 

 パスワード 

設定を確認するには、[接続のテスト] ボタンをクリックします。コンピュータで、指定し

た FTP サーバーに対する接続が試行されます。テスト接続が確立された場合、[接続] ボタ

ンをクリックして、FTP 接続を追加します。 

作成した FTP 接続は、フォルダツリーに表示されます。接続を選択し、使用するバックアッ

プストレージを参照します。 

単に FTP サーバーのルートフォルダを開いても、ユーザーのホームディレクトリに移動しないことに

注意してください。 

Acronis True Image OEM は、FTP サーバーに直接バックアップするときにバックアップを 2 GB ず

つのサイズのファイルに分割します。バックアップを後で FTP サーバーに転送するためにハードディ

スクにバックアップする場合は、バックアップオプションでファイルサイズを設定することでバック

アップを 2 GB ずつのファイルに分割することができます。この操作を行わない場合、復元は実行で

きません。 

FTP サーバー側がパッシブモードのファイル転送を許可している必要があります。 

バックアップ元のコンピュータのファイアウォール設定では、ポート 20 および 21 が TCP プロト

コルと UDP プロトコル用に開いており、機能するようになっていることが必要です。Windows の

ルーティングとリモート アクセス サービスは無効にする必要があります。 

 

3.4.3 認証設定 

ネットワーク上のコンピュータに接続する場合、通常、ネットワーク共有にアクセスするた

めに必要なログイン情報を入力する必要があります。たとえば、バックアップストレージを



 

 

選択する際にこの操作が必要になることがあります。ネットワーク上のコンピュータの名前

を選択すると、[認証設定] ウィンドウが自動的に表示されます。 

必要に応じて、ユーザー名とパスワードを指定し、[接続のテスト] をクリックします。テ

ストが成功した場合は、[接続] をクリックします。 

トラブルシューティング 

バックアップストレージとして使用する予定のネットワーク共有を作成する場合は、以下の

条件のうち少なくとも 1 つを満たしていることを確認してください。 

 共有フォルダが置かれているコンピュータの Windows アカウントにパスワードが設定

されている。 

 Windows のパスワード保護共有が無効になっている。 

[コントロール パネル] → [ネットワークとインターネット] → [ネットワークと共有セ

ンター] → [共有の詳細設定] → [パスワード保護の共有を無効にする] でこの設定を確

認できます。 

これらの条件のいずれも満たしていない場合は、共有フォルダに接続できません。 
 

3.5 Acronis ノンストップ バックアップの使用 

Acronis ノンストップ バックアップを利用すると、ディスクとファイルを簡単に保護する

ことができます。ディスク全体や個々のファイル、別のバージョンをリカバリすることがで

きます。 

Acronis ノンストップ バックアップの主要な目的はデータ（ファイル、フォルダ、連絡先な

ど)の継続的な保護ですが、パーティションの保護に使用することもできます。パーティシ

ョン全体の保護を選択すると、イメージ リカバリ手順を使用して、パーティション全体を

リカバリできるようになります。 

システムを保護するための主要な手段として、ノンストップバックアップを使用することは

おすすめしません。システムの安全のため、ほかのスケジュールをご使用ください。例と詳

細については、「カスタムスキームの例 『71ページ 』」を参照してください。 

ノンストップバックアップの制限 

 ノンストップ バックアップを 1 つのみ作成できます。 



 

 

 Acronis Cloud は、ディスクレベルのノンストップバックアップの保存先として使用で

きません。 

 Windows ライブラリ（ドキュメント、ミュージックなど)は、ディスクレベルのノンスト

ップバックアップでのみ保護されます。 

 外付けハードドライブに保存されているデータを保護することはできません。 

 ノンストップバックアップと Try&Decide を同時に有効にすることはできません。 

動作 

Acronis ノンストップバックアップを起動すると、保護対象として選択されているデータの、

最初の完全バックアップが実行されます。その後、Acronis ノンストップバックアップによ

って、保護対象のファイル（開いているファイルを含む)が継続的にチェックされます。変更

が検出されると、変更されたデータがバックアップされます。増分バックアップ処理の最短

間隔は 5 分です。この機能によって、指定した時間の状態にシステムを復元することが可能

になります。 

Acronis ノンストップバックアップでは、ディスク上のファイルの変更が確認されますが、

メモリ内は確認されません。たとえば、Word での作業中に長時間「保存」操作を行わなか

った場合、Word ドキュメント内の現在の変更内容はバックアップされません。 

このバックアップ頻度ではストレージはすぐにいっぱいになると思われるかも知れません。

ただし、Acronis True Image OEM は「デルタ」と呼ばれるもののみをバックアップするた

め、その心配はありません。これは、変更があったファイルのファイル全体ではなく、古い

バージョンと新しいバージョンの相違点のみがバックアップされることを意味します。たと

えば、Microsoft Outlook または Windows メールを使用している場合、pst ファイルのサイ

ズが非常に大きい場合があります。また、電子メールを受信または送信するたびにファイル

の内容が変わります。変更があるたびに pst ファイル全体をバックアップすると保存領域を

消費しすぎるため、Acronis True Image OEM は最初にバックアップしたファイルと共に、

変更された部分のみをバックアップします。 

保持ルール 

ローカルバックアップ 

Acronisノンストップバックアップでは、過去24時間分のバックアップがすべて保持されま

す。それよりも古いバックアップは日単位で統合され、過去 30 日分が保持されます。また、



 

 

週単位のバックアップは、ノンストップバックアップデータの保存先に空きがある限り保持

されます。 

統合は、深夜 0 時から午前 1 時の間に毎日実行されます。最初の統合は、ノンストップバッ

クアップを開始した後、少なくとも 24 時間経ってから実行されます。たとえば、ノンスト

ップバックアップを 7 月 12 日の午前 10 時にオンにしたと仮定します。この場合、最初の統

合は、7月14日の深夜0時から午前1時の間に実行されます。これ以降、データの統合は、

毎日同じ時刻に実行されます。午前 00:00 から 01:00 の間にコンピュータの電源が入って

いない場合は、コンピュータを起動したときに統合が開始されます。ノンストップバックア

ップを一時的に無効にした場合は、次に有効したときに統合を開始します。 

クラウドバックアップ 

Acronis True Image OEM は次のバージョンのバックアップのみを保持します。 

 過去 1 時間のすべてのバージョン 

 過去 24 時間の 1 時間ごとの最初のバージョン 

 前の週の各日の最初のバージョン 

 前の月の週ごとの最初のバージョン 

 各月の最初のバージョン 

他のすべてのバージョンは自動的に削除されます。保持ルールはあらかじめ設定されており、

変更することはできません。  
 

3.5.1 Acronis ノンストップ バックアップのデータ ストレージ 

Acronis ノンストップバックアップのデータストレージは、ローカルハードディスクドライ

ブ（内蔵と外付けの両方)または Acronis クラウドに作成できます。 

多くの場合、ノンストップ バックアップのデータ ストレージには外付けのハードディスク

を使用するのが最も良い方法です。（USB 3.0 を含む)USB、eSATA、FireWire、および 

SCSI のいずれかのインターフェイスを持つ外付けディスクを使用できます。 

NAS をストレージとして使用することもできますが、SMB プロトコルを使用したアクセス

が必須になるという制限があります。ストレージに使用する NAS 共有がローカル ディス

クとしてマップされるかどうかは問われません。共有にログインが必要な場合は、正確なユ



 

 

ーザー名とパスワードを指定する必要があります。詳細については、「認証設定 『44ペー

ジ 』」を参照してください。Acronis True Image OEM では認証情報が記憶され、共有に

対するその後の接続ではログインは必要ありません。 

外付けハードディスクまたは NAS を使用できない場合は、ノンストップ バックアップを

内蔵ディスク（ダイナミック ディスクを含む)に保存することができます。保護されている

パーティションは、ノンストップ バックアップのストレージとして使用することはできな

いので注意してください。コンピュータにハード ディスク ドライブが 1 つしかなく、そ

の中にパーティションが 1 つしかない環境で Acronis ノンストップ バックアップを使用

したい場合は、Acronis Secure Zone を作成してこれをノンストップ バックアップのデー

タ ストレージとして使用できます。 

Acronis True Image OEM は、Acronis ノンストップ バックアップのデータ ストレージ

を作成する前に、選択した保存先に十分な空き容量があるかどうか確認します。保護するデ

ータ量に 1.2 が乗算され、この乗算の計算結果の値と使用可能な容量が比較されます。保

存先の空き容量がこの条件を満たした場合に、そのロケーションをノンストップ バックア

ップ データの保存先として使用します。 
 

3.5.2 ノンストップバックアップ - FAQ 

Acronis ノンストップバックアップが一時停止する理由は何ですか？ - これは、Acronis 

ノンストップ バックアップの設計による動作です。システムの負荷が重大レベルに達する

と、Acronis ノンストップバックアップは Windows から過負荷アラームを受信して自動

的に一時停止します。これは、他のアプリケーションによる Windows の負荷を軽減する

役割を果たします。過負荷は、多くのリソースを必要とするアプリケーションを実行するこ

とにより発生する場合があります（ウイルス対策ソフトウェアによるシステム完全スキャン

の実行など)。 

このような場合、ノンストップバックアップは自動的に一時停止し、ユーザーが再起動する

ことはできません。一時停止されると、1 時間後にシステムの負荷が軽減されてから再起動

が試行されます。 

Acronis ノンストップバックアップの自動再起動は 6 回試行されます。つまり、最初の自

動再起動の後、Acronis ノンストップバックアップは、1 時間ごとに、5 回再起動を試行し

ます。 



 

 

試行が 6 回失敗したら、Acronis ノンストップバックアップは次の設定日まで待機します。

翌日、自動再起動の回数が自動的にリセットされます。中断されなければ、Acronis ノンス

トップバックアップは 1 日に 6 回再起動を試行します。 

再起動試行回数は、次のいずれかを実行することでリセットできます。 

 Acronis ノンストップバックアップ サービスの再起動 

 コンピュータの再起動 

Acronis ノンストップバックアップ サービスを再起動しても、再起動の試行回数が 0 にリ

セットされるだけです。システムが依然として過負荷の状態にある場合、Acronis ノンスト

ップバックアップは再び一時停止になります。Acronis ノンストップバックアップ サービ

スを再起動する手順については、Acronis サポート ナレッジ ベースの記事

（https://forum.acronis.com/forum/14708 （英語))で説明しています。 

コンピュータを再起動すると、負荷および再起動回数がリセットされます。システムが再度

過負荷状態になると、Acronis ノンストップ ノンストップバックアップは一時停止しま

す。 

Acronis ノンストップバックアップを実行するときに CPU の負荷が高くなることがあり

ます。どうしてですか？ - これは、Acronis ノンストップバックアップの設計による動作

です。Acronis ノンストップバックアップの一時停止中に、大量の保護対象データが変更さ

れた場合、一時停止から再起動するときに発生することがあります。 

たとえば、システム パーティションを保護するために使用している Acronis ノンストップ

バックアップを手動で一時停止してから新しいアプリケーションをインストールするとしま

す。この場合、Acronis ノンストップバックアップを再起動したとき、しばらく CPU に負

荷がかかります。ただし、処理（afcdpsrv.exe)は正常に戻ります。 

これは、データが継続的に保護されていることを確認するために、Acronis ノンストップバ

ックアップが、バックアップされたデータを一時停止中に変更されたデータと比較してチェ

ックする必要があるためです。変更されたデータが大量にある場合、処理にしばらく時間が

かかり、CPU の負荷が高くなる場合があります。チェックが終了し、変更されたデータが

すべてバックアップされた後、Acronis ノンストップバックアップは正常に戻ります。 



 

 

Acronis ノンストップバックアップ ストレージは、ローカル ハード ディスクの FAT32 

パーティションでも利用できますか？ - はい、FAT32 と NTFS パーティションはストレ

ージに使用できます。 

Acronis ノンストップバックアップ ストレージは、ネットワーク共有や NAS で設定でき

ますか？ - はい、Acronis ノンストップ ノンストップバックアップは、ネットワーク共有、

マップされたドライブ、NAS、およびその他のネットワーク接続デバイスをサポートします。

ただし、制限事項として、これらは SMB プロトコルを使用する必要があります。 
 

3.6 バックアップファイルの命名 

バックアップが作成されたときのバージョンに応じて、名前が異なります。 

Acronis True Image 2020 以降で作成されたバックアップファイルの命名規則 

バックアップファイルの名前は、バックアップの名前と増分カウンタだけからなります。バ

ックアップ方法、バックアップチェーン番号、バックアップバージョン番号、ボリューム番

号などの追加情報はまったく含まれません。 

バックアップ名はたとえば次のようになります。 

1. my_documents.tibx 

2. my_documents_0001.tibx 

3. my_documents_0002.tibx 

4. my_documents_0003.tibx 

完全バックアップと差分バックアップは別々のファイルに保存され、増分バックアップは自

動的に完全バックアップに結合されます。 

次のバックアップでは、引き続き TIB の形式および名前付け規則が使用されます: 

 Acronis Cloud 以外のすべてのバックアップ先へのファイルレベルのバックアップ。

Acronis Cloud へのファイルレベルのバックアップは .tibx 形式で行われます。 

 ノンストップバックアップ 

 認証バックアップ 

 CD/DVD/Blu-ray、FTP、または Acronis Secure Zone を保存先として使用するバッ

クアップ 



 

 

Acronis True Image 2020 より前で作成されたバックアップファイルの命名規則 

バックアップファイル名には次の属性があります。 

 バックアップ名 

 バックアップ方法（full、inc、diff: 完全、増分、差分) 

 バックアップチェーン 『205ページ 』番号（b#形式) 

 バックアップ 『205ページ 』バージョン番号（s# 『205ページ 』形式) 

 ボリューム番号（v#形式) 

たとえば、バックアップを複数のファイルに分割するとこの属性は変更されます。詳細

については、「バックアップの分割 『80ページ 』」を参照してください。 

たとえば、バックアップ名は次のようになります。 

1. my_documents_full_b1_s1_v1.tib 

2. my_documents_full_b2_s1_v1.tib 

3. my_documents_inc_b2_s2_v1.tib 

4. my_documents_inc_b2_s3_v1.tib 

新たにバックアップを作成しているときに、既に同じ名前のファイルが存在する場合、プロ

グラムによって古いファイルは削除されず、新しいファイルに「-number」サフィックスが

追加されて、my_documents_inc_b2_s2_v1-2.tib のようになります。 
 

3.7 Windows との統合 

インストール時にAcronis True Image OEMはWindowsと緊密に統合されます。この統合

により、コンピュータの能力を最大限に引き出すことができます。 

Acronis True Image OEM では、次のコンポーネントが統合されます。 

 Windows の [スタート] メニューに表示される Acronis のアイテム 

 タスクバーの Acronis ボタン 

 ショートカットメニューコマンド 

H_37739
H_37739


 

 

Windows の [スタート] メニュー 

[スタート] メニューに、Acronis コマンド、ツール、およびユーティリティが表示されま

す。これらを使用して True Image 機能にアクセスでき、アプリケーションを起動する必要

はありません。 

タスクバーの Acronis ボタン 

Windows タスクバーの Acronis True Image OEM ボタンにより、Acronis True Image 

OEM の処理の進行状況と結果を表示することができます。 

 

トレイ通知センター 

Acronis True Image OEM が開いているときは、操作のステータスが表示されます。ただ

しバックアップなどの操作には時間がかかる可能性があるので、結果を知るために Acronis 

True Image OEM を開いたままにしておく必要はありません。 

トレイ通知センターには最近の通知が一か所に表示され、Acronis True Image OEM を開

かなくても、必要な時に重要な操作ステータスを確認できます。Acronis トレイ通知センタ

ーに表示される通知は、ユーザー個人へのお勧め、バックアップ操作の結果情報、True 

Image からのその他の重要情報です。トレイ通知センターは最小化され、トレイの 

Acronis True Image OEM の下で非表示になります。 

ショートカットメニューコマンド 

ショートカットメニューコマンドにアクセスするには、File Explorer を開いて選択したア

イテムを右クリックし、True Image をポイントして、コマンドを選択します。 

 新しいファイルレベルのバックアップを作成するには、[新しいファイルのバックアッ

プ] を選択します。 

 新しいディスクレベルのバックアップを作成するには、[新しいディスクのバックアッ

プ] を選択します。 

 ディスクレベルのバックアップ（.tib ファイル)をマウントするには、[マウント] を選択

します。 

 バックアップ（.tib ファイル)をベリファイするには、[ベリファイ] を選択します。 



 

 

File Explorerでのファイルレベルの復元 

ファイルやフォルダをリカバリする手順: 

1. File Explorer で、復元するデータが含まれているバックアップファイル（.tib ファイル)

をダブルクリックします。 

2. ファイルおよびフォルダを、通常のディスクの場合と同様に、コンピュータ上の任意の

場所にコピーまたはドラッグします。  
 

3.8 ウィザード 

利用可能な Acronis True Image ツールおよびユーティリティを使用する際、ほとんどの場

合にはウィザードが表示されるため、指示に従って処理を進めることが可能です。 

たとえば、次のスクリーンショットを確認してください。 

 

ウィザード ウィンドウは、通常、次の領域で構成されています。 

1. 処理を完了するうえで必要なステップのリスト。完了したステップの横には緑のチェッ

クマークが表示されます。緑の矢印は現在処理中のステップを示します。すべてのステ

ップが完了すると、[完了] ステップで概要画面が表示されます。概要を確認し、［実行] 

をクリックして処理を開始します。 

2. 領域 3 で選択するオブジェクトを管理するためのボタンが表示されたツールバー。 



 

 

たとえば、次のようになります。 

  詳細: 選択したバックアップに関する詳細な情報を提供するウィンドウが表示さ

れます。 

  プロパティ: 選択した項目のプロパティウィンドウが表示されます。 

  新しいパーティションの作成: 新しいパーティションの設定を行えるウィンドウ

が表示されます。 

  項目: 表示する表の列とその表示順序を選択できます。 

3. 項目を選択し、設定を変更する主要領域。 

4. 領域 3 で選択する項目についての追加情報が表示される領域。 
 

3.9 バックアップ、リカバリ、およびクローン作成に関

する FAQ 

 150 GBのシステムパーティションがありますが、このパーティションで使用されてい

る領域は 80 GBのみです。Acronis True Image OEMのバックアップには何が含ま

れますか？- デフォルトでは、Acronis True Image OEM はデータが含まれるハードデ

ィスクセクタのみをコピーするので、バックアップは 80 GB のみになります。セクタ単

位モードを選択することもできます。このようなバックアップモードが必要なのは特殊

な場合のみです。詳細については、「イメージ作成モード 『77ページ 』」を参照して

ください。セクタ単位モードのバックアップの作成中には、プログラムによって使用済

みと未使用の両方のハードディスクセクタがコピーされるため、通常バックアップファ

イルは非常に大きくなります。 

 システムディスクのバックアップにドライバ、ドキュメント、画像などが含まれます

か？ - はい、システムディスクのバックアップにはドライバが含まれ、さらにマイドキ

ュメントフォルダのデフォルトのロケーションを変えていない場合、マイドキュメント

フォルダとそのサブフォルダの内容も含まれます。PC に搭載されたハードディスクが 1

台のみの場合、このバックアップに、オペレーティングシステム、アプリケーション、

およびデータのすべてが含まれます。 

 ノートブックに搭載されている古いハードディスクドライブがほとんどいっぱいになり

ました。容量の大きなHDDを新しく購入しました。Windows、プログラム、およびデ

ータを新しいディスクに転送するにはどうすればよいですか？- 古いハードディスクの



 

 

クローンを新しいハードディスク上に作成するか、古いハードディスクをバックアップ

して、そのバックアップを新しいハードディスクにリカバリします。通常は、古いハー

ドディスクのパーティションレイアウトに応じて最適な方法が決まります。 

 古いシステムのハードディスクを SSDに移行したいと思います。Acronis True 

Image OEMを使用してこの操作を実行できますか？- はい、Acronis True Image 

OEM にはその機能があります。詳細については、「HDD から SSD へのシステムの移行 

『146ページ 』」を参照してください。 

 システムを新しいディスクに移行するための最適な方法は何ですか？クローン作成また

はバックアップとリカバリのどちらですか？ - バックアップと復元による方法には柔軟

性があります。クローン作成を使用する場合でも、古いハードディスクのバックアップ

を作成することを強くお勧めします。それによって、クローン作成中に元のハードディ

スクに問題が発生した場合でも、データは安全に守られます。たとえば、ユーザーが間

違ったディスクをターゲットとして選択し、そのためにシステムディスクが消去される

ことがあります。また、複数のバックアップを作成することで冗長性を持たせたりセキ

ュリティを強化したりすることができます。 

 パーティションまたはディスク全体のどちらをバックアップすればよいですか？ - ほと

んどの場合、ディスク全体をバックアップする方が効果的です。ただし、場合によって

はパーティションのバックアップが推奨されることもあります。たとえば、1 つのハー

ドディスクに、システム（ドライブ文字 C)とデータ（ドライブ文字 D)という 2 つのパー

ティションがあるとします。システムパーティションのマイドキュメントフォルダとサ

ブフォルダには仕事用のドキュメントが保存されています。データパーティションには

ビデオ、画像、音楽のファイルが保存されています。これらのファイルは既に圧縮され

ており、Acronis True Image OEM を使用してバックアップしても、バックアップファ

イルのサイズが大幅に減少することはありません。ただし、バックアップストレージに

十分な領域がある場合は、ディスク全体のバックアップを少なくとも 1 つ作成すること

をお勧めします。 

 クローンの作成方法を教えてください。Windows でこれを実行しますか、それとも 

Acronis ブータブルメディアから起動した後に行いますか？Windows でクローン作成

を開始した場合でも、コンピュータは、Acronis ブータブルメディアからの起動時と同

じように Linux 環境で再起動されます。このため、Acronis ブータブルメディアでクロ

ーンを作成する方がより適切です。たとえば、ハードディスクドライブが Windows で

検出されても Linux では検出されないことがあります。この場合、クローン作成処理は



 

 

再起動後に失敗します。ブータブルメディアから起動したときに、クローン作成処理を

開始する前に Acronis True Image OEM でソースディスクとターゲットディスクの両

方が検出されていることを確認できます。 

 デュアルブートコンピュータのクローン作成またはバックアップと復元は可能ですか？ 

はい、両方のオペレーティングシステムが Windows の場合には可能です。同じ物理ハ

ードディスクドライブの異なるパーティションに各システムがインストールされている

場合、通常はクローン作成またはリカバリを問題なく行うことができます。異なる物理

ハードディスクドライブ上にシステムがある場合は、リカバリ後の起動に問題が生じる

ことがあります。 

 Acronis True Image OEMで RAIDはサポートされますか？ - Acronis True Image 

OEM は、一般的なハードウェア RAID アレイをすべてサポートします。ダイナミックデ

ィスクでのソフトウェア RAID 構成もサポートされています。Acronis ブータブルメデ

ィアでは、よく使われるハードウェア RAID コントローラのほとんどがサポートされま

す。標準的な Acronis ブータブルメディアで RAID が 1 つのボリュームとして認識さ

れない場合、メディアに適切なドライバがありません。その場合は WinPE ベースのブ

ータブルメディアを作成してみることができます。このメディアに、必要なドライバが

ある場合があります。  

 



 

 

4 データのバックアップ 

注意:ご使用の True Image エディションでは一部の機能を使用できない場合があります。 

 Acronis True Image OEM は、IT の専門家をも満足させる洗練されたバックアップ機能を

豊富に備えています。それらのバックアップ機能によって、ディスク（パーティション)およ

びファイルをバックアップできます。最適なバックアップ機能を 1 つ選んで使用すること

も、すべてのバックアップ機能を使用することも可能です。以降の各セクションでは、これ

らのバックアップ機能について詳しく説明します。 

セクションの内容 

ディスクとパーティションのバックアップ ........................................................... 57 

ファイルやフォルダのバックアップ ................................................................... 59 

バックアップ オプション ................................................................................ 61 

バックアップの操作 ....................................................................................... 92 
 

4.1 ディスクとパーティションのバックアップ 

ファイルのバックアップとは対照的に、ディスクやパーティションのバックアップには、デ

ィスクやパーティションに保存されているすべてのデータが含まれます。この種類のバック

アップは通常、システムディスク全体のシステムパーティションの正確なコピーを作成する

ために使用されます。このバックアップを行うと、Windows が正しく動作しなかったり起

動しない場合にコンピュータを復元することが可能になります。 

パーティションまたはディスクをバックアップするには: 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. [バックアップの追加] をクリックします。 

4. （オプション)バックアップの名前を変更するには、バックアップ名の横にある矢印をク

リックし、[名前の変更] をクリックして、新しい名前を入力します。 

5. [バックアップ対象] 領域をクリックし、[ディスクとパーティション] を選択します。 



 

 

6. 表示されたウィンドウで、バックアップするディスクやパーティションの横にあるチェ

ックボックスをオンにし、[OK] をクリックします。 

非表示のパーティションを表示するには、[パーティションの完全な一覧] をクリックし

ます。 

ダイナミック ディスクをバックアップするには、パーティション モードのみを使用できます。 

 

7. [バックアップの保存先] 領域をクリックし、バックアップの保存先を選択します。 

 Acronis Cloud: Acronis のマイ アカウントにサインインし、[OK] をクリックし

ます。 

Acronis アカウントをお持ちでない場合は、[アカウントの作成] をクリックして電

子メールアドレスとパスワードを入力し、[アカウントの作成] ボタンをクリックし

ます。 

 外付けドライブ: 外付けドライブがコンピュータに接続されている場合は、リストか

らそのドライブを選択できます。 

 NAS: 検出された NAS デバイスのリストから NAS を選択します。NAS が 1 つしか

ない場合、Acronis True Image OEM はデフォルトでその NAS をバックアップの保

存先として使用するように提案します。 

 参照: フォルダ ツリーから保存先を選択します。 



 

 

システム パーティションのバックアップをダイナミック ディスクに保存することは避けるよう

にしてください。システム パーティションは Linux 環境でリカバリされるからです。Linux と 

Windows では、ダイナミック ディスクの動作が異なります。その結果、リカバリ中に問題が発

生する可能性があります。 

8. （オプションの手順) [オプション] をクリックして、スケジュール 『62ページ 』、ス

キーム 『66ページ 』、パスワードによる保護 『77ページ 』などのバックアップオプ

ションを設定します。詳細については、「バックアップオプション 『61ページ 』」を

参照してください。 

9. （オプションの手順)[コメントを追加] アイコンをクリックして、バックアップバージ

ョンにコメントを入力します。バックアップのコメントは、データをリカバリするとき

など、あとで必要なバージョンを検索するときに役立ちます。 

10. 次のいずれかを実行します。 

 バックアップを直ちに実行するには、[今すぐバックアップ] をクリックします。 

 後でバックアップを実行する、またはスケジュールに基づいてバックアップを実行

するには、[今すぐバックアップ] ボタンの右側にある矢印をクリックし、[後で実

行] をクリックします。 

Acronis Cloud にデータをバックアップするときは、最初のバックアップが完了するまでにかなり時

間がかかることがあります。以降のバックアップ処理は、ファイルに対する変更のみがインターネッ

トを使って転送されるので、大幅に速くなります。 

オンラインバックアップの開始後、Acronis True Image OEM を閉じることができます。バックアッ

ププロセスはバックグラウンドモードで続行されます。バックアップを一時停止した場合、コンピュ

ータの電源をオフにした場合、またはインターネット接続を切断した場合は、[今すぐバックアップ] 

をクリックするか、インターネット接続を復元するとバックアップが再開されます。バックアップを

中断しても、データが 2 回アップロードされることはありません。 

 

4.2 ファイルやフォルダのバックアップ 

ドキュメント、写真、音楽のファイル、ビデオのファイルなどのファイルを保護するために、

ファイルを含むパーティション全体をバックアップする必要はありません。特定のファイル

やフォルダをバックアップできます。 

ファイルやフォルダをバックアップする手順は、次のとおりです。 



 

 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. [バックアップの追加] をクリックします。 

4. （オプション)バックアップの名前を変更するには、バックアップ名の横にある矢印をク

リックし、[名前の変更] をクリックして、新しい名前を入力します。 

5. [バックアップ対象] 領域をクリックし、[ファイルとフォルダ] を選択します。 

6. 表示されたウィンドウで、バックアップするファイルやフォルダの横にあるチェック ボ

ックスをオンにし、[OK] をクリックします。 

 

7. [バックアップの保存先] 領域をクリックし、バックアップの保存先を選択します。 

 Acronis Cloud: Acronis のマイ アカウントにサインインし、[OK] をクリックし

ます。 

Acronis アカウントをお持ちでない場合は、[アカウントの作成] をクリックして電

子メールアドレスとパスワードを入力し、[アカウントの作成] ボタンをクリックし

ます。 

 外付けドライブ: 外付けドライブがコンピュータに接続されている場合は、リストか

らそのドライブを選択できます。 



 

 

 NAS: 検出された NAS デバイスのリストから NAS を選択します。NAS が 1 つしか

ない場合、Acronis True Image OEM はデフォルトでその NAS をバックアップの保

存先として使用するように提案します。 

 参照: フォルダ ツリーから保存先を選択します。 

8. （オプションの手順) [オプション] をクリックして、スケジュール 『62ページ 』、ス

キーム 『66ページ 』、パスワードによる保護 『77ページ 』などのバックアップオプ

ションを設定します。詳細については、「バックアップオプション 『61ページ 』」を

参照してください。 

9. （オプションの手順)[コメントを追加] アイコンをクリックして、バックアップバージ

ョンにコメントを入力します。バックアップのコメントは、データをリカバリするとき

など、あとで必要なバージョンを検索するときに役立ちます。 

10. 次のいずれかを実行します。 

 バックアップを直ちに実行するには、[今すぐバックアップ] をクリックします。 

 後でバックアップを実行する、またはスケジュールに基づいてバックアップを実行

するには、[今すぐバックアップ] ボタンの右側にある下向きの矢印をクリックし、

[後で実行] をクリックします。 

Acronis Cloud にデータをバックアップするときは、最初のバックアップが完了するまでにかなり時

間がかかることがあります。以降のバックアップ処理は、ファイルに対する変更のみがインターネッ

トを使って転送されるので、大幅に速くなります。 

さらに、https://goo.gl/i4J1AN のビデオ解説（英語)をご覧ください。 
 

4.3 バックアップ オプション 

バックアップを作成するときに、追加オプションを変更して、バックアップ処理を微調整す

ることができます。オプションのウィンドウを開くには、バックアップのソースまたはター

ゲットを選択してから [オプション] をクリックします。 

バックアップの種類（ディスクレベル バックアップ、ファイルレベル バックアップ、オン

ライン バックアップ、ノンストップ バックアップ)によりオプションは完全に独立してい

るため、オプションを個別に設定する必要があります。 



 

 

アプリケーションをインストールすると、すべてのオプションは初期値に設定されます。こ

れらのオプションは、現在のバックアップ処理のためだけに変更することも、今後のすべて

のバックアップ向けに変更することも可能です。[デフォルトとして保存する] チェックボ

ックスをオンにすると、変更した設定が今後のバックアップ作業すべてにデフォルトで適用

されます。 

 

製品の初回インストール後に変更したオプションをすべてリセットする場合は、[初期設定

にリセット] ボタンをクリックします。これにより現在のバックアップの設定のみがリセッ

トされることに注意してください。今後のすべてのバックアップでの設定をリセットするに

は、[初期設定にリセット] をクリックし、[設定をデフォルトとして保存する] のチェック

ボックスをオンにしてから、[OK] をクリックします。 

さらに、https://goo.gl/bKZyaG のビデオ解説（英語)をご覧ください。 
 

4.3.1 スケジュール設定 

場所: [オプション] > [スケジュール] 



 

 

[スケジュール] タブを使用すると、バックアップを指定し、スケジュール設定をベリファ

イできます。 

 

バックアップおよびベリファイ実行の間隔を、次のいずれかから選択して設定できます。 

 [ノンストップ] 『45ページ 』: バックアップは 5 分おきに実行されます。 

 [日単位] 『64ページ 』: 処理は 1 日 1 回以上実行されます。 

 [週単位] 『65ページ 』: 処理は 1 週間に 1 回、または 1 週間に複数回、指定した曜

日に実行されます。 

 [月単位] 『65ページ 』: 処理は 1 か月に 1 回、または 1 か月に複数回、指定した日

に実行されます。 

 [イベント発生時] 『65ページ 』: 処理はイベントの発生時に実行されます。 

 [スケジュールを設定しない]: 現在の処理に対してスケジューラがオフになります。こ

の場合、バックアップやベリファイはそれぞれ、メイン ウィンドウで [今すぐバックア

ップ] または [ベリファイ] をクリックした場合にのみ実行されます。 

詳細設定 

[詳細設定] をクリックすると、バックアップおよびベリファイの次の追加設定を指定でき

ます。 



 

 

 スケジュールされた処理の実行を、コンピュータが使用中でない状態（スクリーン セー

バーが表示される、またはコンピュータがロックされている状態)になるまで延期するに

は、[コンピュータのアイドル時にのみバックアップを実行] チェックボックスをオンに

します。ベリファイのスケジュールを設定すると、チェックボックスが [コンピュータ

のアイドル時にのみベリファイを実行する] に変化します。 

 スリープ/休止状態のコンピュータを起動して、スケジュールされた処理を実行するには、

[スリープ/休止状態のコンピュータを起動] チェックボックスをオンにします。 

 バックアップに時間がかかる場合、コンピュータがスリープモードや休止状態モードに

入ると、バックアップが中断されることがあります。この状況が発生しないようにする

には、[コンピュータをスリープ/休止状態にしない] チェックボックスをオンにしま

す。 

 スケジュールした時刻にコンピュータの電源が入っていない場合、処理は実行されませ

ん。実行されなかった処理は、次回のシステム起動時に強制的に実行することができま

す。そのように設定するには、[実行されなかった処理をシステム起動後の指定時間に実

行（分単位)] チェックボックスをオンにします。 

さらに、システムを起動して一定時間後にバックアップを開始するために、時間遅延を

設定できます。たとえば、システム起動の 20 分後にバックアップを開始するには、該

当するボックスに「20」と入力します。 

 USB フラッシュドライブへのバックアップ、または USB フラッシュドライブに存在する

バックアップのベリファイを設定すると、[外部デバイスが接続されている場合] という

もう 1 つのチェックボックスが表示されます。チェックボックスをオンにすると、スケ

ジュールした時刻に USB フラッシュ ドライブが接続されていなかったために実行され

なかった処理を、USB フラッシュ ドライブが接続されたときに実行することができま

す。 
 

4.3.1.1 日単位の実行パラメータ 

日単位の処理の実行では、次のパラメータを設定することができます。 

 開始時刻または実行間隔 

 処理は、1 日に 1 回または 2 回、指定した時刻に開始します。時と分を手動で入力す

るか、上下の矢印ボタンを使用して開始時刻を設定します。 



 

 

 [毎] を選択した場合は、ドロップダウンリストから日単位の処理の実行間隔を選択

します（例: 2 時間ごと)。 

[詳細設定] の説明については、「スケジュール設定 『62ページ 』」を参照してください。 
 

4.3.1.2 週単位の実行パラメータ 

週単位の処理の実行では、次のパラメータを設定することができます。 

 曜日 

処理の名前をクリックして、処理を実行する日を選択します。 

 開始時刻 

処理の開始時刻を設定します。時と分を手動で入力するか、上下の矢印ボタンを使用し

て開始時刻を設定します。 

[詳細設定] の説明については、「スケジュール設定 『62ページ 』」を参照してください。 
 

4.3.1.3 月単位の実行パラメータ 

月単位の処理の実行では、次のパラメータを設定することができます。 

 実行間隔または日付 

 [毎] を選択した場合、ドロップダウン リストから週の番号と曜日を選択します（た

とえば、第 1 月曜日を選択すると、処理は毎月第 1 月曜日に実行されます)。 

 [指定日] を選択した場合、処理の実行日を選択します（たとえば、その月の 10 日、

20 日、および最終日に処理を実行できます)。 

 開始時刻 

処理の開始時刻を設定します。時と分を手動で入力するか、上下の矢印ボタンを使用し

て開始時刻を設定します。 

[詳細設定] の説明については、「スケジュール設定 『62ページ 』」を参照してください。 
 

4.3.1.4 イベント発生時の実行パラメータ 

イベント発生時の処理の実行では、次のパラメータを設定することができます。 

 イベント 



 

 

 [外部デバイスが接続されている場合]: 以前にバックアップの宛先として使用したの

と同じデバイス（USB フラッシュ ドライブまたは外部 HDD)がコンピュータに接続

されるたびに処理が実行されます。Windows は外部デバイスとして認識することに

注意してください。 

 [ユーザー ログオン]: 現在のユーザーがオペレーティング システムにログオンする

たびに処理が実行されます。 

 [ユーザー ログオフ]: 現在のユーザーがオペレーティング システムからログオフす

るたびに処理が実行されます。 

 [システム起動時に遅延(分単位)]: OS が起動するたびに、指定した遅延後に処理が

実行されます。 

 [システム シャットダウンまたは再起動]: コンピュータのシャットダウン時または

再起動時に毎回処理が実行されます。 

 追加条件 

 当日そのイベントが最初に発生したときにのみ処理を実行する場合は、[1 日 1 回

のみ] チェックボックスをオンにします。 

[詳細設定] の説明については、「スケジュール設定 『62ページ 』」を参照してください。 
 

4.3.2 バックアップ スキーム 

場所: [オプション] > [バックアップスキーム] 

バックアップスキームとスケジューラを使用して、バックアップ ストラテジーを設定でき

ます。このスキームを使用することで、バックアップ ストレージ領域の使用を最適化し、

データ ストレージの信頼性を向上させ、使用しなくなったバックアック バージョンを自動

的に削除することができます。 

オンラインバックアップの場合、バックアップスキームはデフォルトで設定されており、変更できま

せん。最初は完全バックアップが作成され、その後は増分バックアップが作成されます。 

バックアップスキームでは、以下のパラメータを定義します。 

 バックアップバージョン作成の際に使用するバックアップ方法 『38ページ 』（完全、

差分、増分) 

 別の方法で作成したバックアップ バージョンのシーケンス 



 

 

 バージョンのクリーンアップ ルール 

 

Acronis True Image OEM で選択可能なバックアップ スキームは次のとおりです。 

 単一バージョン 『68ページ 』: 最小限のバックアップ ストレージを使用する場合にこ

のスキームを選択します。 

 バージョン チェーン 『68ページ 』: 多くの場合に最適なスキームです。 

 増分: 5 つの増分バージョンが作成されるごとに完全バージョンを作成する場合に選択

します。これはデフォルトのスキームです。 

 差分: 最初の完全バックアップの後で差分バックアップのみを作成する場合に選択しま

す。 

 カスタム 『69ページ 』: バックアップ スキームを手動で設定する場合に選択します。 

既存のバックアップのバックアップスキームは簡単に変更できます。バックアップスキーム

を変更してもバックアップチェーンの整合性には影響しないため、以前の任意のバックアッ

プバージョンからデータをリカバリすることができます。 

DVD/BD などの光学メディアにバックアップするときは、バックアップ スキームを変更できません。

この場合、Acronis True Image OEM はデフォルトで完全バックアップのみのカスタム スキームを

使用します。これは、プログラムが光学メディアに保存されたバックアップを統合できないためで

す。 

 



 

 

4.3.2.1 単一バージョン スキーム 

このバックアップスキームは、ディスクバックアップとファイルバックアップで同一です

（スケジューラ設定は除く)。 

このスキームでは完全なバックアップバージョンが作成されます。このバージョンは、指定

したスケジュール時間や手動バックアップの実行時に上書きされます。この処理では、新し

いバージョンが作成された後に古いバージョンが削除されます。 

一番最初のファイルは補助的な用途のために継続的に使用され、これには実際のデータが保存されま

せん。これを削除しないでください。 

ディスクバックアップのバックアップスケジュール設定: 月単位。 

ファイルバックアップのバックアップスケジュール設定: 日単位。 

結果: 単一で最新の完全バックアップ バージョンが作成されます。 

必要なストレージ領域: 最小 
 

4.3.2.2 バージョンチェーンスキーム 

注意:この機能は、ご使用の True Image エディションでは使用できない場合があります。 

このオプションは、ディスクレベルバックアップを Acronis Secure Zone に作成する場合のみ使用可

能です。 

最初に完全バックアップバージョンが作成されます。このバージョンは、手動で削除される

まで保存されます。これ以降、指定のスケジュールに従って（または手動バックアップの実

行時に)、1 つの完全バックアップバージョンと、5 つの差分バックアップバージョンが作

成されます。続いて、同じく 1 つの完全バックアップバージョンと、5 つの差分バックア

ップバージョンが再作成され、これが繰り返されます。作成したバージョンは 6 ヵ月間保

存されます。この期間が経過すると、（最初の完全バージョン以外の)最も古いバックアップ

バージョンを削除してもよいかどうかが分析されます。この結果は、バージョンの最小限の

数（8)およびバージョンチェーンの一貫性によって変わります。同じバックアップ方法で新

しいバージョンが作成されると、最も古いバージョンが 1 つずつ削除されます（たとえば最

も古い差分バージョンは、最新の差分バージョンの作成後に削除されます)。まず最も古い

差分バージョンが削除され、次に最も古い完全バージョンが削除されます。 



 

 

バックアップスケジュール設定: 月単位。 

結果: 直近の 6 ヵ月間のバックアップバージョンが月単位で保持されます（最初の完全バッ

クアップバージョンを含む。このバージョンは、さらに長期間保管可能)。 

必要なストレージ領域: バージョンの数とサイズによって異なります。 
 

4.3.2.3 カスタム スキーム 

Acronis True Image OEM を使用すると、独自のバックアップ スキームを作成できます。

事前定義されたバックアップ スキームに基づいてスキームを作成することもできます。事

前定義されたスキームを選択して自身の要件に合わせて変更し、その変更後のスキームを新

しいものとして保存します。 

既存の事前定義されたバックアップ スキームは、上書きできません。 

まず該当のボックスでバックアップ方法を選択してください。 

 完全 『38ページ 』 

自動クリーンアップのルール 

使用しなくなったバックアップバージョンを自動的に削除するには、以下のクリーンアップ 

ルールのうちの 1 つを設定します。 

 [次の期間が経過したバージョンを削除する [定義した期間]]（完全バックアップの場合

のみ使用可能)- バックアップバージョンの保存期間を限定する場合は、このオプション

を選択します。指定した期間を超過したバージョンは、すべて自動的に削除されます。 

 最大 [[n] つの最新バージョンを保存する]（完全バックアップの場合のみ使用可能) - 

バックアップバージョンの最大数を制限する場合は、このオプションを選択します。バ

ージョン数が指定値を超えると、最も古いバックアップバージョンが自動的に削除され

ます。 

 [バックアップのサイズを次のサイズ以下に保つ [定義したサイズ]]: バックアップの最

大サイズを制限する場合は、このオプションを選択します。新しいバックアップバージ

ョンが作成された後に、バックアップの合計サイズが、指定した値を超えているかどう

かが確認されます。指定した値を超えている場合は、古いバックアップバージョンが削

除されます。 



 

 

最初のバックアップバージョンのオプション 

バックアップの最初のバージョンは多くの場合、最も重要なバージョンの 1 つです。この

バージョンには、初期のデータ状態（最近インストールした Windows のシステム パーテ

ィションなど)や、その他の安定したデータ状態（ウィルス チェック完了後のデータなど)が

保存されるためです。 

[バックアップの最初のバージョンは削除しない]: 初期のデータ状態を維持する場合は、こ

のチェックボックスをオンにします。最初の完全バックアップバージョンが 2 つ作成され

ます。最初のバージョンは自動クリーンアップから除外され、手動で削除するまで保存され

ます。 

このチェックボックスをオンにすると、[[n] つの最新バージョンだけ保存する] チェック

ボックスが、[1+[n] つの最新バージョンだけ保存する] に変わります。 
 

カスタム バックアップ スキームの管理 

既存のバックアップ スキームに何らかの変更を加えた場合、変更したスキームを新しいも

のとして保存できます。その場合、そのバックアップ スキームに新しい名前を指定する必

要があります。 

 既存のカスタム スキームを上書きすることもできます。 

 既存の事前定義されたバックアップ スキームは、上書きできません。 

 スキーム名には、その OS でファイル名に使用できるすべての文字（記号)を使用できま

す。バックアップ スキーム名の最大長は、255 文字です。 

 カスタム バックアップ スキームは、最高 16 個まで作成できます。 

カスタム バックアップ スキームを作成した後は、バックアップを設定するときに他の既存

のバックアップ スキームと同様に使用できます。 

また、カスタム バックアップ スキームを保存しないで使用することもできます。その場合

は、作成したときのバックアップでのみ使用され、他のバックアップには使用できません。 

カスタム バックアップ スキームが必要なくなった場合は、削除できます。バックアップ 

スキームを削除するには、バックアップ スキームのリストで削除するスキームを選択し、

[削除] をクリックして、確認ウィンドウで再度 [スキームを削除] をクリックします。 



 

 

事前定義されたバックアップ スキームは、削除できません。 

 

カスタム スキームの例 

1. PC全体のバックアップ「2つの完全バックアップ」 

ケース:コンピュータ上のすべてのデータを 2 つの完全バックアップを使用して保護し、月

に 1 度バックアップをアップデートするようにします。カスタムバックアップスキームを使

用して実行する方法について説明します。 

1. PC 全体のバックアップの設定を開始します。詳細については、「PC のすべてのデータの

バックアップ 『24ページ 』」を参照してください。 

2. バックアップ対象として [コンピュータ全体] が選択されていることを確認します。 

3. [オプション] をクリックして [スケジュール] タブを開き、[月単位] をクリックして、

日付（たとえば、20 日)を指定します。これで、毎月の指定した日付にバックアップバー

ジョンが作成されるようになります。次に、バックアップ処理の開始時刻を指定しま

す。 

4. [バックアップ スキーム] タブを開き、[増分スキーム] の代わりに [カスタム スキー

ム] を選択します。 

5. [バックアップの方法] ボックスで、ドロップダウンリストから [完全] を選択します。 

6. バージョン数を制限するには、[最大[n]つの最新バージョンを保存する] をクリックし

て、「2」と入力または選択し、[OK] をクリックします。 

この場合、プログラムは新しい完全バックアップを毎月 20 日に作成します。3 つ目のバ

ージョンを作成した後は、最も古いバージョンは自動的に削除されます。 

7. すべての設定が正しいことを確認して、[今すぐバックアップ] をクリックします。初回

バックアップをスケジューラで指定した時刻にのみ実行するようにするには、[今すぐバ

ックアップ] ボタンの右側にある下向き矢印をクリックして、ドロップダウンリストで 

[後で実行] を選択します。 



 

 

2. ファイル バックアップ: 日単位の増分バックアップと週単位の完全バック

アップ 

ケース:毎日作業するファイルやフォルダがあります。毎日の作業をバックアップする必要

があり、データの状態を過去 3 週間の任意の日に復元できるようにすることを計画します。

カスタム バックアップ スキームを使用して、これを実行する方法について説明します。 

1. ファイル バックアップの設定を開始します。詳細については、「ファイルやフォルダの

バックアップ 『59ページ 』」を参照してください。 

2. [オプション] をクリックして [スケジュール] タブを開き、[日単位] をクリックして、

バックアップ処理の開始時刻を指定します。たとえば、毎日の作業を午後 8 時に終了す

る場合、その時刻または少し後（午後 8 時 5 分)を開始時刻に指定します。 

3. [バックアップスキーム] タブを開き、[増分スキーム] の代わりに [カスタムスキーム] 

を選択します。 

4. [バックアップの方法] ボックスで、ドロップダウンリストから [増分] を選択します。 

5. [次のバージョンごとに完全バージョンを作成する: [n] 増分バージョン] をクリックし

て、「6」を入力するか、または選択します。 

この場合、プログラムは最初に初回の完全バックアップバージョンを作成し（バックアッ

プ処理の設定方法にかかわらず、初回バックアップバージョンは完全バックアップにな

ります)、6 つの増分バックアップを日ごとに作成します。その後、1 つの完全バックア

ップと 6 つの増分バックアップを再度作成します。このように新しい完全バージョンは

すべてちょうど 1 週間の期間で作成されます。 

6. バージョンの保存期間を制限するには、[自動クリーンアップをオンにします] をクリッ

クします。 

7. [次の期間が経過したバージョン チェーンを削除する [定義した期間]] をクリックして、

「21」を入力するか、または選択して、[OK] をクリックします。 

8. すべての設定が正しいことを確認して、[今すぐバックアップ] をクリックします。初回

バックアップをスケジューラで指定した時刻にのみ実行するようにするには、[今すぐバ

ックアップ] ボタンの右側にある下向き矢印をクリックして、ドロップダウンリストで 

[後で実行] を選択します。 



 

 

3. ディスク バックアップ: 完全バージョン 2 ヵ月ごとと差分バックアップ

月 2 回 

ケース:システムパーティションを月 2 回バックアップし、新しい完全バックアップバージ

ョンを 2 ヵ月ごとに作成する必要があります。また、バックアップ バージョンの保存に使

用するディスク領域は、100 GB 以下にします。カスタム バックアップ スキームを使用し

て、これを実行する方法について説明します。 

1. ディスク バックアップの設定を開始します。「ディスクとパーティションのバックアッ

プ 『57ページ 』」を参照してください。 

2. システムパーティション（通常は C:)をバックアップ対象して選択します。 

3. [オプション] をクリックして [スケジュール] タブを開き、[月単位] をクリックして、

たとえば、毎月 1 日と 15 日を指定します。これにより、約 2 週間ごとにバックアップバ

ージョンが作成されます。次に、バックアップ処理の開始時刻を指定します。 

4. [バックアップスキーム] タブを開き、[増分スキーム] の代わりに [カスタムスキーム] 

を選択します。 

5. [バックアップの方法] ボックスで、ドロップダウンリストから [差分] を選択します。 

6. [次のバージョンごとに完全バージョンを作成する: [n] 差分バージョン] をクリックし

て、「3」を入力するか、または選択します。 

この場合、プログラムは最初に初回の完全バックアップバージョンを作成し（バックアッ

プ処理の設定方法にかかわらず、初回バックアップバージョンは完全バックアップにな

ります)、3 つの差分バージョンを約 2 週間ごとに作成します。そして再び 1 つの完全バ

ックアップと 3 つの差分バックアップを作成します。このように新しい完全バージョン

は 2 ヵ月ごとに作成されます。 

7. バージョンの保存領域を制限するには、[自動クリーンアップをオンにします] をクリッ

クします。 

8. [バックアップのサイズを次のサイズ以下に保つ [定義したサイズ]] をクリックして、

「100」、「GB」を入力するか、または選択して、[OK] をクリックします。 

バックアップの合計サイズが 100 GB を超えた場合、Acronis True Image OEM は既存のバッ

クアップ バージョンをクリーンアップして、残りのバージョンがサイズ制限を満たすようにしま

す。プログラムは、1 つの完全バックアップバージョンと 3 つの差分バックアップバージョンで

構成される、最も古いバックアップチェーンを削除します。 



 

 

9. すべての設定が正しいことを確認して、[今すぐバックアップ] をクリックします。初回

バックアップをスケジューラで指定した時刻にのみ実行するようにするには、[今すぐバ

ックアップ] ボタンの右側にある下向き矢印をクリックして、ドロップダウンリストで 

[後で実行] を選択します。 
 

4.3.3 バックアップ処理の通知 

バックアップまたはリカバリの処理には 1 時間以上かかる場合があります。Acronis True 

Image OEM では、この処理の終了時に電子メールで通知を受け取ることができます。また、

処理中に発行されたメッセージや、処理完了後の完全な処理ログもプログラムによって送信

されます。 

デフォルトでは、すべての通知は無効になっています。 

空きディスク領域のしきい値 

バックアップストレージの空き領域が指定のしきい値より少なくなったときに、通知を受け

取ることができます。バックアップの開始後、選択したバックアップ保存先の空き領域が指

定値よりも既に少ないことが Acronis True Image OEM によって検出された場合には、プ

ログラムで実際のバックアップ処理は開始されず、空き領域が少ない旨の通知メッセージが

直ちに表示されます。メッセージには次の 3 つの選択肢が示されます。メッセージを無視し

てバックアップを続行する、バックアップを保存する別の場所を参照する、バックアップを

キャンセルする、の中からいずれかを選択します。 

バックアップの実行中に空き領域が指定値より少なくなった場合にも、プログラムにより同

じメッセージが表示されるため、同様の選択を行う必要があります。 

ディスクの空き領域のしきい値を設定するには、次の手順を実行します。 

 [ディスクの空き領域が不十分なときに通知メッセージを表示する] チェックボックスを

オンにします。 

 [サイズ] ボックスでしきい値を入力または選択し、単位を選択します。 

Acronis True Image OEM では、次のストレージデバイスの空き領域をチェックすること

ができます。 

 ローカルハードドライブ 

 USB カードおよびドライブ 



 

 

 ネットワーク共有（SMB) 

[エラー処理] 設定で [処理中にメッセージやダイアログを表示しない（サイレントモード)] チェッ

クボックスがオンになっている場合、メッセージは表示されません。FTPサーバーと CD/DVD ドライ

ブでは、このオプションを有効にすることはできません。 

 
 

4.3.4 バックアップからの項目の除外 

場所: [オプション] > [除外] 

バックアップから不要なファイルを除外する場合は、バックアップ オプションの [除外] 

タブで該当するファイルの種類を指定します。ディスクのバックアップ、ファイルのバック

アップ、またはオンラインバックアップに対して、除外を指定できます。 

バックアップ対象として特定のファイルを選択した場合、除外設定で除外することはできま

せん。除外設定は、バックアップ対象として指定されたパーティション、ディスク、または

フォルダ内に存在するファイルにのみ適用できます。 

デフォルトの除外設定を使用する方法 

アプリケーションをインストールすると、すべての除外設定は初期値に設定されます。これ

らのオプションは、現在のバックアップ処理のためだけに変更することも、今後のすべての

バックアップ向けに変更することも可能です。[デフォルトとして保存する] チェックボッ

クスをオンにすると、変更した設定が今後のバックアップ作業すべてにデフォルトで適用さ

れます。製品のインストール後に変更した設定をすべて初期値にリセットする場合は、[初

期設定にリセット] ボタンをクリックします。 

除外の対象と方法を次に示します。 

バックアップからファイルを除外するときに使用できるオプションは次のとおりです。 

 [デジタル署名されたファイルは認証しない]（認証バックアップの場合にのみ使用できま

す): 認証バックアップの主な目的は、個人ファイルを保護することです。そのため、デ

ジタル認証されたシステムファイル、アプリケーションファイル、その他のファイルを

バックアップする必要はありません。これらのファイルを除外するには、対応するチェ

ックボックスをオンにします。 



 

 

 [隠しファイルを除外]: 隠しファイルと隠しフォルダをファイルレベルのバックアップ

から除外するには、このチェックボックスをオンにします。 

 [システムファイルを除外]: システムファイルとシステムフォルダをファイルレベルの

バックアップから除外するには、このチェックボックスをオンにします。 

指定した条件と一致するファイルを除外することができます。除外する場合、[次の条件に

一致するファイルを除外する] チェックボックスをオンにし、プラス記号をクリックして、

除外条件を入力します。 

システム パーティションのバックアップから隠しファイルやシステム ファイルを除外することはお

勧めできません。 

除外条件を追加する方法は、次のとおりです。 

 バックアップから除外するファイル名を、次のように明示的に入力します。 

 file.ext - 該当するファイルはすべてバックアップから除外されます。 

 C:\file.ext: C: ドライブにある file.ext ファイルが除外されます。 

 次のように、ワイルドカード文字（* および ?)を使用できます。 

 *.ext: 拡張子が .ext のファイルがすべて除外されます。 

 ??name.ext: 拡張子が .ext で、ファイル名が合計 6 文字（最初の 2 文字が任意

の文字（??)で、残りの部分が name)のすべてのファイルが除外されます。 

 ディスクレベルのバックアップからフォルダを除外するには、プラス記号をクリックし、

省略記号ボタン（[...])をクリックしてディレクトリツリーに移動します。除外するフォ

ルダを選択して、[OK] をクリックします。 

間違って追加した条件を削除するには、条件を選択し、マイナス記号をクリックします。 
 

4.3.4.1 オンライン データの除外 

バックアップを開始する前に、バックアップする必要のないデータを除外することでバック

アップ サイズを縮小できます。Acronis True Image OEM では、Dropbox や Microsoft 

OneDrive などのサードパーティ製クラウド サービスにアップロード済みまたは同期済み

のローカル データを除外することができるようになりました。このデータは既に確実に保

護されており、コンピュータへのダウンロードも簡単に実行できます。そのため、これらの



 

 

データを除外してバックアップ サイズを縮小し、バックアップ処理の速度を向上させるこ

とができます。 

バックアップからオンライン データ ソースを除外するには、次の手順を実行します。 

1. バックアップ処理を開始する前に、[バックアップから項目を除外] をクリックします。 

2. 除外する項目の横にあるチェックボックスをオフにして、[OK] をクリックします。 
 

4.3.5 イメージ作成モード 

場所: [オプション] > [詳細] > [イメージ作成モード] 

バックアップ先として Acronis Cloud を使用するバックアップでは、このオプションを使

用できません。 

これらのパラメータを使用して、データが含まれるセクタと、パーティションまたはハード

ディスク全体のコピーを作成できます。たとえば、True Image がサポートしていないオペ

レーティングシステムが含まれているパーティションまたはディスクをバックアップする場

合に便利なことがあります。このモードでは、より多くの処理時間がかかり、通常より大き

いイメージファイルが作成されます。 

 セクタ単位のイメージを作成するには、[セクタ単位でバックアップする] チェックボッ

クスをオンにします。 

 ディスクのすべての未割り当ての領域をバックアップに含めるには、[未割り当て領域を

バックアップする] チェックボックスをオンにします。 

このチェックボックスは、[セクタ単位でバックアップする] チェックボックスがオンの

場合にのみ使用できます。 
 

4.3.6 バックアップの保護 

場所: [バックアップ] ダッシュボード > [オプション] > [詳細] > [バックアップの保護] 

このトピックは、ローカルバックアップとネットワークバックアップを対象としています。クラウド

バックアップの保護の詳細については、「オンラインバックアップ保護 『87ページ 』」を参照して

ください。 

バックアップはデフォルトではパスワード保護されていませんが、パスワードを設定してバ

ックアップファイルを保護することができます。 



 

 

既存のバックアップのバックアップ保護オプションを変更することはできません。 

バックアップを保護する手順は、次のとおりです。  

1. バックアップ用のパスワードを対応するフィールドに入力します。パスワードはできる

限り想像しにくいものにするため、8 文字以上の、アルファベット（大文字と小文字の両

方を使用することが望ましい)と数字を含むものにしてください。 

パスワードを取得することはできません。バックアップの保護に指定したパスワードは記憶して

ください。 

2. 先に入力したパスワードの確認用に、対応するフィールドにパスワードをもう一度入力

します。 

3. （任意の手順)機密データの安全性を高めるため、業界標準の強力な AES（Advanced 

Encryption Standard)暗号化アルゴリズムを使用してバックアップを暗号化することも

できます。AES には、パフォーマンスと保護強度に応じて、キーの長さが 3 種類あり

（128、192、256 ビット)、いずれかを選択できます。 

ほとんどの場合は、暗号キーの長さは 128 ビットで十分です。キーが長いほど、デー

タのセキュリティは向上します。ただし、192 ビットや 256 ビットの長さのキーを使

用すると、バックアップ処理の速度が大幅に低下します。 

AES 暗号を使用する場合は、以下のキーのいずれかを選択します。 

 [AES 128]: 128 ビット暗号キーを使用します。 

 [AES 192]: 192 ビット暗号キーを使用します。 

 [AES 256]: 256 ビット暗号キーを使用します。 

バックアップを暗号化せず、パスワードによる保護のみを行う場合は、[暗号化しない] 

を選択します。 

4. バックアップの設定値を指定したら、[OK] をクリックします。 

パスワードで保護されたバックアップにアクセスするには 

Acronis True Image は、以下を実行する場合など、バックアップを変更するたびにパスワ

ードの入力を要求します。 

 バックアップからのデータの復元 

 設定の編集 



 

 

 マウント 

 移動 

バックアップにアクセスするには、正しいパスワードを指定する必要があります。安全上の

理由から、パスワードが分からない場合にリカバリする方法はありません。 
 

4.3.7 バックアップ処理前後に実行するコマンド 

場所: [オプション] > [詳細] > [処理の前後に実行するコマンド] 

バックアップ先として Acronis Cloud を使用するバックアップでは、このオプションを使

用できません。 

バックアップ処理の前後に自動的に実行するコマンド（またはバッチファイル)を指定するこ

とができます。 

たとえば、バックアップを開始する前に特定の Windows プロセスを開始/停止することや、

バックアップ対象のデータを調べることができます。 

コマンド（バッチファイル)を指定する手順は、次のとおりです。 

 [カスタムコマンドを使用する] チェックボックスをオンにします。 

 バックアップ処理の開始前に実行するコマンドを [処理前に実行するコマンド] フィー

ルドで選択します。新しいコマンドを作成する、または新しいバッチファイルを選択す

るには、[編集] ボタンをクリックします。 

 バックアップ処理の終了後に実行するコマンドを [処理後に実行するコマンド] フィー

ルドで選択します。新しいコマンドを作成する、または新しいバッチファイルを選択す

るには、[編集] ボタンをクリックします。 

ユーザーの入力を必要とする対話型のコマンド（pause など)は実行しないでください。これ

らのコマンドは、サポートされていません。 
 

4.3.7.1 バックアップ用ユーザー コマンドの編集 

バックアップ処理の前または後に実行するユーザー コマンドを指定することができます。 

 コマンドを [コマンド] フィールドに入力するか、一覧から選択します。[...] をクリッ

クすると、バッチ ファイルを選択できます。 



 

 

 [作業ディレクトリ] フィールドに、コマンド実行のためのパスを入力するか、入力済み

のパスの一覧から選択します。 

 コマンド実行引数を [引数] フィールドに入力するか、一覧から選択します。 

[コマンドの実行が完了するまで処理を行わない] パラメータを無効にすると（デフォルトで

は有効)、コマンド実行と並行してバックアップ処理を実行できます。 

[ユーザー コマンドが失敗したら処理を中止する] パラメータを有効にした場合は（デフォ

ルトでは有効)、コマンド実行でエラーが発生すると処理が中止されます。 

入力したコマンドをテストするには、[コマンドのテスト] ボタンをクリックします。 
 

4.3.8 バックアップの分割 

場所: [オプション] > [詳細] > [バックアップの分割] 

Acronis True Image OEM では、既存のバックアップを分割することはできません。バックアップ

の分割は作成時のみ可能です。 

バックアップ先として Acronis Cloud を使用するバックアップでは、このオプションを使

用できません。 

サイズの大きいバックアップを、元のバックアップを構成するいくつかのファイルに分割す

ることができます。また、リムーバブル メディアに書き込めるようにバックアップを分割

することもできます。 

デフォルトの設定は [自動] です。この設定を使用すると、Acronis True Image OEM は

次のように動作します。 

ハードディスクにバックアップする場合: 

 選択したディスクに十分な空き領域があり、予想ファイル サイズがファイル システム

の許容範囲内である場合は、1 つのバックアップ ファイルを作成します。 

 ストレージディスクに十分な空き領域があっても、予想ファイル サイズがファイル シ

ステムの許容範囲を超える場合、プログラムは自動的にイメージを複数のファイルに分

割します。 



 

 

 ハードディスクに、イメージを保存するだけの十分な空き領域がない場合、プログラム

は警告を表示し、問題への対処方法の入力を求めます。空き領域を増やして続行するか、

別のディスクを選択することができます。 

CD-R/RW、DVD-R/RW、DVD+R/RW、および BD-R/RE にバックアップする場合: 

 前のディスクがいっぱいになると、Acronis True Image OEM によって新しいディスク

を挿入するように指示されます。 

また、ドロップダウン リストからファイル サイズを選択することもできます。バックアッ

プは、指定したサイズの複数のファイルに分割されます。後で CD-R/RW、DVD-R/RW、

DVD+R/RW、または BD-R/RE にバックアップを書き込むためにハードディスクにバック

アップを保存する場合には、この機能が役立ちます。 

CD-R/RW、DVD-R/RW、DVD+R/RW、および BD-R/RE に直接イメージを作成すると、ハードデ

ィスクに作成するよりも大幅に時間がかかる場合があります。 

 

4.3.9 バックアップのベリファイ オプション 

注意: ご使用の製品エディションでは一部の機能を使用できない場合があります。 

場所: [オプション] > [詳細] > [ベリファイ] 

次のような設定が可能です。 

 [完了するたびにバックアップをバリデートする] - バックアップの直後にバックアップ 

バージョンの整合性をチェックする場合に選択します。重要なデータやシステムディス

クをバックアップする場合はこのオプションを有効にすることをお勧めします。 

 [最新のバックアップのみをバリデートする] - バックアップの最新のスライスをク

イック ベリファイします。 

 [バックアップ全体をバリデート] 

 [スケジュールに従ったバックアップのベリファイ] - バックアップのベリファイのスケ

ジュールを設定して、バックアップが正常な状態に保たれていることを確認する場合に

選択します。 

 [完了後に最新バージョンのバックアップ] 

 [完了時にバックアップ全体] 

デフォルトの設定は次のとおりです。 



 

 

 間隔: 月 1 回。 

 日付: バックアップが開始された日。 

 時間: バックアップが開始された時間 + 15 分。 

バックアップのコンテキストメニューから、手動でベリファイの開始を設定することもでき

ます。 

これを実行するには、バックアップを右クリックして次から選択します。 

 [すべてのバージョンをバリデート] 

 最新バージョンのベリファイ 

デフォルト設定を変更して、独自のスケジュールを指定することもできます。 
 

4.3.10 バックアップの予備コピー 

場所: [オプション] > [詳細] > [バックアップの予備コピー] 

バックアップ先として Acronis Cloud を使用するバックアップ、および Acronis True 

Image 2020 以降で作成されたローカルバックアップでは、このオプションを使用できま

せん。 

バックアップの予備コピーは、通常のバックアップの直後に作成された、独立した完全バッ

クアップ バージョンです。データの変更分しか含まれない増分バックアップまたは差分バ

ックアップのバージョンを作成する場合でも、予備コピーには、通常のバックアップとして

選択したすべてのデータが含められます。バックアップの予備コピーは、ファイル システ

ム、ネットワーク ドライブ、USB フラッシュ ドライブなどに保存できます。 

予備コピーの作成場所として CD/DVD を使用することはできませんのでご注意ください。 

予備コピーを作成する手順は、次のとおりです。 

1. [バックアップの予備コピーを作成する] チェックボックスをオンにします。 

2. バックアップ コピーの保存先を指定します。 

3. 予備コピーの形式を選択します。これは、Acronis バックアップ（.tib ファイル)として

作成することもできますし、選択した場所にソースファイルをそのまま変更せずにコピ

ーすることもできます。 

4. （オプションの手順)予備コピーをパスワードで保護します。 



 

 

他のバックアップ オプションはすべてソース バックアップから引き継がれます。 
 

4.3.11 リムーバブル メディアの設定 

位置:[オプション] > [詳細設定] > [リムーバブルメディアの設定] 

リムーバブル メディアにバックアップする際には、追加コンポーネントを書き込むことで、

このメディアをブータブルにすることができます。このようにすると、別のブータブル デ

ィスクが不要になります。 

フラッシュ ドライブが NTFS または exFAT でフォーマットされている場合は、Acronis True 

Image OEM ではブータブル メディアは作成できません。ドライブは、FAT16 または FAT32 ファイ

ルシステムにしてください。 

次の設定を使用できます。 

 メディアに Acronis True Image OEMを配置する 

Acronis True Image OEM: USB、PC カード（以前の PCMCIA)、SCSI インターフェ

イス、およびそれらを介して接続されるストレージデバイスがサポートされます。これ

を使用することを強くおすすめします。 

 Acronis システム レポートをメディアに配置する 

Acronis システム レポート: システム レポートが生成されます。このレポートは、プ

ログラムの問題が発生したときに、システムに関する情報を集めるのに利用できます。

レポート生成は、ブータブル メディアから Acronis True Image OEM を起動する前で

も実行可能です。生成されたシステム レポートは、USB フラッシュ ドライブに保存で

きます。 

 リムーバブル メディアにバックアップを作成する際に最初のメディアの挿入を求める 

リムーバブル メディアにバックアップする際に、[最初のメディアを挿入] というメッ

セージを表示するかどうかを選択できます。デフォルトの設定では、メッセージ ボック

スの [OK] がクリックされるまでプログラムの実行が停止するので、ユーザーがその場

にいなければリムーバブル メディアへのバックアップはできません。したがって、リム

ーバブル メディアへのバックアップをスケジュールする場合は、応答を要求するメッセ

ージ表示を無効にする必要があります。こうしておくと、リムーバブル メディアが利用

可能（CD-R/RW が挿入されているなど)であれば、バックアップを無人で実行できま

す。 



 

 

他の Acronis 製品がコンピュータにインストールされている場合は、それらのプログラム

のコンポーネントのブータブル版も同様に利用できます。 

32ビットまたは64ビットのコンポーネント 

ご使用のコンピュータと互換性のあるAcronis True Image OEMおよびAcronisのシステム

レポートはどちらのバージョンであるか、注意深く確認してください。 

 32ビットのコンポーネ

ント 

64ビットのコンポーネ

ント 

BIOSベースの32ビットコンピュータ 
+ - 

BIOSベースの64ビットコンピュータ 
+ + 

EFI ベースの 32 ビットコンピュータ 
+ - 

EFI ベースの 64 ビットコンピュータ 
- + 

 

4.3.12 エラー処理 

Acronis True Image OEM でバックアップの実行中にエラーが発生すると、バックアップ

処理が停止され、メッセージが表示されて、エラーへの対応に関するユーザーからの指示を

待つ状態になります。エラー処理ポリシーを設定し、この設定ルールに従って Acronis 

True Image OEM にエラーを処理させることで、バックアップ処理を停止せずに継続させ

ることができます。 

注意  このトピックは、バックアップ先がローカルまたはネットワークにある場合に適用されます。 

エラー処理ポリシーを設定する手順は、次のとおりです。 

1. [バックアップ] ダッシュボード > [オプション] > [詳細] > [エラー対応] の順に選択

します。 

2. エラー処理ポリシーを設定します。 

 [処理中にメッセージやダイアログを表示しない（サイレントモード)]: この設定を有

効にすると、バックアップ処理中のエラーが無視されます。バックアップ処理を制

御できない場合に便利です。 



 

 

 [不良セクタを無視する]: このオプションは、ディスクとパーティションのバックア

ップの場合のみ使用できます。このオプションを有効にすると、ハードディスク上

に不良セクタがある場合でもバックアップを正常に完了できます。 

たとえば次のような場合など、ハードディスクが故障しつつある場合に、このチェ

ックボックスをオンにすることをおすすめします。 

 ハードディスクドライブの動作中にかなり大きな異音や摩擦音が発生している場

合。 

 S.M.A.R.T.システムによってハードディスクドライブの問題が検出され、可能な

限り早くドライブをバックアップするよう促された場合。 

このチェックボックスをオフのままにした場合、ドライブ上に不良セクタがあると

考えられるためにバックアップが失敗することがあります。 

 [Acronis セキュアゾーンに十分な空き領域がない場合、最も古いバックアップを削

除する] （デフォルトで有効): スケジュールに従った Acronis Secure Zone への無

人バックアップを計画する場合は、このチェックボックスをオンにしておくことを

お勧めします。オフにすると、バックアップ中に Acronis Secure Zone の空き領域

がなくなった場合に Acronis True Imageのバックアップが中断され、ユーザーの操

作が必要になります。このメッセージは、[処理中にメッセージやダイアログを表示

しない（サイレントモード)] 設定が有効な場合にも表示されます。 

 [バックアップが失敗した場合は再試行する]: このオプションを指定すると、何らか

の理由でバックアップが失敗したときにバックアップが自動的に再試行されます。

試行回数および試行間隔を指定できます。バックアップが繰り返しエラーで中断さ

れる場合、バックアップは作成されません。 

注意:  スケジュール設定されたバックアップ処理はすべての試行が完了するまで開始されま

せん。 

3. [OK] をクリックします。 
 

4.3.13 バックアップ用のファイル レベルのセキュリティ設定 

場所: [オプション] > [詳細] > [ファイルレベルのセキュリティ設定] 

このオプションは、ファイルレベルのバックアップでのみ使用可能です。 



 

 

バックアップ先として Acronis Cloud を使用するバックアップでは、このオプションを使

用できません。 

バックアップするファイルのセキュリティ設定を次のように指定できます。 

 [バックアップにファイルのセキュリティ設定を保持する]: このオプションを選択する

と、バックアップ ファイルのすべてのセキュリティ プロパティ（グループまたはユーザ

ーに割り当てられる許可)が、将来のリカバリに備えて保存されます。 

デフォルトでは、ファイルとフォルダは元の Windows セキュリティ設定（ファイルの 

[プロパティ] -> [セキュリティ] で設定される、各ユーザーまたはユーザー グループ

に与えられる書き込み、読み取り、実行などの許可)と共にバックアップに保存されます。

セキュリティで保護されたファイルまたはフォルダをコンピュータ上でリカバリしよう

としているユーザーに、アクセス許可が与えられていない場合は、そのファイルの読み

取りや変更ができなくなる可能性があります。 

このような問題を回避するため、バックアップの際にファイルのセキュリティ設定を保

存するのを無効にすることができます。このようにすれば、リカバリされたファイル/フ

ォルダのアクセス許可は常に、リカバリ先のフォルダ（親フォルダ、ルートにリカバリさ

れる場合は親ディスク)から継承されます。 

または、ファイルのセキュリティ設定をリカバリ時に無効化できます。これは、ファイ

ルのセキュリティ設定がバックアップに保存されている場合でも可能です。結果は同じ

になります。 

 [暗号化されたファイルを暗号化解除された状態でバックアップに格納する]（デフォルト

設定は [無効]): バックアップに暗号化ファイルが含まれており、リカバリ後にそのフ

ァイルをすべてのユーザーからアクセス可能にしたい場合は、このオプションをオンに

します。オフにすると、ファイル/フォルダを暗号化したユーザーのみがそのファイル/

フォルダを読むことができます。暗号化されたファイルを別のコンピュータにリカバリ

する場合にも、暗号化解除が役立つことがあります。 

Windows XP 以降のオペレーティング システムで利用可能な暗号化機能を使用しない

場合は、このオプションは無視してください。ファイル/フォルダの暗号化を設定するに

は、[プロパティ] -> [全般] -> [詳細設定] -> [内容を暗号化してデータをセキュリテ

ィで保護する] の順に選択します。 

 
 



 

 

4.3.14 コンピュータのシャットダウン 

位置:[オプション] > [詳細設定] > [コンピュータのシャットダウン] 

以下のオプションを設定できます。 

 [コンピュータのシャットダウン時に現在のすべての操作を停止する] 

長時間かかる操作（クラウドへのディスクバックアップなど)を Acronis True Image 

OEM が実行しているときにコンピュータをオフにした場合、この操作のためにコンピュ

ータをシャットダウンできません。このチェックボックスをオンにすると、現在の

Acronis True Image OEM のすべての操作が自動的に停止し、その後でシャットダウン

します。これには約 2 分かかることがあります。Acronis True Image OEM を次回実行

するときに、停止したバックアップが再開されます。 

 バックアップの完了後に、コンピュータをシャットダウンする 

設定するバックアップ処理に時間がかかることがわかっている場合は、[バックアップの

完了後にコンピュータをシャットダウンする] チェック ボックスをオンにすることをお

勧めします。これにより、処理が完了するまで待つ必要がなくなります。プログラムは

バックアップを実行し、自動的にコンピュータの電源を切ります。 

このオプションは、バックアップのスケジュールを設定する場合にも便利です。たとえ

ば、すべての作業を保存するには、平日の夕方に毎日バックアップを実行できます。バ

ックアップのスケジュールを設定して、チェック ボックスをオンにします。この設定の

場合、仕事が完了したら、そのままコンピュータから離れることができます。なぜなら、

重要なデータがバックアップされ、コンピュータの電源が切られることがわかっている

からです。 
 

4.3.15 オンラインバックアップ 

場所:[オプション] > [詳細] > [バックアップ保護] 

Acronis Cloud のデータを不正アクセスから保護するために、暗号化を使用することができ

ます。この場合、データをバックアップすると、AES-256 アルゴリズムを使用してデータ

が暗号化され、Acronis Cloud に保存されます。データの暗号化と暗号化解除を行うために

は、パスワードが必要です。パスワードは、オンラインバックアップを設定するときに指定



 

 

します。任意の文字の組み合わせを指定できます。パスワードには、半角英数字のみをご使

用ください。なお、大文字/小文字は区別されます。 

 警告:オンラインバックアップのパスワードを取得することはできません。バックアップ

保護用に指定したパスワードは控えておいてください。 

暗号化されたデータにアクセスすると、パスワードの入力を求められます。 

既存のオンラインバックアップのパスワードを設定または変更することはできません。 

 

4.3.16 バックアップ処理のパフォーマンス 

ロケーション: [オプション] > [詳細] > [パフォーマンス] 

圧縮レベル 

バックアップの圧縮レベルを次の中から選択することができます。 

 [なし]: データが圧縮されずにコピーされるため、バックアップファイルのサイズは非

常に大きくなります。 

 [通常]: 推奨されるデータ圧縮レベルです（デフォルトの設定)。 

 [高]: バックアップファイルが高い圧縮レベルで圧縮されるため、バックアップの作成

時間が長くなります。 

 [最大]: バックアップは最高圧縮レベルで圧縮されるため、バックアップの作成時間が

最も長くなります。 

最適なデータ圧縮レベルは、バックアップに保存されるファイルの種類によって異なります。たとえ

ば、.jpg、.pdf、.mp3 など、既に圧縮されたファイルを含むバックアップでは、最高圧縮レベルで

圧縮してもバックアップサイズが大幅に縮小されることはありません。 

既存のバックアップの圧縮レベルを設定または変更することはできません。 

処理の優先順位 

バックアップ処理や復元処理の優先度を変更すると、（優先度の上げ下げによって)バックア

ップの処理速度を速くしたり遅くしたりできますが、実行中の他のプログラムのパフォーマ

ンスに悪影響を及ぼす可能性もあります。システムで実行中の処理の優先度に応じて、処理

に割り当てられる CPU やシステムリソースの使用量が決定されます。処理の優先度を下げ

ると、他の CPU タスクで使用されるリソースを増やすことができます。バックアップや復



 

 

元の優先度を上げると、実行中の他の処理からリソースを取得することができ、処理の速度

が向上します。優先度変更の効果は、全体的な CPU の使用状況およびその他の要因に応じ

て異なります。 

処理の優先度は、次のいずれかに設定することができます。 

 [低]（デフォルトで有効): バックアップ処理や復元処理の速度は低下しますが、他のプ

ログラムのパフォーマンスは向上します。 

 [通常]: バックアップ処理や復元処理に他の処理と同じ優先度が割り当てられます。 

 [高]: バックアップ処理や復元処理の速度は向上しますが、他のプログラムのパフォー

マンスは低下します。このオプションを選択すると、Acronis True Image OEM による

CPU 使用率が 100%になる場合があるため注意してください。 

ネットワーク接続の転送速度 

Acronis Cloud にデータをバックアップする場合、Acronis True Image OEM の接続速度

を変更できます。速度の低下を気にすることなくインターネットやネットワークリソースを

使用できる接続速度を設定します。 

接続速度を設定する場合は、次のいずれかのオプションを選択します。 

 最大 

データ転送速度は、システム構成の最大値になります。 

 制限 

データのアップロード速度の最大値を指定できます。 

バックアップのスナップショット 

このオプションは、詳しい知識のあるユーザー向けです。どのオプションを選択すれば良いかわから

ない場合は、デフォルト設定を変更しないでください。 

ディスクまたはパーティションのバックアップ処理には時間がかかることがあるため、この

処理の実行中に、一部のバックアップファイルが使用中であったり、ロックされていたり、

または変更中であることがあります。たとえば、ドキュメントを編集し、頻繁に保存するこ

とがあります。Acronis True Image OEM がファイルを 1 つずつバックアップした場合、

開いているファイルはバックアップの開始以降に変更され、異なる時点でバックアップに保

存されている可能性があります。したがって、バックアップのデータの整合性が失われる可



 

 

能性があります。これを回避するため、Acronis True Image OEM によりいわゆるスナッ

プショットが作成されます。スナップショットは、バックアップ対象データを特定の時点の

状態に修正します。この処理はバックアップ開始前に実行されるため、データの整合性が保

証されます。 

一覧からバックアップスナップショットのタイプを選択してください。 

 No snapshot 

スナップショットは作成されません。通常のコピー操作としてファイルが 1 つずつバッ

クアップされます。 

 VSS 

警告:システムのバックアップでは、このオプションのみが推奨されます。異なるスナップショッ

トタイプを使用して作成されたバックアップから復元すると、コンピュータが起動しなくなる可

能性があります。 

このオプションはディスクレベルおよび PC 全体のバックアップのデフォルトであり、

バックアップのデータの整合性が保証されます。 

 Acronis snapshot 

古いバージョンの Acronis True Image で使用されていた Acronis ドライバを使用し

てスナップショットが作成されます。 

 VSS without writers 

このオプションは、ファイルレベルのバックアップのデフォルトです。 

VSS ライタは、スナップショットが作成されることをアプリケーションに通知する特殊

な VSS コンポーネントです。これにより、アプリケーションはデータをスナップショ

ットに向けて準備できます。このライタは、大量のファイル操作を実行しデータの整合

性を必要とするアプリケーション（データベースなど)に必要です。このようなアプリケ

ーションはホームコンピュータにはインストールされないため、ライタを使用する必要

はありません。また、このオプションはファイルレベルのバックアップにかかる時間を

削減します。 
 

4.3.17 バックアップ用データセンターの選択 

位置:[オプション] > [詳細設定] > [データセンター] 



 

 

このオプションはオンライン バックアップでのみ使用できます。 

Acronis Cloud にバックアップを作成すると、各国の Acronis データ センターの 1 つに

データがアップロードされます。はじめに、データセンターは、Acronis アカウントの作成

時の場所に最も近い場所が指定されます。それ以降は、デフォルトの場合、オンライン バ

ックアップや同期済みファイルは同じデータ センターに保存されます。 

他の国に居住している場合、またはデフォルトのデータ センターが現在地から最も近い場

所ではない場合、バックアップ用のデータ センターを手動で設定することをお勧めします。

データのアップロード速度を大幅に高めることができます。 

注意:既存のバックアップに関するデータセンターは変更できません。 

データセンターを選択するには、次の手順を実行します。 

1. [オンライン バックアップのオプション] の画面で、[詳細] をクリックしてから、[デ

ータ センター] をクリックします。 

2. 現在地から最も近い国を選択します。 
 

4.3.18 ラップトップ電源の設定 

場所: [設定] > [バッテリ電源の節約] 

この設定は、バッテリを搭載したコンピュータ（ラップトップ、UPS に接続されたコンピュータ)での

み使用できます。 

 バックアップを長時間実行すると、バッテリの電源が非常に速く消耗する可能性がありま

す。ラップトップで作業するときに電源が周りにない場合や、コンピュータが停電後に UPS

に切り替えられている場合は、バッテリ電源を節約することをお勧めします。 

バッテリの充電を節約する手順は、次のとおりです。 

 サイドバーの [設定] > [バッテリ電源の節約] をクリックし、[バッテリ電力がこれを

下回る場合はバックアップしない] チェックボックスをオンにして、電力の節約を開始

するバッテリレベルをスライダで正確に設定します。 

この設定をオンにすると、ラップトップ電源アダプタを取り外すか、停電時にコンピュータ

で UPS を使用した場合、バッテリの残り電力がスライダレベル以下になったら、現在のす

べてのバックアップが一時停止されて、スケジュール済みバックアップは開始しません。電



 

 

源アダプタを再び取り付けるか電源が復旧すると、一時停止されていたバックアップが再開

されます。この設定のために実行されていなかったスケジュール済みバックアップも開始さ

れます。 

この設定は、バックアップ機能を完全にはブロックしません。いつでもバックアップを手動

で開始できます。 

ローカルモバイルバックアップは、この設定の影響を受けません。モバイルデータは、通常

どおりコンピュータ上のローカルストレージにバックアップされます。 
 

4.4 バックアップの操作 

4.4.1 バックアップ処理メニュー 

バックアップ処理メニューからは、選択したバックアップに関して実行できるその他の操作

に簡単にアクセスできます。 

バックアップ処理メニューには次の項目が含まれる場合があります。 

 [名前の変更] - リスト内のバックアップに新しい名前を設定できます。バックアップフ

ァイルの名前は変更されません。 

 [最新バージョンをバリデート] - バックアップの最新スライスのクイックベリファイを

開始します。 

 [すべてのバージョンをバリデート] - バックアップのすべてのスライスのベリファイを

開始します。 

 [古いバージョンのクリーンアップ] - 不要になったバックアップ バージョンを削除で

きます。 

 [設定のクローン作成] - 初期のバックアップ設定を持つ、（1)[最初のバックアップの名

前] という名前の新しい空のバックアップボックスを作成します。設定を変更して保存

し、クローンのバックアップボックスで [今すぐバックアップ] をクリックします。 

 [移動] - すべてのバックアップファイルを他の保存先に移動するにはこれをクリックし

ます。後続のバックアップ バージョンは新しい場所に保存されます。 



 

 

バックアップ設定を編集してバックアップの保存先を変更した場合は、新しいバックア

ップ バージョンのみが新しい場所に保存されます。以前のバックアップ バージョンは、

元の場所に残ります。 

 [削除] - バックアップの種類に応じて、そのロケーションからバックアップを完全に消

去したり、バックアップを完全に消去またはバックアップ ボックスのみを削除するかど

うかを選択することができます。バックアップ ボックスを削除する場合、バックアップ 

ファイルはそのロケーションに残り、後でバックアップをリストに追加することができ

ます。バックアップを完全に削除した場合、削除を元に戻すことはできません。 

 [場所を開く] - バックアップファイルが格納されているフォルダを開きます。 

 [ファイルの検索] - 検索フィールドにファイルやフォルダの名前を入力して、バックア

ップに含まれる特定のファイルまたはフォルダを検索できます。 

 [VHDに変換]（ディスクレベルのバックアップの場合)- 選択した Acronis バックアップ

バージョン（.tib ファイル)を仮想ハードディスク（.vhd(x)ファイル)に変換できます。

最初のバックアップバージョンは変更されません。 
 

4.4.2 バックアップアクティビティと統計 

バックアップ履歴やバックアップに含まれているファイルの種類などのバックアップに関す

る追加情報を、[アクティビティ] タブと [バックアップ] タブに表示することができます。

[アクティビティ] タブには、選択したバックアップに対して実行された操作（その作成から)

のリスト、操作状況、統計が含まれています。これは、バックアップモードでバックアップ

に何が生じていたかを突き止める必要があるときに便利です。たとえば、スケジュールされ

たバックアップ操作の数や状況、バックアップデータのサイズ、バックアップ検証の結果な

どです。 

バックアップの最初のバージョンを作成するときに、[バックアップ] タブに、バックアッ

プコンテンツがファイルの種類ごとに図表形式で表示されます。 

[アクティビティ] タブ 

ノンストップバックアップとモバイルバックアップには、アクティビティのフィードがありません。 

バックアップアクティビティを表示する手順は、次のとおりです。 

1. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 



 

 

2. バックアップリストで、履歴を表示するバックアップを選択します。 

3. 右側のペインで [アクティビティ] をクリックします。 

 

表示対象と分析対象: 

 バックアップ操作とその状況（正常、失敗、キャンセル、中断など) 

 バックアップに対して実行された操作とその状況 

 エラーメッセージ 

 バックアップのコメント 

 バックアップ操作の詳細。これには、次のものが含まれます。 

 [バックアップ済み]: 最新のバックアップバージョンのデータのサイズ。 

ファイルレベルのバックアップの場合、Acronis True Image OEM によってバック

アップするファイルのサイズが計算されます。このパラメータの値は、完全バック

アップバージョンの [復元するデータ] の値と同等です。差分バックアップと増分バ

ックアップでは通常、[復元するデータ] よりも小さくなります。これは、Acronis 

True Image OEM ではリカバリに以前のバージョンのデータが追加で使用されるた

めです。 

ディスクレベルのバックアップの場合、Acronis True Image OEM によってバック

アップするデータが含まれているハードドライブセクタのサイズが計算されます。

セクタにはファイルへのハードリンクが含まれている可能性があるため、ディスク

レベルの完全バックアップバージョンでも、このパラメータの値は、[復元するデー

タ] パラメータの値よりも小さくなる可能性があります。 

 [速度]: バックアップ操作の速度。 

 [経過時間]: バックアップ操作にかかった時間。 

 [復元するデータ]: 最新のバックアップバージョンからリカバリできるデータのサイ

ズ。 

 [方式]: バックアップ操作の方法（完全、増分、または差分)。 



 

 

詳細については、次のナレッジベースの記事を参照してください。

https://kb.acronis.com/content/60104。 

[バックアップ] タブ 

バックアップを作成するときに、最新のバックアップバージョンに含まれている各種のバッ

クアップファイルの統計を表示することができます。 

 

カラーセグメントをポイントして、ファイルの数と各データカテゴリの合計サイズを表示し

ます。 

 ピクチャ 

 ビデオファイル 

 オーディオファイル 

 ドキュメント 

 システムファイル 

 隠しシステムファイルを含む、他のファイルタイプ 

データサイズに関する情報: 

 [復元するデータ]: バックアップ対象として選択した元のデータのサイズ。 
 

4.4.3 リスト内でのバックアップの並べ替え 

デフォルトでは、バックアップは作成日の新しい順に並べ替えられます。順序を変更するに

は、バックアップリストの上部にある並べ替えの種類から適切なものを選択します。次の選

択肢があります。 

コマンド 説明 



 

 

  名前 このコマンドは、すべてのバックアップをアルファ

ベット順に並べ替えます。 

順序を逆にするには、[Z→A] を選択します。 

  作成日 このコマンドは、すべてのバックアップを新しい順

に並べ替えます。 

順序を逆にするには、[古い順] を選択します。 

並べ替え

基準 

アップデート日 このコマンドは、すべてのバックアップを最新の日

付順に並べ替えます。バックアップバージョンが新

しいほど、リストの上位に配置されます。 

順序を逆にするには、[参照頻度の低い順] を選択し

ます。 

  サイズ このコマンドは、すべてのバックアップをサイズの

大きい順に並べ替えます。 

順序を逆にするには、[小さい順] を選択します。 

  対象の種類 このコマンドは、すべてのバックアップを対象の種

類ごとに並べ替えます。順序は次のとおりです。PC

全体のバックアップ、ディスクバックアップ、ファ

イルバックアップ、ノンストップバックアップ。 

  保存先の種類 このコマンドは、すべてのバックアップを保存先の

種類ごとに並べ替えます。順序は次のとおりです。

内部ディスクドライブ、外付けディスクドライブ、

NAS デバイス、ネットワーク共有、Acronis 

Cloud。 
 

4.4.4 バックアップのベリファイ 

ベリファイ処理でバックアップからデータを復元できるかどうかが確認されます。 

Windows でバックアップ全体を検証するには、次の手順を実行します。 



 

 

1. Acronis True Image OEM を起動し、サイドバーの [バックアップ] をクリックしま

す。 

2. バックアップリストから、必要なバックアップを右クリックし、[全てのバージョンをバ

リデート] または [最新バージョンをバリデート] を選択します。 

スタンドアロンバージョンのAcronis True Imageでのバックアップのベリファ

イ（ブータブルメディア) 

スタンドアロンバージョンの Acronis True Image (ブータブルメディア) での、特定の

バックアップのバージョンまたはバックアップ全体を検証するには、次の手順を実行しま

す。 

1. [復元]タブで、ベリファイするバージョンを含むバックアップを見つけます。バックア

ップがリストに表示されていない場合、[バックアップの参照] をクリックし、バックア

ップのパスを指定します。Acronis True Image によってこのバックアップがリストに

追加されます。 

2. バックアップまたは特定のバージョンを右クリックし、[ベリファイ] をクリックします。

ベリファイウィザードが開きます。 

3. [実行] をクリックします。 
 

4.4.5 さまざまな場所へのバックアップ 

Acronis True Image OEM では、バックアップの保存先を選択することができます。完全

バックアップバージョンをそれぞれ別の場所（ネットワーク共有、CD/DVD、USB スティッ

ク、あるいはローカルの内蔵または外付けのハードディスクドライブなど)に保存すること

もできます。 

選択したバックアップの設定を編集するときにバックアップの保存先を変更して、バックア

ップバージョンをそれぞれ別の場所に保存することができます。たとえば、最初の完全バッ

クアップを外付けの USB ハードドライブに保存した後に、バックアップの設定を編集して、

バックアップの保存先を USB スティックに変更することができます。 

この機能の便利な点として、バックアップを「その場で」分割できることが挙げられます。

たとえば、ハードディスクへのバックアップ実行中に、Acronis True Image OEM でバッ



 

 

クアップ先のディスクの空き領域不足が検出され、バックアップを完了できないとします。

ディスクがいっぱいであることを警告するメッセージが表示されます。 

バックアップを完了させるには、そのディスクの領域の一部を解放してから [再試行] をク

リックするか、別の記憶装置を選択します。後者の場合は、確認ウィンドウの [参照...] を

クリックします。[保存先を参照する] ウィンドウが表示されます。 

左ペインには、このコンピュータから利用可能なストレージの場所が表示されます。適切な

場所を選択した後に、残りのバックアップ対象データを保存するファイルの名前を指定しま

す。名前は手動で入力することも（たとえば「tail_end.tib」など)、行の右にあるボタンを

クリックして自動的に生成することもできます。その後 [OK] をクリックすると、Acronis 

True Image OEM によるバックアップが最後まで実行されます。 

同一のバックアップ「チェーン」に属するバックアップが異なる場所に分散保存されている

場合、データ復元時に、Acronis True Image OEM で以前のバックアップの場所を求めら

れる場合があります。この画面は、選択されたバックアップバージョンの中にリカバリ対象

のファイルが含まれていない（または一部しか含まれていない)場合にのみ表示されます。ま

た、この画面は、分割されたバックアップを即座に復元する場合にも表示されます。  
 

4.4.6 既存のバックアップをリストに追加する 

Acronis True Image バックアップを過去の製品バージョンで作成したり、他のコンピュー

タからコピーした場合、Acronis True Image OEM を起動するたびに、このようなバック

アップに対してコンピュータがスキャンされたり、自動的にバックアップ リストに追加さ

れたりします。 

リストに表示されないバックアップについては、手動で追加することができます。 

バックアップを手動で追加するには: 

1. [バックアップ] セクションで、バックアップリストの下部にある矢印アイコンをクリッ

クし、[既存のバックアップを追加] をクリックします。ウィンドウが開き、コンピュー

タ上に存在するバックアップを参照できます。 

2. バックアップ バージョン（.tib ファイル)を選択し、[追加] をクリックします。 

バックアップ全体がリストに追加されます。 
 



 

 

4.4.7 バックアップ、バックアップバージョン、レプリカをクリ

ーンアップする 

不要になったバックアップとバックアップバージョンを削除するには、Acronis True 

Image OEM が提供するツールを使用します。 

Acronis True Image OEM は、バックアップに関する情報をメタデータ情報データベース

に保存します。そのため、不要なバックアップファイルを File Explorer で削除しても、バ

ックアップに関する情報はデータベースから削除されません。その結果、既に存在していな

いバックアップに対してもプログラムが処理を実行しようとして、エラーが発生します。 

バックアップ全体とそのレプリカを削除する 

[バックアップ] セクションで、削除対象バックアップの横にある下矢印アイコンをクリッ

クし、[削除] をクリックします。 

バックアップの種類に応じて、バックアップをそのロケーションから完全に削除したり、バ

ックアップを完全に削除するかバックアップボックスのみを削除するかを選択したりするこ

とができます。バックアップボックスのみを削除する場合、バックアップファイルはそのロ

ケーションに残り、後でバックアップをリストに追加することができます。バックアップを

完全に削除した場合、削除を元に戻すことはできません。 

バックアップを削除すると、そのレプリカも自動的に一緒に削除されます。ローカルバック

アップを削除してそのレプリカを引き続き保持することはできません。ただし、レプリカだ

けを削除してローカルバックアップを保持することは可能です。 

バックアップレプリカ全体を削除する 

元のバックアップと一緒にレプリカを削除することも、レプリカを別個に削除することもで

きます。バックアップと一緒に削除するには、上記の方法に従ってバックアップを削除して

ください。 

バックアップを削除せずにレプリカを削除するには、[バックアップ] セクションで、削除

するレプリカを含むバックアップの横にある下矢印アイコンをクリックしてから、[レプリ

カの削除] をクリックします。 



 

 

バックアップバージョンの自動クリーンアップ 

バックアップの自動クリーンアップルールを設定する手順は、次のとおりです。 

1. [バックアップ] セクションに移動します。 

2. バックアップの一覧から、レプリカバージョンのクリーンアップの対象となるバックア

ップを選択して、[オプション] をクリックします。 

3. [バックアップスキーム] タブで [カスタムスキーム] を選択します。バックアップの種

類を選択して [自動クリーンアップをオンにする] をクリックします。 

4. バックアップのクリーンアップルールを設定します。 

詳細については、「カスタムスキーム 『69ページ 』」を参照してください。 

クリーンアップ後、いくつかの補助的なファイルがストレージに残る場合があります。これらを削除

しないでください。 

レプリカバージョンの自動クリーンアップ 

バックアップレプリカの自動クリーンアップルールを設定するには、次のようにします。 

1. [バックアップ] セクションに移動します。 

2. バックアップの一覧から、レプリカバージョンのクリーンアップの対象となるバックア

ップを選択して、[オプション] をクリックします。 

3. ［詳細] タブで、[Acronis Cloud のクリーンアップ] タブを開きます。 

 [最大保存バックアップバージョン数] オプションを使用して、保存するレプリカバ

ージョンの最大数を制限する値を入力します。 

 [この期間が経過したバックアップバージョンを削除する] チェックボックスをオン

にしてから、古いバージョンを保持する期間の上限を入力します。新しいバージョ

ンから順番に保持され、その他のすべてのバージョンは自動的に削除されます。 

バックアップバージョンおよびレプリカバージョンの手動でのクリーンアッ

プ 

不要になったバックアップバージョンを削除する場合は、アプリケーションに用意されてい

るツールを使用してください。たとえば、エクスプローラーを使用して Acronis True 

Image OEM の外部でバックアップバージョンファイルを削除すると、バックアップに対す

る操作でエラーが発生します。 



 

 

次のバックアップのバージョンは手動では削除できません。 

 CD、DVD、BD、または Acronis Secure Zone に保存されたバックアップ。 

 ノンストップバックアップ。 

 認証バックアップ。 

特定のバックアップバージョンをクリーンアップする手順は、次のとおりです。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. [バックアップ] セクションで、クリーンアップするバックアップの横にある下矢印アイ

コンをクリックし、[Clean up versions] をクリックします。 

これにより、[Clean up backup versions] ウィンドウが開きます。 

3. 必要なバージョンを選択し、[削除] をクリックします。 

4. 確認要求で [削除] をクリックします。 

クリーンアップ処理が終わるまで待ちます。クリーンアップ後、いくつかの補助的なファイ

ルがストレージに残る場合があります。それらを削除しないでください。 

依存するバージョンがあるバージョンのクリーンアップ 

削除するバックアップバージョンを選択するときには、削除するバージョンに依存するバー

ジョンが存在する可能性があることに注意してください。この場合、削除するバージョンか

らのデータの復元は不可能になるため、依存するバージョンも削除するものとして選択され

ます。 

 完全バックアップを選択した場合: 次の完全バージョンまでの、依存するすべての差分

バージョンと増分バージョンも選択されます。つまり、バックアップバージョンチェー

ン全体が削除されます。 

 差分バックアップを選択した場合: バックアップバージョンチェーン内の依存するすべ

ての増分バージョンも選択されます。 

 増分バックアップを選択した場合: バックアップバージョンチェーン内の依存するすべ

ての増分バージョンも選択されます。 

参照 

完全バックアップ、増分バックアップ、差分バックアップ 『38ページ 』 
 



 

 

4.4.7.1 バックアップバージョンおよびレプリカバージョンの手動での

クリーンアップ 

不要になったバックアップバージョンを削除する場合は、アプリケーションに用意されてい

るツールを使用してください。たとえば、エクスプローラーを使用して Acronis True 

Image OEM の外部でバックアップバージョンファイルを削除すると、バックアップに対す

る操作でエラーが発生します。 

次のバックアップのバージョンは手動では削除できません。 

 CD、DVD、BD、または Acronis Secure Zone に保存されたバックアップ。 

 ノンストップバックアップ。 

 認証バックアップ。 

特定のバックアップバージョンをクリーンアップする手順は、次のとおりです。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. [バックアップ] セクションで、クリーンアップするバックアップの横にある下矢印アイ

コンをクリックし、[Clean up versions] をクリックします。 

これにより、[Clean up backup versions] ウィンドウが開きます。 

3. 必要なバージョンを選択し、[削除] をクリックします。 

4. 確認要求で [削除] をクリックします。 

クリーンアップ処理が終わるまで待ちます。クリーンアップ後、いくつかの補助的なファイ

ルがストレージに残る場合があります。それらを削除しないでください。 

依存するバージョンがあるバージョンのクリーンアップ 

削除するバックアップバージョンを選択するときには、削除するバージョンに依存するバー

ジョンが存在する可能性があることに注意してください。この場合、削除するバージョンか

らのデータの復元は不可能になるため、依存するバージョンも削除するものとして選択され

ます。 

 完全バックアップを選択した場合: 次の完全バージョンまでの、依存するすべての差分

バージョンと増分バージョンも選択されます。つまり、バックアップバージョンチェー

ン全体が削除されます。 



 

 

 差分バックアップを選択した場合: バックアップバージョンチェーン内の依存するすべ

ての増分バージョンも選択されます。 

 増分バックアップを選択した場合: バックアップバージョンチェーン内の依存するすべ

ての増分バージョンも選択されます。 

参照 

完全バックアップ、増分バックアップ、差分バックアップ 『38ページ 』。 

 



 

 

5 データの復元 

セクションの内容 

ディスクとパーティションのリカバリ ............................................................... 104 

ファイルとフォルダのリカバリ ........................................................................ 125 

バックアップの内容の検索 .............................................................................. 126 

リカバリ オプション ..................................................................................... 127 
 

5.1 ディスクとパーティションのリカバリ 

5.1.1 クラッシュ後のシステムの復元 

コンピュータが起動に失敗した場合、「クラッシュの原因を特定する 『104ページ 』」で

説明されているヒントを参考にして、まず原因を特定することをおすすめします。クラッシ

ュがオペレーティング システムの破損によって発生した場合は、バックアップを使用して

システムを復元します。「復元の準備 『105ページ 』」を参照して準備を完了し、「シス

テムの復元」の手順に進みます。 
 

5.1.1.1 異常停止の原因を特定する 

システムが異常停止する原因には、2 つの基本的な要因があります。 

 ハードウェア障害 

この場合は、ハードウェア メーカーのサービス センターに問い合わせることをおすす

めします。その前に、いくつかの検査を実行することもできます。ケーブル、コネクタ、

外付けデバイスの電源などを確認します。その後、コンピュータを再起動してください。

ハードウェアに問題がある場合は、Power-On Self Test（POST)を通じて障害が通知さ

れます。 

POST によってハードウェア障害が見つからなかった場合、BIOS を開始して、システ

ムのハード ディスク ドライブが認識されているかどうかを確認します。BIOS を開始

するには、POST シーケンス中に必要なキーの組み合わせ（Del キー、F1 キー、

Ctrl+Alt+Esc キー、Ctrl+Esc キーなど。ご使用の BIOS によります)を押します。



 

 

通常は起動テスト中に、必要なキーの組み合わせを示すメッセージが表示されます。こ

のキーの組み合わせを押すと、セットアップ メニューが表示されます。ハード ディス

ク自動検出ユーティリティを選択します。通常は、「Standard CMOS Setup」または

「Advanced CMOS setup」の下に表示されています。ユーティリティによってシステム 

ドライブが検出されなかった場合、システム ドライブに障害が発生しているので、ドラ

イブを交換する必要があります。 

 オペレーティング システムの損傷（Windows を起動できない場合) 

POST によって、システムのハード ディスク ドライブが正常に検出された場合、異常

停止の原因は、ウイルス、マルウェア、または起動に必要なシステム ファイルの破損が

考えられます。この場合は、システム ディスクまたはシステム パーティションのバッ

クアップを使用してシステムを復元してください。詳細については、「システムの復元 

『106ページ 』」を参照してください。 
 

5.1.1.2 リカバリの準備 

リカバリの前に以下の操作を実行することをお勧めします。 

 ウィルスまたはマルウェア攻撃のためにクラッシュが発生したことが疑われる場合、コ

ンピュータがウィルスに感染しているかどうかスキャンします。 

 ブータブルメディアの配下に予備のハードドライブがある場合、予備のハードドライブ

への復元テストを試します。 

 ブータブルメディアの配下でイメージをベリファイします。Windows でのベリファイ中

に読み取ることのできるバックアップは、Linux環境でも常に読み取れるとは限りませ

ん。 

ブータブル メディアでは、バックアップをベリファイする方法が 2 つあります。 

 バックアップを手動でベリファイするには、[リカバリ] タブでバックアップを右ク

リックし、[ベリファイ] を選択します。 



 

 

 リカバリの前に自動的にバックアップをベリファイするには、リカバリ ウィザード

の [オプション] 手順で、[リカバリ前にバックアップ アーカイブをベリファイす

る] チェック ボックスをオンにします。 

 

 ハードドライブのすべてのパーティションに一意の名前（ラベル)を割り当てます。これ

により、バックアップを含むディスクを見つけることが容易になります。 

Acronis のブータブルメディアを使用すると、Windows でのドライブの識別方法とは

異なるディスクドライブ文字が作成されることがあります。たとえば、ブータブルメデ

ィアでの D: ディスクが、Windows の E: ディスクに対応していることもあります。 
 

5.1.1.3 同じディスクへのシステムのリカバリ 

始める前に、「リカバリの準備 『105ページ 』」で説明している手順の実行をおすすめし

ます。 

システムをリカバリする手順は、次のとおりです。 

1. リカバリに使用するバックアップが外部ドライブに格納されている場合は、その外部ド

ライブを接続して電源を入れます。 



 

 

2. BIOS で起動順序を設定して、レスキューメディアデバイス（CD、DVD、または USB 

ドライブ)を最初のブートデバイスにします。「BIOS または UEFI BIOS での起動順の並

べ替え 『123ページ 』」を参照してください。 

UEFI コンピュータを使用する場合、UEFI BIOS のブータブルメディアの起動モードに

注意してください。起動モードはバックアップのシステムの種類と一致するようにして

ください。バックアップにBIOSシステムが含まれている場合はBIOSモードでブータブ

ルメディアを起動してください。システムが UEFI の場合は、UEFI モードが設定されて

いることを確認してください。 

3. レスキューメディアから起動して、[Acronis True Image OEM] を選択します。 

4. [ホーム] 画面で、[リカバリ] の下にある [マイ ディスク] を選択します。 

 

5. リカバリに使用するシステム ディスクまたはパーティション バックアップを選択しま

す。 

バックアップが表示されない場合には、[参照] をクリックし、バックアップのパスを手

動で指定します。 

バックアップがUSB ドライブにあり、ドライブが正しく認識されない場合は、USB ポートのバー

ジョンを確認してください。バージョンが USB 3.0 または USB 3.1 の場合は、ドライブを USB 

2.0 ポートに接続し直してください。 



 

 

6. [リカバリの方法] ステップで [ディスクまたはパーティション全体をリカバリする] を

選択します。 

 

7. [リカバリ元] 画面で、システム パーティション（通常は C)を選択します。システムパ

ーティションの文字が異なる場合は、[フラグ] 列を使用してパーティションを選択しま

す。[プライマリ] および [アクティブ] フラグが設定されている必要があります。シス

テム予約済みパーティションがある場合には、それも選択します。 

 



 

 

8. [パーティション C の設定]（または、異なる場合は実際のシステム パーティションの文

字)の手順で、デフォルトの設定を確認し、正しい場合は [次へ] をクリックします。正

しくない場合は、必要に応じて設定を変更した後、[次へ] をクリックします。容量が異

なる新しいハードディスクにリカバリする場合は設定を変更する必要があります。 

9. [完了] の画面で処理の概要を確認します。パーティションのサイズを変更していない場

合は、[パーティションの削除] 項目と [パーティションのリカバリ] 項目のサイズが一

致している必要があります。概要を確認して、[実行] をクリックします。 

 

10. 処理が終了したら、スタンドアロン版の Acronis True Image OEM 『204ページ 』を

終了し、レスキューメディアを取り出して、リカバリされたシステムパーティションか

ら起動します。必要な状態まで Windows をリカバリしたことを確認してから、元の起

動順序を復元します。 
 

5.1.1.4 ブータブルメディア配下の新しいディスクへのシステムのリカ

バリ 

始める前に、「リカバリの準備 『105ページ 』」で説明している準備作業の実行をおすす

めします。新しいディスクのフォーマットは、リカバリ処理の中で実行されるので、実行す

る必要はありません。 



 

 

注: 古いハードディスクドライブと新しいハードディスクドライブは同じコントローラモード（IDE、

AHCI など)で動作させることをお勧めします。モードが異なる場合、新しいハードドライブからコン

ピュータを起動できなくなる可能性があります。 

新しいディスクにシステムをリカバリするには、次の手順を実行します。 

1. 新しいハードディスクドライブはコンピュータ内の同じ場所に取り付け、元のドライブ

で使用したものと同じケーブルおよびコネクタを使用します。難しい場合には、新しい

ドライブを使用する場所に取り付けてください。 

2. リカバリに使用するバックアップが外部ドライブに格納されている場合は、その外部ド

ライブを接続して電源を入れます。 

3. BIOS で起動順序を設定して、ブータブルメディア（CD、DVD、または USB スティッ

ク)を最初のブートデバイスにします。「BIOS または UEFI BIOS での起動順の並べ替え 

『123ページ 』」を参照してください。 

UEFI コンピュータを使用する場合、UEFI BIOS のブータブルメディアの起動モードに

注意してください。起動モードはバックアップのシステムの種類と一致するようにして

ください。バックアップにBIOSシステムが含まれている場合はBIOSモードでブータブ

ルメディアを起動してください。システムが UEFI の場合は、UEFI モードが設定されて

いることを確認してください。 

4. ブータブルメディアから起動して、[Acronis True Image OEM] を選択します。 

5. [ホーム] 画面で、[リカバリ] の下にある [マイディスク] を選択します。 

6. リカバリに使用するシステムディスクまたはパーティションバックアップを選択します。

バックアップが表示されない場合には、[参照] をクリックし、バックアップのパスを手

動で指定します。 

バックアップがUSB ドライブにあり、ドライブが正しく認識されない場合は、USB ポートのバー

ジョンを確認してください。バージョンが USB 3.0 または USB 3.1 の場合は、ドライブを USB 

2.0 ポートに接続し直してください。 



 

 

7. 隠しパーティション（システム予約パーティション、PC の製造元が作成した隠しパーテ

ィションなど)がある場合は、ウィザードのツールバーの [詳細] をクリックします。隠

しパーティションの場所とサイズは新しいディスクで同じにする必要があるため、それ

らのパラメータを控えておいてください。 

 

8. [リカバリの方法] ステップで [ディスクまたはパーティション全体をリカバリする] を

選択します。 

9. [リカバリ元] の手順で、リカバリするパーティションのチェックボックスをオンにしま

す。 



 

 

ディスク全体を選択する場合、ディスクの [MBR とトラック 0] も復元されます。 

 

パーティションを選択すると、該当する [パーティションの設定...] の手順が表示され

ます。これらの手順は、ドライブ文字のないパーティション（隠しパーティションには通

常、ドライブ文字はありません)から開始します。次に、パーティションのドライブ文字

の昇順に進みます。この順序は変更できません。この順序は、ハードディスク上のパー

ティションの物理的順序とは異なる場合があります。 

10. 隠しパーティションの設定の手順（通常は「パーティション 1-1 の設定」という名前)で、

次の設定を指定します。 



 

 

 場所[新しい場所] をクリックし、割り当てられた名前または容量によって新しいデ

ィスクを選択し、[確定] をクリックします。 

 

 種類。パーティションの種類を確認し、必要に応じて変更します。システム予約済

みパーティション（存在する場合)がプライマリパーティションであり、アクティブに

設定されていることを確認します。 



 

 

 サイズ。[パーティションサイズ] の領域で [デフォルトを変更] をクリックします。

デフォルトでは、新しいディスク全体がパーティションに使用されます。[パーティ

ションサイズ] フィールドに正しいサイズを入力します（この値は [リカバリ元] の

手順で確認できます)。次に、必要に応じて、[バックアップ情報] ウィンドウに表示

されていた場所と同じ場所に、このパーティションをドラッグします。[確定] をク

リックします。 

 

11. [パーティション Cの設定] の手順で、2 番目のパーティションの設定を指定します。こ

のパーティションは、ここではシステムパーティションです。 



 

 

 [新しい場所] をクリックしてから、パーティションを配置するディスク上の未割り

当て領域を選択します。 

 

 パーティションの種類を必要に応じて変更します。システム パーティションは、プ

ライマリにする必要があります。 



 

 

 パーティションのサイズを指定します。デフォルトでは元のサイズと同じです。通

常、このパーティションの後ろには空き領域はないため、新しいディスク上の未割

り当て領域のすべてを 2 番目のパーティションに割り当てます。[確定] をクリック

してから [次へ] をクリックします。 

 

12. 実行する処理の概要を注意深く確認して、[実行] をクリックします。 

リカバリ完了時 

コンピュータを起動する前に、古いドライブがあれば取り外してください。Windows の起

動中に新しいドライブと古いドライブの両方が認識された場合、Windows の起動に問題が

生じます。古いドライブを容量の大きい新しいドライブにアップグレードする場合は、初回

起動前に古いドライブを取り外してください。 

ブータブルメディアを取り外し、コンピュータで Windows を起動します。新しいハード

ウェア（ハード ドライブ)が見つかったため Windows を再起動する必要があると表示され

る場合があります。システムが正常に動作することを確認してから、元の起動順序に戻しま

す。 

Acronis Universal Restore 

システムを別のハードウェアに復元すると、ターゲットコンピュータが起動できなくなるこ

とがあります。これは、新しいハードウェアが、イメージに含まれている重要なドライバと



 

 

互換性がないからです。Acronis Universal Restore を使用すると、ターゲットコンピュー

タを起動できるようになります。 
 

5.1.2 パーティションとディスクのリカバリ 

ローカルストレージ、ネットワークストレージ、Acronis Cloud にあるバックアップからデ

ィスクをリカバリすることができます。 

インターネット接続速度に応じて、Acronis Cloud からのディスクリカバリは、長時間かかることが

あります。 

パーティションやディスクをリカバリするには、次の手順を実行します。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. Acronis Cloud からデータをリカバリする場合、Acronis アカウントにサインイン済み

であることを確認してください。 

3. [バックアップ] セクションで、リカバリするパーティションまたはディスクが含まれて

いるバックアップを選択し、[リカバリ] タブを開き、[ディスクのリカバリ] をクリッ

クします。 

4. [バックアップバージョン] の一覧で、リカバリするバックアップバージョンをバックア

ップの日付と時刻で選択します。 

 



 

 

5. ディスクをリカバリするには [ディスク] タブを選択し、特定のパーティションをリカ

バリするには [パーティション] タブを選択します。リカバリする必要があるオブジェ

クトを選択します。 

6. パーティション名の下にあるリカバリ先のフィールドで、リカバリ先パーティションを

選択します。適切でないパーティションは赤い枠線で示されます。リカバリ先のパーテ

ィション上のデータは、リカバリされるデータおよびファイルシステムによって置き換

えられるため、すべて失われます。 

元のパーティションにリカバリする場合、パーティション領域に少なくとも 5 %の空き領域が必

要です。その領域がない場合、[今すぐリカバリ] ボタンは使用できません。 

7. （オプションの手順)ディスクリカバリ処理に追加パラメータを設定する場合には、[復

元オプション] をクリックします。 

8. 選択し終わったら、[今すぐリカバリ] をクリックしてリカバリを開始します。 
 

5.1.2.1 パーティションのプロパティ 

ベーシックディスクにパーティションを復元するときに、パーティションのプロパティを変

更できます。[パーティションのプロパティ] ウィンドウを開くには、復元先のパーティシ

ョンの横にある [プロパティ] をクリックします。 

 

以下のパーティションプロパティを変更できます。 

 文字 



 

 

 ラベル 

 種類 

パーティションをプライマリ、プライマリアクティブ、論理にすることができます。 

 サイズ 

パーティションのサイズを変更するには、画面の水平バー上でマウスを使用して右の境

界をドラッグします。パーティションに特定のサイズを割り当てるには、[合計サイズ] 

フィールドに適切な数字を入力します。未割り当て領域の位置をパーティションの前後

で選択することもできます。 
 

5.1.3 ダイナミック/GPT ディスクおよびボリュームの復元につ

いて 

ダイナミック ボリュームの復元 

ローカル ハード ドライブの次のロケーションへダイナミック ボリュームを復元すること

ができます。 

 ダイナミック ボリューム 

ダイナミック ディスクに復元する際に、手動でダイナミック ボリュームのサイズを変更するこ

とはサポートされていません。復元中にダイナミック ボリュームのサイズを変更する必要がある

場合は、ベーシック ディスクに復元する必要があります。 

 元の場所（同じダイナミック ボリュームへ) 

ターゲット ボリュームの種類は変更されません。 

 別のダイナミック ディスクまたはボリューム 

ターゲット ボリュームの種類は変更されません。たとえば、ダイナミック ストラ

イプ ボリュームをダイナミック スパン ボリュームに復元すると、ターゲット ボ

リュームはスパンのままです。 

 ダイナミック グループの未割り当て領域 

復元したボリュームの種類は、バックアップでの種類と同じになります。 

 ベーシック ボリュームまたはディスク 

ターゲット ボリュームはベーシックのままです。 

 ベアメタル復元 



 

 

ダイナミック ボリュームを新しい未フォーマット ディスクに「ベアメタル復元」を行う

と、復元されたボリュームはベーシックになります。復元されたボリュームをダイナミ

ックのままにしておきたい場合は、ターゲット ディスクをダイナミックとして準備（パ

ーティションが設定され、フォーマットされている)する必要があります。これは、

Windows Disk Management スナップインなどの、サードパーティのツールを使用し

て行うことができます。 

ベーシック ボリュームおよびディスクの復元 

 ベーシック ボリュームをダイナミック グループの未割り当て領域に復元すると、復元

されたボリュームはダイナミックになります。 

 ベーシック ディスクを 2 つのディスクから構成されるダイナミック グループのダイナ

ミック ディスクに復元すると、復元されたディスクはベーシックのままです。復元の実

行先のダイナミック ディスクは「見つからない」状態となり、2 つ目のディスク上のス

パン/ストライプ ダイナミック ボリュームは「エラー」になります。 

復元後のパーティションのスタイル 

ターゲット ディスクのパーティションのスタイルは、ご使用のコンピュータが UEFI をサ

ポートしているかどうか、およびシステムが BIOS 起動であるか、UEFI 起動であるかどう

かによって異なります。以下の表を参照してください。 



 

 

  システムは BIOS 起動である

（Windows または Acronis ブータ

ブル メディア) 

システムは UEFI 起動である

（Windows または Acronis ブータ

ブル メディア) 

ソース ディスクは 

MBR であり、OS は 

UEFI をサポートして

いない 

この処理は、パーティション レ

イアウトにもディスクのブータ

ビリティにも影響しません。パ

ーティション スタイルは MBR 

のままとなり、ターゲット ディ

スクは BIOS 起動が可能となり

ます。 

処理完了後、パーティション ス

タイルは GPT に変換されます。

お使いのオペレーティング シス

テムではサポートされていないた

め、UEFI 起動はできません。 

ソース ディスクは 

MBR であり、OS は 

UEFI をサポートして

いる 

この処理は、パーティション レ

イアウトにもディスクのブータ

ビリティにも影響しません。パ

ーティション スタイルは MBR 

のままとなり、ターゲット ディ

スクは BIOS 起動が可能となり

ます。 

ターゲットのパーティションが 

GPT スタイルに変換され、ターゲ

ット ディスクの UEFI 起動が可

能になります。「UEFI システムへ

の復元の例 『121ページ 』」を参

照してください。 

ソース ディスクは 

GPT であり、OS は 

UEFI をサポートして

いる 

処理完了後、パーティション ス

タイルは GPT のままとなりま

す。お使いのオペレーティング 

システムは GPT からの BIOS 

起動をサポートしていないた

め、システムは BIOS から起動

できなくなります。 

処理完了後、パーティション ス

タイルは GPT のままとなり、オ

ペレーティング システムは UEFI 

起動が可能となります。 

復元処理の例 

「UEFI システムへの復元の例 『121ページ 』」を参照してください。 
 

5.1.3.1 UEFI システムへの復元の例 

次に、以下の条件でシステムを転送する例を挙げます。 



 

 

 ソースディスクは MBR であり、OS は UEFI をサポートしている。 

 ターゲットシステムは UEFI 起動である。 

 古いハードディスクドライブと新しいハードディスクドライブは同じコントローラモー

ド（IDE、AHCI など)で動作する。 

手順を開始する前に、以下があることを確認してください。 

 Acronis ブータブルメディア。 

詳細については、「Acronis ブータブルメディアの作成 『151ページ , 23ページ 』」

を参照してください。 

 ディスクモードで作成されたシステムディスクのバックアップ 

このバックアップを作成するには、ディスクモードに切り替えてから、システムパーテ

ィションがあるハードドライブを選択します。詳細については、「ディスクとパーティシ

ョンのバックアップ 『57ページ 』」を参照してください。 

 

MBRディスクから UEFI起動のコンピュータにシステムを転送するには、次の手順を実行

します。 

1. Acronis ブータブルメディアから UEFI モードで起動して、[Acronis True Image] を

選択します。 

2. リカバリウィザードを実行して、「シス��ムの復元 『106ページ 』」で説明されてい

る手順を実行します。 

3. [復元元] で、ディスク名の横にあるチェックボックスをオンにして、システムディスク

全体を選択します。 



 

 

下の例では、[ディスク 1] のチェックボックスをオンにします。 

 

4. [完了] で、[実行] をクリックします。 

操作が完了すると、復元先ディスクは GPT スタイルに変換されて、UEFI モードで起動でき

るようになります。 

リカバリ後は、UEFI モードでコンピュータを起動してください。システムディスクの起動

モードを UEFI のブートマネージャのユーザーインターフェイスで変更する必要がある場合

があります。 
 

5.1.4 BIOS または UEFI BIOS での起動順の並べ替え 

Acronis ブータブルメディアからコンピュータを起動するためには、そのメディアが最初の

起動デバイスとなるように、起動順序を割り当てる必要があります。起動順は、コンピュー

タのファームウェアインターフェイスに応じて、BIOS か UEFI BIOS で変更されます。手順

は、どちらの場合も非常によく似ています。 

Acronisブータブルメディアから起動する手順は、次のとおりです。 

1. USB フラッシュドライブまたは外付けドライブをブータブルメディアとして使用してい

る場合は、USB ポートに接続します。 

2. コンピュータの電源を入れます。Power-On Self Test（POST)の実行中、BIOS または

UEFI BIOS に移るために押す必要があるキーの組み合わせが表示されます。 

3. キーの組み合わせを押します（たとえば、Delキー、F1キー、Ctrl+Alt+Escキー、

Ctrl+Escキー)。BIOS または UEFI BIOS のセットアップユーティリティが開きます。

なお、ユーティリティごとに表示、項目のセット、名称などが異なります。 



 

 

マザーボードの中には、いわゆるブートメニューが用意されているものもあります。ブートメニ

ューは、特定のキーまたはキーの組み合わせ、たとえば F12 キーなどを押すと開きます。ブー

トメニューを使用すれば、BIOS または UEFI BIOS 設定を変更することなく、ブータブルデバイ

スのリストからブートデバイスを選択できます。 

4. CD または DVD をブータブルメディアとして使用している場合は、CD または DVD を

CD ドライブまたは DVD ドライブに挿入します。 

5. ブータブルメディア（CD、DVD、または USB ドライブ)を最初の起動デバイスにしま

す。 

1. キーボードの矢印キーを使用してブート順序の設定に移動します。 

2. ブータブルメディアのデバイスの上にマウスポインタを置き、リスト内の最初の項

目にします。通常は、プラス記号キーとマイナス記号キーを使用して順序を変更で

きます。 

 

6. BIOS または UEFI BIOS を終了して変更内容を保存します。コンピュータが Acronis ブ

ータブルメディアから起動します。 

コンピュータが最初のデバイスからの起動に失敗した場合は、起動するまで、2 台目以降のデバイス

からの起動が試みられます。  

 



 

 

5.2 ファイルとフォルダのリカバリ 

ファイルレベルとディスクレベルのバックアップからファイルやフォルダをリカバリできま

す。 

ファイルやフォルダをリカバリする手順は、次のとおりです。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. サイドバーで [バックアップ] をクリックします。 

3. バックアップリストから、リカバリするファイルやフォルダを含むバックアップを選択

します。 

4. 右側のパネルで、[ファイルのリカバリ] をクリックします。 

5. バックアップのバージョン（特定の日付および時刻におけるデータの状態)を選択しま

す。 

6. リカバリするファイルやフォルダを選択し、[次へ] をクリックします。 

7. 選択したファイルまたはフォルダをリカバリするコンピュータ上のリカバリ先を選択し

ます。元の場所にデータをリカバリすることができます。また、必要に応じて新しい場

所を選択することもできます。新しい場所を選択するには、[参照] ボタンをクリックし

ます。 

8. 必要に応じて、リカバリ処理のオプション（リカバリ処理の優先度、ファイルレベルのセ

キュリティ設定など)を選択します。オプションを設定するには、[オプション] をクリ

ックします。ここで設定するオプションは、現在のリカバリ処理にのみ適用されます。 

9. リカバリ処理を開始するには、[今すぐリカバリする] ボタンをクリックします。 

[キャンセル] をクリックすると、リカバリは中止されます。リカバリを中止してもリカ

バリ先のフォルダが変更される場合があります。 

Windowsエクスプローラーでのファイルの復元 

Windowsエクスプローラーから直接ファイルとフォルダを復元する手順は、次のとおりで

す。 

1. 対応する .tib ファイルをダブルクリックし、リカバリするファイルまたはフォルダまで

移動して参照します。 

2. ファイルまたはフォルダをハード ディスクにコピーします。 



 

 

注意: コピーしたファイルの「圧縮」属性と「暗号化」属性は失われます。これらの属性を維持した

い場合は、バックアップをリカバリすることをお勧めします。 

 

5.3 バックアップの内容の検索 

ローカルバックアップからデータを復元する際、選択したバックアップ内に保存された特定

のファイルやフォルダを検索できます。 

ファイルやフォルダを検索する手順は、次のとおりです。 

1. 「パーティションとディスクのリカバリ 『117ページ 』」または「ファイルとフォルダ

のリカバリ 『125ページ 』」の説明に従ってデータの復元を開始します。 

2. 復元するファイルやフォルダを選択する際、[検索] フィールドにファイル名またはフォ

ルダ名を入力します。検索結果が表示されます。 

一般的な Windows のワイルドカード文字（*および?)も使用できます。たとえば、拡張

子が「.exe」のファイルを検索するには、「*.exe」と入力します。「my」で始まる 5

文字のファイル名が付いた「.exe」ファイルをすべて検索するには、「my???.exe」と

入力します。 

 

3. デフォルトでは、Acronis True Image OEM は前の手順で選択したフォルダを検索しま

す。バックアップ全体を検索対象にするには、下矢印をクリックして、[すべてのバック

アップ] をクリックします。 



 

 

前の手順に戻るには、検索テキストを削除して、クロスアイコンをクリックします。 

4. 検索完了後、復元するファイルを選択したら、[次へ] をクリックします。 

注意: [バージョン] 項目に注意してください。異なるバックアップバージョンに属するファイル

やフォルダを同時に復元することはできません。 

 

5.4 リカバリ オプション 

[ディスク リカバリ オプション]、[ファイル リカバリ オプション] のウィンドウで、そ

れぞれ、ディスクとパーティションおよびファイルのリカバリ処理のオプションを設定でき

ます。アプリケーションをインストールすると、すべてのオプションは初期値に設定されま

す。それらのオプションは、現在のリカバリ処理用のみに、または、その後のすべてのリカ

バリ処理用に変更できます。[設定をデフォルトとして保存する] チェックボックスをオン

にすると、変更した設定が今後のリカバリ作業すべてにデフォルトで適用されます。 

ディスク リカバリ オプションとファイル リカバリ オプションは完全に独立しており、個

別に設定する必要があるので注意してください。 

製品のインストール後に変更したオプションをすべて初期値にリセットする場合は、[初期

設定にリセット] ボタンをクリックします。 

セクションの内容 
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リカバリの前後に実行するコマンド .................................................................. 128 
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リカバリ処理の通知 ...................................................................................... 132 
 

5.4.1 ディスクリカバリモード 

位置:[復元オプション] > [詳細設定] > [ディスクリカバリモード] 



 

 

このオプションを使用して、イメージバックアップのディスクリカバリモードを選択できま

す。 

 [セクタ単位の復元] - ディスクまたはパーティションの使用済み���クタと未使用セ

クタの両方を復元する場合にこのチェックボックスをオンにします。このオプションが

有効になるのは、セクタ単位バックアップの復元を選択した場合のみです。 
 

5.4.2 リカバリの前後に実行するコマンド 

位置:[復元オプション] > [詳細設定] > [処理の前後に実行するコマンド] 

リカバリ処理の前後に自動的に実行するコマンド（またはバッチファイル)を指定することが

できます。 

たとえば、復元を開始する前に特定の Windows プロセスを開始/停止することや、リカバリ

対象データのウィルスの有無を調べることができます。 

コマンド（バッチファイル)を指定する手順は、次のとおりです。 

 リカバリ処理の開始前に実行するコマンドを [処理前に実行するコマンド] フィールド

で選択します。新しいコマンドを作成する、または新しいバッチファイルを選択するに

は、[編集] ボタンをクリックします。 

 リカバリ処理の終了後に実行するコマンドを [処理後に実行するコマンド] フィールド

で選択します。新しいコマンドを作成する、または新しいバッチファイルを選択するに

は、[編集] ボタンをクリックします。 

ユーザーの入力を必要とする対話型のコマンド（pause など)は実行しないでください。これ

らのコマンドは、サポートされていません。 
 

5.4.2.1 復元用ユーザー コマンドの編集 

復元の前または後に実行するコマンドを指定することができます。 

 [コマンド] フィールドにコマンドを入力するか、一覧から選択します。[...] をクリッ

クすると、バッチ ファイルを選択できます。 

 [作業ディレクトリ] フィールドに、コマンド実行のためのパスを入力するか、入力済み

のパスの一覧から選択します。 

 コマンド実行引数を [引数] フィールドに入力するか、一覧から選択します。 



 

 

[コマンドの実行が完了するまで処理を行わない]（デフォルトでは有効)パラメータを無効に

すると、コマンド実行と同時に復元処理を実行できます。 

[ユーザー コマンドが失敗したら処理を中止する] パラメータを有効にした場合は（デフォ

ルトでは有効)、コマンド実行でエラーが発生すると処理が中止されます。 

入力したコマンドをテストするには、[コマンドのテスト] ボタンをクリックします。 
 

5.4.3 ベリファイオプション 

位置:[復元オプション] > [詳細設定] > [ベリファイ] 

 [リカバリ前にバックアップをベリファイする]: リカバリ前にバックアップの整合性を

確認するには、このオプションを有効にします。 

 [リカバリ後にファイルシステムをチェックする]: 復元されたパーティションでファイ

ルシステムの整合性を確認するには、このオプションを有効にします。 

確認できるのは FAT16/32 および NTFS ファイルシステムのみです。 

システムパーティションを元の場所に復元する場合のように、リカバリ中に再起動が必要な場合

は、ファイルシステムはチェックされません。 

 

5.4.4 コンピュータの再起動 

位置:[復元オプション] > [詳細設定] > [コンピュータの再起動] 

リカバリで必要な場合に自動的にコンピュータを再起動させるには、[リカバリに必要であ

ればコンピュータを自動的に再起動する] チェックボックスをオンにします。このオプショ

ンは、オペレーティング システムによってロックされているパーティションをリカバリす

る必要がある場合に使用します。 
 

5.4.5 ファイルリカバリオプション 

場所:[復元オプション] > [詳細] > [ファイルリカバリオプション] 

次のファイルリカバリオプションを選択できます。 

 [元のセキュリティ設定でファイルをリカバリする]: バックアップ時にファイルのセキ

ュリティ設定を保存してある場合（「バックアップ用ファイルレベルのセキュリティ設定 



 

 

『85ページ 』」を参照してください)は、ファイルの元のセキュリティ設定をリカバリ

するか、リカバリ先のフォルダのセキュリティ設定をファイルに継承させるかを選択で

きます。このオプションは、ファイルまたはフォルダのバックアップからファイルをリ

カバリする場合にのみ有効です。 

 [リカバリされたファイルに現在の日時を設定する] - ファイルの日付/時刻をバックア

ップからリカバリするか、現在の日付/時刻を割り当てるかを選択することができます。

デフォルトでは、バックアップの日付と時刻が割り当てられます。 
 

5.4.6 ファイル上書きオプション 

ロケーション: [復元オプション] > [詳細] > [ファイル上書きオプション] 

バックアップにあるファイルと同じファイル名が復元先フォルダで見つかった場合の処理を

選択します。 

このオプションは、（ディスクとパーティションではなく)ファイルとフォルダの復元時のみ利用でき

ます。 

ハードディスク上のファイルをバックアップのファイルで上書きする場合は、[既存のファ

イルを上書きする] チェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオフの場合、

バックアップよりも新しいファイルとフォルダはディスク上に保持されます。 

一部のファイルは上書きする必要がない場合: 

 すべての隠しファイルと隠しフォルダの上書きを無効にするには、[隠しファイルと隠し

フォルダ] チェックボックス選択します。このオプションは、ローカルの保存先および

ネットワーク共有へのファイルレベルのバックアップで利用できます。 

 すべてのシステムファイルとシステムフォルダの上書きを無効にするには、[システムフ

ァイルとシステムフォルダ] チェックボックスを選択します。このオプションは、ロー

カルの保存先およびネットワーク共有へのファイルレベルのバックアップで利用できま

す。 

 すべての新しいファイルとフォルダの上書きを無効にするには、[復元するものよりも新

しいファイルとフォルダ] チェックボックスを選択します。 



 

 

 上書きしたくないカスタムファイルとカスタムフォルダの一覧を管理するには、[特定の

ファイルやフォルダを追加する] をクリックします。このオプションは、ローカルの保

存先およびネットワーク共有へのファイルレベルのバックアップで利用できます。 

 特定のファイルの上書きを無効にするには、[+] アイコンをクリックして除外条件

を作成します。 

 条件の指定には、一般的な Windows のワイルドカード文字を使用できます。たと

えば、拡張子.exe を持つすべてのファイルを保護するには、*.exe を追加します。

My???.exe を追加すると、「my」で始まり 5 文字で構成される名前が付いた拡張

子 .exe のファイルがすべて保護されます。 

条件を削除するには、目的の条件を選択して [-] アイコンをクリックします。 
 

5.4.7 リカバリ処理のパフォーマンス 

場所:[復元オプション] > [詳細] > [パフォーマンス] 

次のような設定の構成が可能です。 

処理の優先順位 

バックアップ処理や復元処理の優先度を変更すると、（優先度の上げ下げによって)バックア

ップの処理速度を速くしたり遅くしたりできますが、実行中の他のプログラムのパフォーマ

ンスに悪影響を及ぼす可能性もあります。システムで実行中の処理の優先度に応じて、処理

に割り当てられる CPU やシステムリソースの使用量が決定されます。処理の優先度を下げ

ると、他の CPU タスクで使用されるリソースを増やすことができます。バックアップや復

元の優先度を上げると、実行中の他の処理からリソースを取得することができ、処理の速度

が向上します。優先度変更の効果は、全体的な CPU の使用状況およびその他の要因に応じ

て異なります。 

処理の優先度は、次のいずれかに設定することができます。 

 [低]（デフォルトで有効): バックアップ処理や復元処理の速度は低下しますが、他のプ

ログラムのパフォーマンスは向上します。 

 [通常]: バックアップ処理や復元処理に他の処理と同じ優先度が割り当てられます。 



 

 

 [高]: バックアップ処理や復元処理の速度は向上しますが、他のプログラムのパフォー

マンスは低下します。このオプションを選択すると、Acronis True Image OEM による

CPU 使用率が 100%になる場合があるため注意してください。 
 

5.4.8 リカバリ処理の通知 

バックアップまたはリカバリの処理には 1 時間以上かかる場合があります。Acronis True 

Image OEM では、この処理の終了時に電子メールの通知を受け取ることができます。また、

処理中に発行されたメッセージや、処理完了後の完全な処理ログもプログラムによって送信

されます。デフォルトでは、すべての通知は無効になっています。 

空きディスク領域のしきい値 

バックアップストレージの空き領域が指定のしきい値より少なくなったときに、通知を受け

取ることができます。バックアップの開始後、選択したバックアップ保存先の空き領域が指

定値よりも既に少ないことが Acronis True Image OEM によって検出された場合には、プ

ログラムで実際のバックアップ処理は開始されず、空き領域が少ない旨の通知メッセージが

直ちに表示されます。メッセージには次の 3 つの選択肢が示されます。メッセージを無視し

てバックアップを続行する、バックアップを保存する別の場所を参照する、バックアップを

キャンセルする、の中からいずれかを選択します。 

バックアップの実行中に空き領域が指定値より少なくなった場合にも、プログラムにより同

じメッセージが表示されるため、同様の選択を行う必要があります。 

ディスクの空き領域のしきい値を設定するには、次の手順を実行します。 

 [ディスクの空き領域が不十分なときに通知メッセージを表示する] チェックボックスを

オンにします。 

 [サイズ] ボックスでしきい値を入力または選択し、単位を選択します。 

Acronis True Image OEM では、次のストレージデバイスの空き領域をチェックすること

ができます。 

 ローカルハードドライブ 

 USB カードおよびドライブ 

 ネットワーク共有（SMB) 



 

 

[エラー処理] 設定で [処理中にメッセージやダイアログを表示しない（サイレントモード)] チェッ

クボックスがオンになっている場合、メッセージは表示されません。FTPサーバーと CD/DVD ドライ

ブでは、このオプションを有効にすることはできません。 

電子メール通知 

1. [処理状態に関する電子メール通知を送信する] チェックボックスを選択します。 

2. 電子メールを設定します。 

 [宛先] フィールドに電子メール アドレスを入力します。複数の電子メール アドレ

スをセミコロンで区切って入力することもできます。 

 送信メール サーバー（SMTP)を [送信メール サーバー（SMTP)] フィールドに入

力します。 

 送信メール サーバーのポート番号を設定します。デフォルトの場合、ポート番号は 

25 に設定されます。 

 必要に応じて、[SMTP 認証] チェック ボックスを選択し、対応するフィールドに

ユーザー名とパスワードを入力します。 

3. 設定が正しいかどうかをチェックするには、[テスト メッセージを送信する] ボタンを

クリックします。 

テスト メッセージの送信に失敗した場合は、以下を実行します。 

1. [拡張設定を表示] をクリックします。 

2. 追加の電子メール設定を行います。 

 [差出人] フィールドに電子メール送信者のアドレスを入力します。指定するアドレ

スが不明な場合は、たとえば、aaa@bbb.com のような標準形式で任意のアドレス

を入力します。 

 必要に応じて、[件名] フィールドのメッセージの件名を変更します。 

 [受信メール サーバーにログオンする] チェック ボックスをオンにします。 

 受信メール サーバー（POP3)を [POP3 サーバー] フィールドに入力します。 

 受信メール サーバーのポート番号を設定します。デフォルトの場合、ポート番号は 

110 に設定されます。 

3. [テストメッセージを送信する] ボタンをもう一度クリックします。 

その他の通知設定: 



 

 

 処理の完了に関する通知を送信するには、[処理が正常に完了したら通知を送信する] チ

ェックボックスをオンにします。 

 処理の失敗に関する通知を送信するには、[処理が失敗したら通知を送信する] チェック

ボックスをオンにします。 

 処理メッセージを添付して通知を送信するには、[ユーザーの操作が必要な場合に通知を

送信する] チェックボックスをオンにします。 

 処理の詳細なログを添付して通知を送信するには、[完全なログを通知に含める] チェッ

クボックスをオンにします。 

6 ウィルス対策保護とマルウェア対策保護 

 Active Protection は、通常の作業中に常にバックグラウンドで実行され、コンピュー

タをリアルタイムで保護します。 

注意  この保護は、True Image UI でのみ有効または無効にできます。タスク マネージャまたは他

の外部ツールを使って手動でプロセスを停止することはできません。 

[保護] ダッシュボード 

[保護] ダッシュボードには、Active Protection プロセスに関する統計データが表示され、

保護ステータスの制御や、設定へのアクセスを行えます。 

[保護] ダッシュボードにアクセスするには、Acronis True Image OEM サイドバーにある 

[保護] をクリックします。 

ダッシュボードの [概要] タブでは、次の操作が行えます。 

 Active Protection の状況に関する統計情報を表示する。 

 検出された問題数、検疫された項目数、除外された項目数を表示する。 

 事前に設定した期間（30 分、1 時間、4 時間、再起動まで)、保護全体を停止します。

これを行うには、[保護の停止] をクリックして期間を選択します。 

ダッシュボードの [アクティビティ] タブで、保護の状況および設定に適用した変更のログ

を表示できます。  

セクションの内容 
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6.1 Active Protection 

Active Protection は、ランサムウェアやその他の不審な危険因子がないか、コンピュータ

ーを常にチェックします。Acronis Active Protection は、ユーザーのファイルの他に、

Acronis True Image アプリケーション ファイル、バックアップ、アーカイブ、ハードド

ライブのマスターブートレコードを保護します。 

ランサムウェア対策保護 

ランサムウェアはファイルを暗号化し、暗号化キーの対価を要求します。クリプトマイニン

グ マルウェアは、バックグラウンドで数値計算を行うことで、コンピューターの処理能力

とネットワークトラフィックを盗みます。 

ランサムウェア対策保護サービスが有効な場合、コンピュータで実行されているプロセスが

リアルタイムで監視されます。ファイルの暗号化や暗号通貨のマイニングを試みるサードパ

ーティのプロセスを検出すると、ユーザーに通知され、プロセスを継続するかブロックする

かを尋ねられます。 

プロセスによるアクティビティの継続を許可するには、[信頼する] をクリックします。プ

ロセスが安全で正当なものかどうかが不明な場合は、[検疫] をクリックすることをお勧め

します。クリックすると、プロセスは [検疫] に追加され、アクティビティがブロックされ

ます。 

プロセスのブロック後に、ファイルが暗号化されていないかどうか、または破損していない

かどうかを確認することをお勧めします。暗号化されているまたは破損している場合には、

[変更されたファイルを復元する] をクリックします。Acronis True Image OEM は、リカ

バリする最新のファイル バージョンを次の場所から検索します。 

 プロセスの検証中に前もって作成したファイルの一時コピー 

 ローカルバックアップ 

 クラウドバックアップ 



 

 

Acronis True Image OEM が適切な一時コピーを見つけた場合には、それからファイルを

復元します。復元する適切なファイルの一時コピーがない場合、Acronis True Image OEM 

はローカルおよびクラウドからバックアップコピーを検索し、両方の場所で見つけたコピー

の作成日付を比較して、使用可能な暗号化されていない最新コピーからファイルを復元しま

す。 

注意  Acronis True Image OEM は、パスワード保護されたバックアップからのファイルの復元をサ

ポートしていません。 

プロセスのブロック後にファイルを自動的に復元するよう Acronis True Image OEM を設

定するには、Active Protection 設定で [プロセスをブロックした後に自動的にファイルを

復元する] チェックボックスをオンにします。「Active Protection の設定 『136ページ 』」

を参照してください。 

関連トピック 

Active Protection の設定 ............................................................................... 136 
 

6.1.1 Active Protection の設定 

1. Acronis True Image OEM サイドバーの [保護] をクリックしてから [設定] をクリッ

クし、[Active Protection] タブに移動します。 

2. [ランサムウェア対策保護] をオンに切り替え、バックグラウンドで実行される有害な可

能性のあるアプリケーションやプロセスからコンピューターを保護します。 

3. 有効にするオプションを選択します。 

 [プロセスをブロックした後に自動的にファイルを復元する] - プロセスをブロック

しても、ファイルが既に変更されている可能性があります。このチェックボックス

をオンにすると、Acronis True Image OEM は以下の手順でファイルを復元しま

す。 

Acronis True Image OEM が、復元する最新ファイル バージョンを次の場所から

検索します。 

 プロセスの検証中に前もって作成したファイルの一時コピー 

 ローカルバックアップ 

 クラウドバックアップ 



 

 

Acronis True Image OEM が適切な一時コピーを見つけた場合には、それからファ

イルを復元します。復元する適切なファイルの一時コピーがない場合、Acronis 

True Image OEM はローカルおよびクラウドからバックアップコピーを検索し、両

方の場所で見つけたコピーの作成日付を比較して、使用可能な変更されていない最

新コピーからファイルを復元します。 

注意Acronis True Image OEM は、パスワード保護されたバックアップからのファイルの復

元をサポートしていません。 

 [バックアップファイルをランサムウェアから保護する]: Acronis True Image OEM 

はそれ自体のプロセスとバックアップおよびアーカイブをランサムウェアから保護

します。 

 [ネットワーク共有と NAS を保護する]: Acronis True Image OEM は、アクセス

可能なネットワーク共有と NAS デバイスを監視し保護します。ランサムウェア攻

撃の影響を受けたファイルのリカバリ場所も指定できます。 

 [違法なクリプトマイニングからコンピュータを保護する]: クリプトマイニング マ

ルウェアからコンピューターを防御する場合に、このチェックボックスをオンにし

ます。 

4. [OK] をクリックします。 
 

6.2 検疫内のファイルの管理 

Active Protection は、ブロックされたファイルを設定に基づいて検疫に移動できます。検

疫は、感染したファイルや疑わしいファイルをコンピューターとデータから切り離すために

使用される、特殊なストレージです。アプリケーションファイルを検疫内に配置すると、ブ

ロックされたアプリケーションが潜在的に有害なアクションを実行するリスクを最小限に抑

えることができます。 

デフォルトでは、ファイルは 30 日間検疫に保持され、その後コンピュータから削除されま

す。期限内に検疫内のファイルを確認して、保持するか削除するかを決定することができま

す。また、検疫内でのデフォルトの保持期間を変更することもできます。 

検疫からファイルをリストアまたは削除する手順は、次のとおりです。 

1. [保護] ダッシュボードで、[検疫] をクリックします。 

2. 検疫リストで項目を選択します。 



 

 

 項目を元の場所に戻すには、[復元] をクリックします。 

 項目を削除するには、[PC から削除] をクリックします。 

3. [閉じる] をクリックします。 

検疫からファイルを自動的に削除する期間を設定する手順は、次のとおりです。 

1. [保護] ダッシュボードで [設定] をクリックし、[詳細] タブをクリックします。 

2. [検疫] セクションで [後でこの PC から検疫項目を削除] スピンボックスを探し、検疫

内に項目を保持する日数を選択します。 

3. [OK] をクリックします。 
 

6.3 保護の除外の設定 

Active Protection は、保護データベースにある定義を使用して、可能性のある危険因子を

識別します。実行可能ファイルやフォルダを信頼する場合には、それらを保護の除外リスト

に追加すれば、Acronis True Image OEM にスキャンをスキップさせることができます。 

ファイルまたはフォルダを保護の除外リストに追加する手順は、次のとおりです。 

1. [保護] ダッシュボードで、[保護の除外] をクリックします。 

2. [除外の追加] メニューから、除外対象を選択します。 

 [ファイルの追加] - 実行可能ファイルやその他のファイルをスキャンから除外しま

す。 

 [フォルダの追加] - フォルダをスキャンから除外します。 

3. 除外する項目を参照して、[開く] をクリックします。 

4. 除外する別の項目を追加するか、[保存] をクリックしてリストを更新します。 

保護の除外リストからファイルまたはフォルダを削除する手順は、次のとおりです。 

1. [保護] ダッシュボードで、[保護の除外] をクリックします。 

2. 保護の除外リストで、削除する項目のチェックボックスをオンにして、[削除] をクリッ

クします。 

3. [保存] をクリックして、リストを更新します。 

Web フィルタリングの保護の除外を設定する手順については、「Active Protection の設定 

『136ページ 』」を参照してください。 



 

 

 



 

 

7 ディスクのクローン作成と移行 

これは、1 つのディスク ドライブの内容全体を別のディスク ドライブにコピーする処理で

す。たとえば、容量の大きい新しいディスクに、オペレーティング システム、アプリケー

ション、データのクローンを作成する場合、この処理が必要になることがあります。このこ

とは 2 つの方法で実行できます。 

 ディスクのクローン作成ユーティリティを使用する方法 『141ページ 』。 

 古いディスク ドライブをバックアップし、その後新しいディスク ドライブに復元する

方法 『109ページ 』。 

セクションの内容 

ディスクのクローン作成ユーティリティ ............................................................. 140 

移行の準備 .................................................................................................. 146 
 

7.1 ディスクのクローン作成ユーティリティ 

ディスクのクローン作成ユーティリティを使用すると、ディスクのパーティションを別のハ

ードディスクにコピーして、ハードディスクドライブのクローンを作成できます。 

ご使用の前にお読みください。 

 容量の大きいハードディスクにシステムのクローンを作成する場合は、転送先の（新し

い)ドライブをクローンを使用する場所に取り付け、転送元のドライブを別の場所（外付

けの USB エンクロージャなど)に取り付けることをおすすめします。これは特にラップ

トップ コンピュータの場合に重要です。 

注: 古いハードディスクドライブと新しいハードディスクドライブは同じコントローラモード

（IDE、AHCI など)で動作させることをお勧めします。モードが異なる場合、新しいハードドラ

イブからコンピュータを起動できなくなる可能性があります。 

注: Windows を使用して、外付け USB ハード ドライブにディスクのクローンを作成する場合、

そこからは起動できない可能性があります。代わりに、内蔵 SSD または HDD にクローンを作

成することをお勧めします。 



 

 

 ディスクのクローン作成ユーティリティは、マルチブートシステムをサポートしていま

せん。 

 プログラムの画面では、破損したパーティションの左上の隅に、赤い丸に白い「ｘ」のマ

ークが付きます。クローン作成を開始する前に、適切なオペレーティングシステムツー

ルを使用して、ディスクにエラーがないかどうかを調べ、エラーがあれば修正する必要

があります。 

 安全措置として、元のディスク全体のバックアップを作成することを強くお勧めします。

それによって、クローン作成中に元のハードディスクに問題が発生した場合でも、デー

タは安全に守られます。そのようなバックアップを作成する方法の詳細は、「パーティシ

ョンとディスクのバックアップ 『57ページ 』」を参照してください。バックアップを

作成したら、確実にベリファイしてください。 
 

7.1.1 ディスクのクローン作成ウィザード 

開始する前に、ディスクのクローン作成ユーティリティ 『140ページ 』 に関する一般的な

情報を参照しておくことをお勧めします。UEFI コンピュータを使用しており、ブータブル

メディアからクローン作成処理を開始することにした場合、UEFI BIOS のブータブルメデ

ィアの起動モードに注意してください。起動モードはバックアップのシステムの種類と一致

するようにしてください。バックアップに BIOS システムが含まれている場合は BIOS モー

ドでブータブルメディアを起動してください。システムが UEFI の場合は、UEFI モードが設

定されていることを確認してください。 

ディスクのクローンを作成する手順は、次のとおりです。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. ツールバーの [ツール] をクリックし、[ディスクのクローン作成] をクリックします。 

3. [クローン作成モード] で、転送モードを選択します。 

 自動: ほとんどの場合は自動モードの使用をお勧めします。 

 手動: 手動モードではさまざまなデータ転送に対応できます。手動モードは、ディス

ク パーティション レイアウトの変更が必要な場合に役立ちます。 

ディスクが 2 つ検出されて、一方にパーティションがあり、他方にはない場合は、パーティショ

ンのあるディスクが自動的にソース ディスクとして認識され、パーティションのないディスクが



 

 

ターゲット ディスクとして認識されます。これに該当する場合は、以降のステップが省略され、

[概要] 画面が表示されます。 

4. [ソース ディスク] で、クローンを作成するディスクを選択します。 

Acronis True Image OEM はダイナミック ディスクのクローン作成には対応していません。 

5. [ターゲット ディスク] で、クローン データの保存先ディスクを選択します。 

選択したターゲットディスクにパーティションがある場合は、パーティションの削除を

確認する必要があります。実際にデータが消去されるのは、ウィザードの最後の手順で 

[実行] をクリックした場合のみです。 

パーティションが作成されていないディスクがある場合は、そのディスクが自動的に移行先と見

なされるため、このステップは省略されます。 

6. [この手順を使用できるのはソースディスクに OS がインストールされている場合のみ

です]。[ディスクの使用状況] の手順で、クローンを使用する方法を選択します。 

 このマシンのディスクを交換する — システムディスクデータがコピーされ、クロー

ンが起動可能になります。この PC でシステムディスクを新しいものと交換するに

は、このクローンを使用します。 

 別のマシンで使用する — システムディスクデータがコピーされ、クローンが起動可

能になります。このクローンを使用して、すべてのデータをブータブルディスク上

の別の PC に転送します。 

 データディスクとして使用する — ディスクデータがコピーされます。このクローン

は非ブータブルデータドライブとして使用されます。 

7. （この手順を使用できるのは手動のクローン作成モードの場合のみです。)[移行方法] 

で、データの移行方法を選択します。 

 現状のまま: 古いパーティション 1 つにつき 1 つの新しいパーティションが、同一の

サイズ、種類、ファイルシステム、ラベルで作成されます。使用されない領域は未

割り当てになります。 

 移行先にあわせる: 新しいディスク領域が、各パーティションの元の大きさに比例し

て配分されます。 

 手動: 新しいサイズとその他のパラメータを指定できます。 

8. （この手順を使用できるのは手動のクローン作成モードの場合のみです。)[ディスクレ

イアウトの変更] で、ターゲットディスクに作成するパーティションの設定を編集でき



 

 

ます。詳細については、「手動パーティション操作 『143ページ 』」を参照してくださ

い。 

9. （オプションの手順) [除外する内容] で、クローンを作成しないファイルやフォルダを

指定できます。詳細については、「クローン作成からの項目の除外 『144ページ 』」を

参照してください。 

10. [完了] で、指定した設定がニーズに合っていることを確認してから、[実行] をクリッ

クします。 

何らかの原因でクローン作成処理が停止した場合は、処理をもう一度設定して開始する必要

があります。データは消去されません。クローンの作成中に True Image によって元のディ

スクやそこに保存されているデータが変更されることはありません。 

デフォルトでは、クローン作成処理が完了するとコンピュータは自動的にシャットダウンし

ます。これにより、マスターとスレーブのジャンパ位置を変更し、1 台のハード ディスク

を取り外すことができます。 
 

7.1.2 手動パーティション操作 

移行方法として [手動] を選択した場合は、新しいディスクのパーティションのサイズを変

更できます。デフォルトでは、ソース ディスクとターゲット ディスクの容量の比率に応じ

て、サイズが変更されます。 

 

パーティションを編集する手順は、次のとおりです。 



 

 

1. パーティションを選択し、[編集] をクリックします。[パーティションの設定] ウィン

ドウが開きます。 

 

2. パーティション用に以下の設定を指定します。 

 サイズと位置 

 ファイル システム 

 パーティションの種類（MBR ディスクでのみ使用可能) 

 パーティションのドライブ文字とラベル 

詳細については、「パーティションの設定 『171ページ 』」を参照してください。 

3. [確定] をクリックします。 

 注意！クローン作成の概要ウィンドウのサイドバーで、ウィザードの前の手順のいずれ

かをクリックすると、選択されたサイズと位置の変更内容がすべてリセットされるため、も

う一度指定し直す必要があります。 
 

7.1.3 クローン作成からの項目の除外 

ソース ディスクから特定のファイルのクローンを作成しない場合は（たとえば、宛先ディス

クがソースディスクよりも小さい場合)、除外するものステップで、除外するものを選択で

きます。 



 

 

システム パーティションのクローンを作成する場合に、隠しファイルやシステム ファイルを除外す

ることはおすすめできません。 

 

ファイルとフォルダを除外する方法は 2 つあります。 

 [ファイルとフォルダごとに除外する] - このタブでは、フォルダ ツリーから特定のフ

ァイルとフォルダを選択できます。 

 [マスクごとに除外する] - このタブでは、マスクによりファイルのグループを、名前や

パスにより個々のファイルを除外できます。 

除外基準を追加するには、[追加] をクリックし、ファイル名、パス、またはマスクを入

力し、[OK] をクリックします。追加できるファイルとマスクの数に制限はありませ

ん。 

除外基準の例 

 明示的なファイル名を入力できます。 

 file.ext - 該当するファイルはすべてクローン作成から除外されます。 

 C:\file.ext - C: ドライブにある file.ext ファイルが除外されます。 

 次のように、ワイルドカード文字（* および ?)を使用できます。 

 *.ext - .ext の拡張子を持つすべてのファイルが除外されます。 



 

 

 ??name.ext - 拡張子が .ext のファイルで、合計 6 文字（最初の 2 文字が任意の

文字（??)で、残りの部分が name)のファイル名を持つすべてのファイルが除外され

ます。 

 フォルダのパスを入力できます。 

 C:\my pictures - C: ディスクの マイ ピクチャ フォルダは除外されます。 

右側ペインの対応するボタンを使用して、除外基準を編集および削除できます。 
 

7.2 移行の準備 

ソリッド ステート ディスク（SSD)が急速に普及しており、多くのユーザーが、ディスク 

システムのパフォーマンスを向上させるためにシステム ハード ディスクを SSD に交換す

ることを選択しています。このような交換に際しては、多くの検討事項があります。 

最初に、Acronis True Image OEM が、Windows と Acronis レスキュー メディアの両

方で SSD を検出することを確認します。問題がある場合は、「Acronis True Image OEM 

が SSD の認識しない場合の処理 『147ページ 』」を参照してください。 

SSD のサイズ 

SSD は依然としてやや高額なので、新しい SSD のサイズは通常、古いハード ディスクよ

りも小さくなる場合が多く、ハード ディスクにオペレーティング システム、プログラム、

およびデータが含まれている場合に問題になることがあります。 

SSD を購入する前に、オペレーティング システムとアプリケーションによって占有される

おおよその領域を見積り、適切な予備の容量がある SSD を選択することをお勧めします。 

古いハード ディスクの使用済み領域が SSD のサイズを超えている場合、移行を可能にす

るためにシステム ディスク上の領域を解放する必要があります。 

SSD アライメント 

SSD のアライメントに関しても考慮する必要があります。SSD の最適なパフォーマンスを

実現し、長期間使用できるようにするには、パーティション オフセットが特定の条件を満

たしている必要があります。ほとんどの場合、アライメントをチェックしたり手動で修正し

たりする必要はなく、プログラムにより自動的に実行されます。 



 

 

いずれの場合でも、以下のいずれかを実行することをお勧めします。 

 ディスク モードで移行に使用するバックアップを作成します。つまり、システム パー

ティションだけでなく、ソース ディスク全体をバックアップします。 

 バックアップ先の SSD にパーティションがない（ディスク領域が未割り当てである)こ

とを確認します。ご使用の SSD が新しく、それまでに使用したことがない場合、パー

ティションはありません。 

選択する移行モード 

システム ディスクが 1 つのパーティションで構成されている場合（Windows 7 の多くの

インストールに存在する隠しシステム予約パーティションは数えません)、クローン ツール

を使用して SSD に移行することができます。詳細については、「ハード ディスクのクロー

ン作成 『140ページ 』」を参照してください。 

ただし、ほとんどの場合はバックアップとリカバリを使用することをお勧めします。この方

法の方が柔軟性に優れ、移行をより詳細に管理できます。「バックアップとリカバリを使用

した SSD への移行 『149ページ 』」を参照してください。 
 

7.2.1 Acronis True Image OEM が SSD を認識しない場合の処

理 

Acronis True Image OEM が SSD を認識しないことがあります。 

このような場合には、SSD が BIOS で認識されているかどうかを確認します。 

コンピュータの BIOS に SSD が表示されない場合は、電源ケーブルおよびデータ ケーブ

ルが適切に接続されていることを確認します。BIOS と SATA ドライバのアップデートを

試行します。これらの推奨策の効果がない場合は、SSD 製造元のサポートに問い合わせま

す。 

コンピュータの BIOS に SSD が表示される場合は、次の手順を試すことができます。 

オペレーティングシステムに応じて、[検索] フィールドまたは [ファイル名を指定して実

行] フィールドに cmd と入力し、Enter キーを押します。 

コマンド ライン プロンプトに次のコマンドを入力します。 



 

 

diskpart 

list disk 画面には、コンピュータに接続されているディスクが表示されます。SSD のデ

ィスク番号を見つけます。サイズを参照しながら確認します。 

select disk N。この例では、SSD のディスク番号は N です。 

clean この操作は、SSD からすべての情報を削除し、MBR をデフォルトの情報で上書きし

ます。 

exit 

exit 

Acronis True Image OEM を起動し、SSD が検出されるかどうかを確認します。SSD が

検出される場合は、新しいディスクの追加ツールを使用して、ディスク領域全体を占めるパ

ーティションを 1 つディスク上に作成します。パーティションを作成するときに、パーテ

ィションの前に空き領域が 1 MB あることを確認します。詳細については、「新しいハード 

ディスクの追加 『168ページ 』」を参照してください。 

次に、Acronis ブータブルメディアが SSD を認識するかどうかを確認します。 

1. Acronis ブータブルメディアから起動します。 

2. メイン メニューで [ツールとユーティリティ] -> [新しいディスクの追加] を選択する

と、[ディスクの選択] 画面にシステム内のすべてのハード ディスクに関する情報が表

示されます。この情報を使用して、リカバリ環境で SSD が検出されているかどうかを

確認します。 

3. 画面に SSD が表示されている場合は、[キャンセル] をクリックします。 

ブータブルメディアで SSD が認識されず、SSD コントローラモードが AHCI である場合

には、モードを IDE（または一部の BIOS ブランドでは ATA)に変更して問題が解決される

かどうかを確認します。 

注意モードを変更した後に Windows を起動しないでください。ここで起動するとシステムに重大な

問題が発生する場合があります。Windows を起動する前にモードを AHCI に戻す必要があります。 

モードを変更した後でブータブルメディアが SSD を検出する場合は、次の手順に従ってブ

ータブルメディアでリカバリまたはクローン作成を行うことができます。 

1. コンピュータをシャットダウンします。 



 

 

2. BIOS を起動し、モードを AHCI から IDE（または一部の BIOS ブランドでは ATA)

に変更します。 

3. Acronis ブータブルメディアから起動します。 

4. ディスクのリカバリまたはクローン作成を行います。 

5. BIOS を起動し、IDE を AHCI に戻します。 

6. Windows を起動します。 

上記の推奨策の効果がない場合の処理 

WinPE ベースのブータブルメディアを作成してみることができます。このメディアに、必

要なドライバがある場合があります。詳細については、「Acronis ブータブルメディアの作

成 r 『154ページ 』」を参照してください。 
 

7.2.2 バックアップとリカバリを使用した SSD への移行 

サポートされているすべてのオペレーティング システムについて、次の手順を使用できま

す。最初に、システムディスクが 1 つのパーティションで構成されている単純なケースにつ

いて考えてみます。Windows 7 以降では、システムディスクに隠しシステム予約パーティ

ションがある場合があります。 

パーティションが含まれていない（ディスク領域が未割り当てである)空の SSD にシステム

を移行することをおすすめします。ご使用の SSD が新しく、それまでに使用したことがな

い場合、パーティションはありません。 

システムを SSD に移行する手順: 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. Acronis ブータブルメディアがまだない場合は、作成します。これを実行するには、[ツ

ール] セクションで [ブータブルメディアの作成] をクリックして、画面に表示される

指示に従ってください。 

3. システムハードディスクと SSD 以外のハードディスクにシステムドライブ全体をディス

クバックアップモードでバックアップします。 

4. コンピュータの電源を切り、システム ハード ディスクを取り外します。 

5. SSD をハード ディスクが装着されていたスロットにマウントします。 



 

 

一部の SSD ブランドでは、SSD を PCI Express スロットに挿入する必要があります。 

6. 自分の Acronis ブータブルメディアから起動します。 

7. バックアップをリカバリに使用できることをベリファイします。ベリファイするには、

左側のペインで [リカバリ] をクリックし、バックアップを選択します。右クリックし、

ショートカット メニューで [ベリファイ] を選択し、[実行] をクリックします。 

8. ベリファイが終了したら、バックアップを右クリックし、ショートカット メニューで 

[リカバリする] を選択します。 

9. [リカバリの方法] で [ディスクまたはパーティション全体をリカバリする] を選択し、

[次へ] をクリックします。 

10. [リカバリ元] でシステム ディスクを選択します。 

11. [新しい場所] をクリックし、システム ディスクの新しいロケーションとして SSD を

選択し、[許可] をクリックします。 

12. 次に、[実行] をクリックしてリカバリを開始します。 

13. リカバリが完了したら、Acronis True Image OEM のスタンドアロン版を終了します。 

14. SSD から起動し、Windows とアプリケーションが正しく機能することを確認します。 

多くのノートブックで見られるように、システム ハード ディスクに隠しリカバリ パーテ

ィションまたは診断パーティションが含まれている場合、手順は異なります。通常は、SSD 

へのリカバリ中に手動でパーティションのサイズを変更する必要があります。手順について

は、「隠しパーティションを含むディスクのリカバリ 『109ページ 』」を参照してくださ

い。 

 



 

 

8 ツール 

Acronis のツールとユーティリティには、保護ツールとマウントツールがあります。 

保護ツール 

 Acronis スタートアップ リカバリ マネージャ 『166ページ 』 

コンピュータ起動時にオペレーティング システムを読み込まずに Acronis True 

Image OEM を起動することができます（オペレーティング システムが起動する前に 

F11 キーを押します)。 

 レスキューメディアビルダ 『152ページ 』 

コンピュータにインストールされている Acronis 製品（または指定したコンポーネント)

が収録されたブータブル レスキュー メディアを作成することができます。 

イメージのマウント 

 イメージのマウント 『190ページ 』 

作成済みのイメージを参照できるようになります。パーティション イメージに一時的な

ドライブ文字を割り当てて、通常の論理ドライブとしてアクセスすることができます。 

 イメージのアンマウント 『192ページ 』 

イメージを参照するために作成した一時的な論理ドライブのマウントを解除できます。 
 

8.1 ブータブルメディアの作成 

ブータブルメディアを使用して、ベアメタルシステムまたは異常終了したコンピュータで 

Acronis True Image OEM を起動できます。Windows 以外のコンピュータのハードディ

スクをバックアップすることもできます。セクタ単位モードを使用してディスクをイメージ

作成することにより、すべてのデータをバックアップにコピーします。これには、スタンド

アロン版の Acronis True Image OEM 『204ページ 』 がインストールされたブータブル

メディアが必要です。 

ブータブルメディアの取得方法 

 パッケージ版の製品のインストール CD、DVD、または USB ドライブを使用します。 

 Acronis メディアビルダ 『152ページ 』でメディアをブータブルにします。 



 

 

 空の CD 

 空の DVD 

 外付けドライブ (HDD または SSD) 

 USB フラッシュドライブ 

注意: データが保存されていても、そのデータが変更されることはありません。 

 .iso イメージ ファイルを作成し、後で CD または DVD に書き込みます。 

 Acronis プラグインを含む WinPE ベースのメディアを作成します。 

 Acronis の Web サイトから、.iso イメージファイル（約 650 MB)をダウンロードしま

す。 

1. https://account.acronis.com/ にアクセスし、Acronis アカウントにログインしま

す。 

2. [製品] セクションで Acronis True Image を見つけてから、[ダウンロード] をク

リックし、[ブータブルメディア] をクリックします。 

ファイルがダウンロードされたら、CD または DVD に書き込みます。 
 

8.1.1 Acronis メディア ビルダ 

Acronis メディア ビルダでは、USB フラッシュ ドライブ、外付けドライブ、または空の 

CD/DVD をブータブルにすることができます。Windows が起動できない場合は、ブータブ

ルメディアを使用してスタンドアロン版の Acronis True Image を実行し、コンピュータを

復元します。 

以下のさまざまなタイプのブータブルメディアを作成できます。 

 Acronisブータブルメディア 

通常は、このタイプを選択してください。 

 Acronisプラグインを含むWinPEベースのメディア 

プレインストール環境で Acronis True Image OEM を実行すると、コンピュータのハー

ドウェアとの互換性が向上する場合があります。これは、プレインストール環境に

Windows ドライバが使用されているためです。 

Acronis ブータブルメディアからコンピュータを起動できなかった場合には、この種類

のメディアを作成することをお勧めします。 



 

 

このオプションを使用するには、以下のコンポーネントのうちいずれかをインストール

しておく必要があります。 

 Windows Automated Installation Kit（AIK)。 

WinPE 3.0 を作成するにはこのコンポーネントが必要です。 

 Windows Assessment and Deployment Kit（ADK)。 

WinPE 4.0、WinPE 5.0、および WinPE 10.0 を作成するには、このコンポーネ

ントが必要です。 

 Acronisプラグインを含むWinREベースのメディア 

このタイプのブータブルメディアは WinPE ベースのメディアに似ていますが、WADK 

または WAIK を Microsoft Web サイトからダウンロードする必要がないという重要な

利点があります。Windows 回復環境は Windows Vista 以降の Windows バージョンに

既に組み込まれています。Acronis True Image OEM は、システムにあるそれらのファ

イルを使用して WinRE ベースのメディアを作成します。WinPE ベースのメディアと同

様、ハードウェアとの互換性を向上させるためにドライバを追加することができます。

ただし WinRE ベースのメディアは、それが作成されたコンピュータ、または同じオペ

レーティング システムのコンピュータでのみ使用可能です。 

メモ 

 Acronis True Image OEM をアップデートするたびに、新しいブータブルメディアを作

成することをお勧めします。 

 非光学メディアを使用する場合、メディアのファイルシステムは FAT16 または 

FAT32 でなければなりません。 

 Acronis メディアビルダでは、x64 WinPE 3.0、WinPE 4.0、WinPE 5.0、および

WinPE 10.0 のみがサポートされます。 

 コンピュータは下記の要件を満たす必要があります。 

 WinPE 3.0 の場合: 256 MB 以上の RAM 

 WinPE 4.0 の場合: 512 MB 以上の RAM 

 WinPE 5.0 の場合: 1 GB 以上の RAM 

 WinPE 10.0 の場合: 512 MB 以上の RAM 



 

 

 Acronis メディア ビルダが USB フラッシュ ドライブを認識しない場合は、Acronis 

ナレッジ ベース（https://kb.acronis.com/content/1526)で説明されている手順を試

してください。 

 ブータブルメディアから起動する場合、Ext2/Ext3/Ext4、ReiserFS、Linux SWAP フ

ァイル システムのディスクやパーティションにバックアップすることはできません。 

 ブータブルメディアから起動する際にスタンドアロン版の Acronis True Image OEM 

『204ページ 』を使用する場合は、Windows XP 以降のオペレーティングシステムの暗

号化機能で暗号化されたファイルやフォルダを復元することはできません。詳細につい

ては、「バックアップ用のファイルレベルのセキュリティ設定 『85ページ 』」を参照

してください。しかし、Acronis True Image OEM の暗号化機能を使用して暗号化され

たバックアップは復元できます。 

 Survival Kit が既に入っているドライブにブータブルメディアを作成する場合、Acronis 

メディア ビルダはドライブ全体のフォーマットを行わずに、隠しパーティションのみを

上書きしてブータブルメディアを作成します。 
 

8.1.1.1  Acronis ブータブルメディアの作成 

Acronis ブータブルメディアを作成する手順は、次のとおりです。 

1. USB フラッシュドライブ、または外付けドライブ (HDD/SSD) を差し込むか、空の 

CD または DVD を挿入します。 

2. Acronis True Image OEM を起動します。 

3. [ツール] セクションの [レスキュー メディア ビルダ] をクリックします。 

4. 作成方法を選択します。 

 [シンプル]: この方法が最も簡単です。Acronis True Image は、コンピュータに最

適のメディアの種類を選択します。Windows 7 以降のバージョンを使用する場合、

WinRE ベースのメディアが作成されます。 

 [詳細]—このオプションではメディアの種類を選択できます。これは、自分のコン

ピュータ用だけでなく、異なる Windows バージョンを実行しているコンピュータ

用のブータブルメディアを作成できることを意味します。詳細については、

「Acronis メディアビルダ 『152ページ 』」を参照してください。 



 

 

Linux ベースのメディアを選択する場合、メディアに置く Acronis コンポーネント

を選択します。選択するコンポーネントにターゲットコンピュータのアーキテクチ

ャとの互換性があることを確認してください。詳細については、「リムーバブルメデ

ィアの設定 『83ページ 』」を参照してください。 

WinRE ベースまたは WinPE ベースのメディアを選択する場合は、次のようにしま

す。 

 メディアのアーキテクチャの種類として 32 ビットまたは 64 ビットを選択しま

す。なお、32 ビットのブータブルメディアは 32 ビットのコンピュータでのみ

使用できます。64 ビットのメディアには 32 ビットのコンピュータと 64 ビッ

トのコンピュータ両方との互換性があります。 

 ブータブルメディアの作成に使用するツールキットを選択します。WAIK または 

WADK を選択し、選択したキットがコンピュータにインストールされていない

場合、まず Microsoft Web サイトからダウンロードし、必須コンポーネントで

ある Deployment ツールと Windows プレインストール環境（Windows PE)

をインストールする必要があります。 

WinPE ファイルが既にコンピュータにあり、デフォルト以外のフォルダに格納

されている場合、必要な作業はその場所を指定することだけです。これにより、

Acronis プラグインが既存の WinPE イメージに追加されます。 

 ハードウェアとの互換性を向上させるために、メディアに追加するドライバを選

択することができます。 

5. メディアの作成先を選択します。 

 CD 

 DVD 

 外付けドライブ 

 USBフラッシュドライブ 

サポートされていないファイル システムがドライブにある場合、Acronis True 

Image によって FAT ファイル システムへのフォーマットが自動的に選択されま

す。 

警告 完全にフォーマットすると、ディスク上のデータはすべて消去されます。 

 ISO イメージ ファイル 



 

 

.iso ファイルの名前とターゲット フォルダを指定してください。 

.iso ファイルが作成されたら、CD または DVD に書き込むことができます。たと

えば、Windows 7 以降では、内蔵の書き込みツールを使用してこれを行えます。

File Explorer で、作成した ISO イメージファイルをダブルクリックし、[書き込み] 

をクリックします。 

 WIM イメージ ファイル（WinPE ベースのメディアの場合のみ選択可能) 

Acronis True Image によって、Acronis プラグインが Windows AIK または

Windows ADK から.wim ファイルに追加されます。新しい .wim ファイルの名前と

ターゲット フォルダを指定する必要があります。 

.wim ファイルを使用してブータブルメディアを作成するには、最初にそのファイル

を.iso ファイルに変更しておく必要があります。詳細については、「.wim ファイル

からの.iso ファイルの作成 『160ページ 』」を参照してください。 

Acronis メディアビルダは、このドライブに Acronis Survival Kit が既に作成されているこ

とを検出すると、ドライブ全体をフォーマットするのではなくブータブルメディアの隠しパ

ーティションだけを上書きおよび更新しようとします。 

6. [実行] をクリックします。 
 

8.1.1.2 ブータブル メディアの起動パラメータ 

ブータブル メディアの起動パラメータを設定することにより、ブータブル メディアの起動

オプションを構成し、さまざまなハードウェアとの互換性を向上させることができます。

nousb、nomouse、noapic などのオプションが利用できます。上級ユーザー向けに用意さ

れているパラメータです。ブータブル メディアからの起動をテスト中にハードウェアの互

換性の問題が発生した場合は、製品のサポート センターにお問い合わせください。 

起動パラメータを追加する手順は、次のとおりです。   

 [パラメータ] フィールドにコマンドを入力します。 

 起動パラメータを指定したら、[次へ] をクリックして先に進みます。 

Linux カーネルを起動する前に適用できる追加パラメータ 

説明 

次のパラメータを使用すると、Linux カーネルを特殊モードで読み込むことができます。 



 

 

 acpi=off 

ACPI を無効にします。ハードウェアの特定の構成に役立ちます。 

 noapic 

APIC（Advanced Programmable Interrupt Controller)を無効にします。ハードウェアの

特定の構成に役立ちます。 

 nousb 

USB モジュールの読み込みを無効にします。 

 nousb2 

USB 2.0 のサポートを無効にします。このオプションを指定しても、USB 1.1 デバイスは

動作します。このオプションを指定すると、USB 2.0 モードでは動作しない一部の USB 

ドライブを USB 1.1 モードで使用できます。 

 quiet 

このパラメータはデフォルトで有効になっており、起動メッセージは表示されません。この

パラメータを削除すると、Linux カーネルが読み込まれるときに起動メッセージが表示され

るようになり、Acronis プログラムが実行される前にコマンド シェルが提供されます。 

 nodma 

すべての IDE ディスク ドライブの DMA を無効にします。カーネルが一部のハードウェ

アでフリーズするのを防ぎます。 

 nofw 

FireWire（IEEE1394)のサポートを無効にします。 

 nopcmcia 

PCMCIA ハードウェアの検出を無効にします。 

 nomouse 

マウスのサポートを無効にします。 

 [モジュール名]=off 

モジュールを無効にします（例: sata_sis=off)。 

 pci=bios 



 

 

PCI BIOS の使用を強制し、ハードウェア デバイスには直接アクセスしません。たとえば、

コンピュータが標準以外の PCI ホスト ブリッジを備えているような場合にこのパラメータ

を使用することがあります。 

 pci=nobios 

PCI BIOS の使用を無効にします。ハードウェアへの直接アクセスのみを許可します。たと

えば、BIOS が原因で起動時にクラッシュが発生すると考えられる場合にこのパラメータを

使用することがあります。 

 pci=biosirq 

PCI BIOS の呼び出しを使用して、割り込みルーティング テーブルを取得します。これら

の呼び出しは、一部のコンピュータではバグがあり、使用するとコンピュータがフリーズし

ますが、他のコンピュータでは、割り込みルーティング テーブルを取得する唯一の方法で

す。カーネルが IRQ を割り当てることができない場合、またはマザーボード上のセカンダ

リ PCI バスを検出できない場合は、このオプションを試してください。 

 vga=ask 

現在のビデオ カードで使用できるビデオ モードの一覧を取得し、ビデオ カードとモニタ

に最適なビデオ モードを選択できるようにします。自動的に選択されたビデオ モードがお

使いのハードウェアに適合しない場合は、このオプションを試してください。 
 

8.1.1.3 既存の.wim イメージへのドライバの追加 

Acronis プラグインを含む基本的な WinPE ディスクに、ストレージ デバイス コントロー

ラなどのお使いのハードウェアのドライバが含まれていないことがあります。これを追加す

る最も簡単な方法は、レスキューメディアビルダ 『154ページ 』で詳細モードを選択し、

追加するドライバを指定することです。Acronis プラグインを使って ISO ファイルを作成す

る前に、既存の.wim ファイルに手動でドライバを追加することができます。 

注意.inf ファイル拡張子が付いたドライバのみを追加できます。 

次の手順は、https://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd799244(WS.10).aspx に

ある MSDN の記事を基にしています。 

カスタム Windows PE イメージを作成するには、次の手順に従います。 



 

 

1. Acronis プラグインを含む.wim ファイルがない場合は、[レスキューメディアビルダ] 

を開始して、WinPE ベースのメディアのターゲットとして [WIM ファイル] を選択し、

これを作成します。詳細については、「Acronis ブータブルメディアの作成 『154ペー

ジ 』」を参照してください。 

2. お使いの Windows AIK または Windows ADK のバージョンに応じて、以下のいずれか

を実行してください。 

 [スタート] メニューで、[Microsoft Windows AIK] をクリックし、[Windows 

PE ツール コマンド プロンプト] を右クリックして [管理者として実行] を選択し

ます。 

 [スタート] メニューで、[Microsoft Windows AIK] をクリックし、

[Deployment ツールのコマンド プロンプト] を右クリックして [管理者として実

行] を選択します。 

 [スタート] メニューで、[Windows キット]、[Windows ADK] とクリックし、

[展開およびイメージング ツール環境] を右クリックして [管理者として実行] を選

択します。 

3. Copype.cmd スクリプトを実行し、Windows PE ファイルが格納されたフォルダを作成

します。たとえば、コマンドプロンプトから次のように入力します。 

copype amd64 C:\winpe_x64 

4. .wim ファイルをたとえば C:\winpe_x64\フォルダにコピーします。このファイルのデ

フォルトの名前は、AcronisBootablePEMedia.wim です。 

5. DISM ツールを使用して基本イメージをローカルディレクトリにマウントします。これ

を行うには、次のように入力します。 

Dism /Mount-Wim /WimFile:C:\winpe_x64\AcronisBootablePEMedia.wim /index:1 
/MountDir:C:\winpe_x64\mount 

6. DISM コマンドと Add-Driver オプションを使用してハードウェアドライバを追加します。

たとえば、C:\drivers\フォルダにある Mydriver.inf ドライバを追加するには、次のよ

うに入力します。 

Dism /image:C:\winpe_x64\mount /Add-Driver /driver:C:\drivers\mydriver.inf 

7. 追加するドライバごとに上記の手順を繰り返してください。 

8. DISM コマンドを使用して、変更を適用します。 

Dism /Unmount-Wim /MountDir:C:\winpe_x64\mount /Commit 



 

 

9. 生成された.wim ファイルから PE イメージ（.iso ファイル)を作成します。詳細について

は、「.wim ファイルからの.iso ファイルの作成 『160ページ 』」を参照してください。 
 

8.1.1.4 .wim ファイルからの .iso ファイルの作成 

.wim ファイルを使用してブータブル メディアを作成するには、まずそのファイルを .iso 

ファイルに変換しておく必要があります。 

生成された .wim ファイルから PE イメージ（.iso ファイル)を作成する手順は、次のと

おりです。 

1. お使いの Windows AIK または Windows ADK のバージョンに応じて、以下のいずれか

を実行してください。 

 [スタート] メニューで、[Microsoft Windows AIK] をクリックし、[Windows 

PE ツール コマンド プロンプト] を右クリックして [管理者として実行] を選択し

ます。 

 [スタート] メニューで、[Microsoft Windows AIK] をクリックし、

[Deployment ツールのコマンド プロンプト] を右クリックして [管理者として実

行] を選択します。 

 [スタート] メニューで、[Windows キット]、[Windows ADK] とクリックし、

[展開およびイメージング ツール環境] を右クリックして [管理者として実行] を選

択します。 

2. Copype.cmd スクリプトを実行し、Windows PE ファイルが格納されたフォルダを作成

します。たとえば、コマンドプロンプトから次のように入力します。 

copype amd64 C:\winpe_x64 

3. Windows PEフォルダ内のデフォルトのboot.wimファイルを、新しく作成した.wimフ

ァイル（たとえば、AcronisBootablePEMedia.wim)に置き換えます。

AcronisBootablePEMedia.wim ファイルが c:\にある場合は、次のように入力します。 

WinPE 3.0 の場合 

copy c:\AcronisBootablePEMedia.wim c:\winpe_x64\ISO\sources\boot.wim 

WinPE 4.0、WinPE 5.0、 または WinPE 10.0 の場合: 次を入力してください。 

copy "c:\AcronisBootablePEMedia.wim" c:\winpe_x64\media\sources\boot.wim 

4. Oscdimg ツールを使用します。.iso ファイルを作成するには、次のように入力します。 



 

 

oscdimg -n –bc:\winpe_x64\etfsboot.com c:\winpe_x64\ISO 
c:\winpe_x64\winpe_x64.iso 

また、BIOS ベースのコンピュータおよび UEFI ベースのコンピュータでメディアをブー

タブルにするには、次のように入力します。 

oscdimg -m -o -u2 -udfver102 
-bootdata:2#p0,e,bc:\winpe_x64\fwfiles\etfsboot.com#pEF,e,bc:\winpe_x64\fwfiles
\efisys.bin c:\winpe_x64\media c:\winpe_x64\winpe_x64.iso 

5. サードパーティのツールを使用して.iso ファイルを CD に書き込むと、Acronis True 

Image OEM が格納されたブータブル Windows PE ディスクが作成されます。 
 

8.1.2 必要なときにレスキューメディアを確実に使用できるよう

にする 

必要に応じてコンピュータを正常に復元できるように、レスキューメディアからのコンピュ

ータの起動をテストしておく必要があります。また、レスキューメディアがコンピュータの

デバイス（ハードドライブ、マウス、キーボード、ネットワークアダプタなど)をすべて認識

することを確認する必要もあります。 

レスキュー メディアをテストするには、次の手順を実行します。 

バックアップを保存するために外部ドライブを使用する場合、レスキュー CD から起動する前にその

ドライブを接続しておく必要があります。接続しておかないと、そのドライブは検出されません。 

1. レスキュー メディアから起動できるように、コンピュータを設定します。次に、レスキ

ュー メディア デバイス（CD-ROM/DVD-ROM ドライブまたは USB スティック)が最

初のブート デバイスになっていることを確認します。「BIOS での起動順の並び替え 

『123ページ 』」を参照してください。 

2. レスキュー CD がある場合は、「Press any key to boot from CD」というプロンプト

が表示されたらすぐに任意のキーを押して CD からの起動を開始します。5 秒以内にキ

ーを押さなかった場合は、コンピュータを再起動する必要があります。 

3. ブートメニューが表示されたら、[Acronis True Image OEM] を選択します。 

ワイヤレス マウスが動作しない場合は、有線のマウスに交換してみてください。キーボードにつ

いても、同様です。 

別のマウスやキーボードがない場合は、サポートにご連絡ください。ご利用のマウスとキーボー

ドのモデルに対応したドライバを含むカスタム レスキュー CD を作成します。適切なドライバ



 

 

を見つけてカスタム レスキュー CD を作成するには、ある程度の時間がかかることをご了承く

ださい。また、一部のモデルには、対応できないことがあります。 

4. プログラムが開始されたら、バックアップからいくつかのファイルを復元してみること

をお勧めします。復元をテストすることによって、そのレスキュー CD を復元に使用で

きることを確認することができます。さらに、システムのすべてのハードディスク ドラ

イブが検出されているかどうかも確認できます。 

予備のハードドライブがある場合、そのハードドライブへのシステムパーティションの復元をテ

ストすることを強くおすすめします。 

リカバリをテストし、同時にドライブとネットワーク アダプタをチェックす

るには、次の手順を実行します。 

1. ツールバーの [リカバリ] -> [ディスクの復元] をクリックしてリカバリウィザードを

起動します。 

2. [アーカイブのロケーション] のステップでバックアップを選択し、[次へ] をクリック

します。 

 

3. レスキュー CD でファイルを復元する場合、復元されるファイルには新しい場所しか選

択できません。したがって、[ロケーションの選択] ステップでは [次へ] をクリックす

るのみの作業になります。 



 

 

4. [復元先] ウィンドウが開いたら、[マイ コンピュータ] の下にすべてのドライブが表示

されていることを確認します。 

バックアップをネットワークに保存する場合は、ネットワークにアクセスできることも確認して

ください。 

ネットワークにコンピュータがまったく表示されないが [マイ コンピュータ] の下に [近くのコ

ンピュータ] アイコンが表示されている場合は、ネットワーク設定を手動で指定します。手動で

指定するには、[ツールとユーティリティ]  [オプション]  [ネットワーク アダプタ] で使用

できるウィンドウを開きます。 

[マイ コンピュータ] で [近くのコンピュータ] アイコンが表示されない場合は、ネットワーク 

カードまたは Acronis True Image OEM に付属しているカード ドライバに問題がある可能性

があります。 

 

5. ファイルの保存場所を選択して、[次へ] をクリックします。 



 

 

6. リカバリするファイルのチェック ボックスをいくつかオンにして、[次へ] をクリック

します。 

 

7. [概要] ウィンドウの [実行] をクリックして、リカバリを開始します。 

8. 復元が完了したら、スタンドアロンの Acronis True Image を終了します。 

必要な場合にレスキューCD が役に立つことをご理解いただけたと思います。 
 

8.1.2.1 ブータブルメディアからの起動時におけるビデオモードの選択 

ブータブルメディアからの起動時には、ビデオカードおよびモニタの仕様に応じて最適なビ

デオモードが自動で選択されます。ただし、使用しているハードウェアに適していないビデ

オモードが選択される場合もあります。このような場合は、次の手順で適切なビデオモード

を選択できます。 

1. ブータブルメディアからの起動を開始します。ブートメニューが表示されたら、

Acronis True Image OEM の項目にマウスポインタを置いて F11 キーを押します。 



 

 

2. コマンドラインが表示されたら、「vga=ask」と入力して [OK] をクリックします。 

 

3. ブートメニューで [Acronis True Image OEM] を選択し、ブータブルメディアから

の起動を継続します。使用できるビデオモードを表示するには、該当するメッセージが

表示されたら Enter キーを押します。 

4. 使用しているモニタに最適なビデオモードを選択し、その番号をコマンドラインに入力

します。たとえば、「338」と入力すると、1600x1200x16 のビデオモードが選択され

ます（下図参照)。 

 

5. Acronis True Image OEM が起動するまで待ってから、[ようこそ] 画面がモニタ上に

適切に表示されていることを確認します。 

他のビデオモードをテストするには、Acronis True Image OEM を閉じてから上記の手順

を繰り返してください。 



 

 

ハードウェアに最適なビデオモードを見つけたら、そのビデオモードを自動的に選択する新

しいブータブルメディアを作成できます。 

これを行うには、Acronis メディアビルダを起動して目的のメディアコンポーネントを選択

し、[ブータブルメディアの起動パラメータ] のステップにおいてコマンドラインに接頭辞

「0x」を付加してモードの番号を入力（この例では「0x338」)してから、通常通りにメディ

アを作成します。 
 

8.2 Acronis スタートアップ リカバリ マネージャ 

動作 

Acronis スタートアップ リカバリ マネージャを使用すると、オペレーティング システム

を読み込まずに Acronis True Image OEM を起動することができます。この機能を利用す

れば、オペレーティング システムが起動しなくなったときでも、Acronis True Image 

OEM を使用して、破損したパーティションをリカバリすることができます。Acronis のリ

ムーバブル メディアからコンピュータを起動する場合とは異なり、Acronis True Image 

OEM の起動時には独立したメディアやネットワーク接続は必要ありません。 

注意: Acronis スタートアップリカバリマネージャは Windows を実行しているタブレットでは使用で

きません。 

アクティブ化する方法 

Acronis スタートアップ リカバリ マネージャをアクティブ化するには 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. [ツール] セクションで [すべてのツール] をクリックし、[Acronisスタートアップリ

カバリマネージャを有効化する] をダブルクリックします。 



 

 

3. 表示されたウィンドウで、[アクティブ化する] をクリックします。 

 

使用方法 

障害が発生した場合は、コンピュータの電源を入れて、「Press F11 for Acronis Startup 

Recovery Manager」というメッセージが表示されたら F11 キーを押します。スタンドア

ロン版の Acronis True Image OEM が起動します。このスタンドアロン版と完全版との違

いはごくわずかです。 

無効化する方法 

Acronisスタートアップリカバリマネージャを無効化するには 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. [ツール] セクションで [すべてのツール] をクリックし、[Acronisスタートアップリ

カバリマネージャを有効化する] をダブルクリックします。 

3. 表示されたウィンドウで、[無効化] をクリックします。 

追加情報 

スタンドアロン版の Acronis True Image OEM 『204ページ 』で使用されるドライブ文字

は、Windows のドライブ文字とは異なることがあります。たとえば、スタンドアロン版の 

Acronis True Image OEM の D: ディスクが、Windows の E: ディスクに対応している

こともあります。ディスクのラベル、パーティション サイズ、ファイル システム、ドライ

ブの性能、メーカー、およびモデル番号に関する情報を参照することによって、ディスクお

よびパーティションを正しく特定することができます。 

Try&Decide がオンの場合、以前にアクティブ化した Acronis スタートアップ リカバリ 

マネージャを使用することはできません。Try モードでコンピュータを再起動すると、

Acronis スタートアップ リカバリ マネージャを再び利用できるようになります。 



 

 

Acronis スタートアップ リカバリ マネージャの、他のローダーに対する影響 

Acronis スタートアップ リカバリ マネージャをアクティブ化すると、MBR（マスター ブ

ート レコード)がスタートアップ リカバリ マネージャのブート コードで上書きされます。

サード パーティ製のブート マネージャがインストールされている場合は、スタートアップ 

リカバリ マネージャをアクティブ化した後に、そのブート マネージャを再度アクティブ化

する必要があります。Linux のローダー（LiLo、GRUB など)を使用している場合は、

Acronis スタートアップ リカバリ マネージャをアクティブ化する前に、ローダーを MBR 

ではなく、Linux の root（または boot)パーティションのブート レコードにインストール

することをお勧めします。 

UEFI ブート メカニズムは BIOS のものと異なります。任意の OS ローダーまたはその他

のブート プログラムは、対応するローダーへのパスを定義する、独自のブート変数を持ち

ます。すべてのローダーは、EFI システム パーティションと呼ばれる特別なパーティショ

ンに保存されます。UEFI ブート システムで、Acronis スタートアップ リカバリ マネージ

ャをアクティブ化すると、独自のブート変数が書き込まれ、ブート順序が変更されます。こ

の変数は変数のリストに追加されますが、リスト内の変数自体は変更されません。すべての

ローダーは独立しており、相互に影響しないため、Acronis スタートアップ リカバリ マネ

ージャのアクティブ化の前後で、特に変更は必要ありません。 
 

8.3 新しいハードディスクの追加 

注意:この機能は、ご使用の True Image エディションでは使用できない場合があります。 

ハードディスクにデータ（家族の写真や動画など)を保存するための十分な空き領域が存在し

ない場合は、古いハードディスクを新しい大容量のハードディスクに交換するか（新しいデ

ィスクへのデータ転送については前章で説明しています)、古いハードディスクをシステム

用として残し、データ保存専用の新しいハードディスクを追加します。コンピュータに別の

ハードディスクを追加する空きベイが存在する場合は、ハードディスクドライブを追加する

方が、ハードディスクのクローンを作成するよりも簡単です。 

新しいハードディスクを追加するには、まずコンピュータにハードディスクを取り付ける必

要があります。 

新しいハードディスクを追加する手順は、次のとおりです。 



 

 

 [ツールとユーティリティ] タブをクリックし、[新しいディスクの追加] をクリックし

ます。 

 新しいディスクの追加ウィザードのステップに従います。 

 

32 ビットバージョンの Windows XP を使用している場合、このオペレーティングシステムでは GPT

ディスクがサポートされないため、ウィザードには [初期化オプション] のステップが表示されませ

ん。 

セクションの内容 

ハードディスクの選択 ................................................................................... 169 

初期化方法の選択 ......................................................................................... 170 

新しいパーティションの作成 ........................................................................... 170 
 

8.3.1 ハードディスクの選択 

コンピュータに追加したハードディスクを選択します。複数のハード ディスクを追加した

場合は、そのうちの 1 台を選択し、[次へ] をクリックして先に進みます。後で、新しいデ

ィスクの追加ウィザードを起動し、別のディスクを追加することもできます。 

新しいディスクにパーティションがあると、これらのパーティションは削除されるという警告メッセ

ージが Acronis True Image OEM に表示されます。 

 
 



 

 

8.3.2 初期化方法の選択 

Acronis True Image OEM は MBR と GPT の両方のパーティショニングに対応していま

す。GUID パーティション テーブル（GPT)は、ハード ディスクの新しいパーティショニン

グ方法であり、従来の MBR よりもパーティショニング方法として優れています。オペレー

ティング システムが GPT ディスクをサポートする場合、新しいディスクを GPT ディス

クとして初期化することを選択できます。 

 

 GPT ディスクを追加するには、[GPT レイアウトでディスクを初期化する] をクリック

します。 

 MBR ディスクを追加するには、[MBR レイアウトでディスクを初期化する] をクリッ

クします。 

該当の初期化方法を選択したら、[次へ] をクリックします。 

 
 

8.3.3 新しいパーティションの作成 

ハードディスクの空き領域を使用するには、パーティションが作成されている必要がありま

す。パーティショニングは、ハード ディスクの空き領域を、パーティションと呼ばれる論

理領域に分割する処理です。パーティションごとに、ドライブ文字を割り当てたり、独自の

ファイル システムをインストールしたりして、別々のディスクとして利用することができ

ます。 



 

 

新しいパーティションを作成する手順は、次のとおりです。 

1. ウィザードの [パーティションの作成] で未割り当て領域を選択してから、[新しいパー

ティションを作成する] をクリックします。 

2. 作成するパーティションについて、以下の設定を指定します。 

 サイズと位置 

 ファイル システム 

 パーティションの種類（MBR ディスクでのみ使用可能) 

 パーティションのドライブ文字とラベル 

詳細については、「パーティションの設定 『171ページ 』」を参照してください。 

3. [確定] をクリックします。 

 
 

8.3.3.1 パーティションの設定 

サイズ 

パーティションのサイズを変更するには、以下のいずれかを実行します。   

 パーティションの境界にマース カーソルを置きます。カーソルが二重矢印になったら、

この二重矢印をドラッグしてパーティションのサイズを拡大または縮小します。 

 希望するパーティションのサイズを [パーティション サイズ] フィールドに入力しま

す。 



 

 

パーティションを移動するには、以下のいずれかを実行します。 

 パーティションを新しい位置までドラッグします。 

 希望するサイズを [前方の空き領域] フィールドまたは [後方の空き領域] フィールド

に入力します。 

パーティションを作成する場合は、作成パーティションの前にシステムのニーズに合わせて未割り当

て領域が予約されることがあります。 

ファイル システム 

パーティションをフォーマットしないままにするか、または次のファイル システムの種類

から選択することができます。 

 [NTFS] は、Windows NT、Windows 2000、Windows XP 以降のオペレーティング

システムのネイティブのファイルシステムです。これらのオペレーティング システムを

使用している場合に選択してください。Windows 95/98/Me および DOS からは、

NTFS パーティションにアクセスできないことに注意してください。 

 [FAT32] は、FAT ファイル システムの 32 ビット版で、最大 2 TB のボリュームを

サポートします。 

 [FAT 16] は、DOS ネイティブのファイル システムです。ほとんどのオペレーティン

グ システムはこのファイル システムを認識します。ただし、ディスク ドライブのサイ

ズが 4 GB を超える場合は、FAT16 でフォーマットすることはできません。 

 [Ext2] は、Linux ネイティブのファイル システムです。十分に高速ですが、ジャーナ

リング ファイル システムではありません。 

 [Ext3] は、Red Hat Linux Version 7.2 で正式に導入された、Linux のジャーナリン

グ ファイル システムです。Ext2 との上位および下位互換性があります。複数のジャー

ナリング モードを備え、32 ビットおよび 64 ビット アーキテクチャの双方で、プラ

ットフォームに依存しない幅広い互換性を実現します。 

 [Ext4] は、Linux の新しいファイル システムです。このシステムでは、ext3 よりも

機能が拡張されています。このシステムでは、ext2 および ext3 に対する下位互換性が

完全に維持されています。ただし、ext3 の ext4 に対する上位互換性は限定的です。 

 [ReiserFS] は、Linux のジャーナリング ファイル システムです。一般的に Ext2 よ

り信頼性が高く高速です。Linux のデータ パーティションにはこれを選択します。 



 

 

 [Linux Swap] は、Linux 用のスワップ パーティションです。Linux 用のスワップ領

域を広げる必要がある場合に選択してください。 

ドライブ文字 

パーティションに割り当てるドライブ文字を選択します。[自動] を選択すると、アルファ

ベット順で最初の未使用のドライブ文字が割り当てられます。 

パーティション ラベル 

パーティション ラベルは、パーティションを簡単に識別できるように割り当てる名前です。

たとえば、オペレーティング システムがインストールされているパーティションは 

System、データが保存されているパーティションは Data、などのように名前を付けます。

パーティション ラベルはオプションの属性です。 

パーティションの種類（これらの設定は、MBR ディスクのみで利用できます) 

新しいパーティションの種類を「プライマリ」または「論理」として指定することができま

す。 

 プライマリ: このパーティションからコンピュータを起動できるようにする場合は、こ

のパラメータを選択します。それ以外の場合は、論理ドライブとして作成することをお

すすめします。各ドライブを、4 つのプライマリ パーティションだけにするか、または 

3 つのプライマリ パーティションと 1 つの拡張パーティションにすることができま

す。 

注意:複数のプライマリパーティションがある場合に、アクティブになるのは一度に 1 つ

だけです。他のプライマリパーティションは隠しパーティションとなり、オペレーティ

ングシステムからアクセスできなくなります。 

 パーティションをアクティブとしてマークする: このパーティションにオペレーティ

ング システムをインストールする予定の場合は、このチェック ボックスをオンに

します。 

 [論理]: このパーティションにオペレーティング システムをインストールして起動する

予定がない場合は、このパラメータを選択します。論理ドライブは、パーティション分

割されて独立した単位として割り当てられた物理ディスクの一部ですが、それぞれ別の

ドライブとして機能します。 
 



 

 

8.4 セキュリティとプライバシーのツール 

注意:ご使用の True Image エディションでは一部の機能を使用できない場合があります。 

 Acronis True Image OEM には、ハード ディスク ドライブ全体と個々のパーティション

のデータを確実に消去するためのユーティリティが含まれています。このユーティリティで

は、個別ファイルを消去したり、システムでのユーザーの操作履歴を消去したりすることも

できます。 

古いハードディスク ドライブを新しい大容量のディスクに交換するときに、古いディスク

上に個人的な機密情報が大量に残ってしまうことがあります。このような情報は、たとえデ

ィスクが再フォーマットされたとしても、復元できてしまうことがあります。 

Acronis DriveCleanser は、ハードディスク ドライブやパーティション上の機密情報を消

去するツールです。このツールに採用されている技術は、ほとんどの国や州の基準を満たす

か上回っています。データ消去の方法は、機密情報の重要性に応じてさまざまなものから選

択することができます。 

ファイルシュレッダーは、機能は同じですが、個々のファイルやフォルダに対して実行する

ことができます。 

データ消去方法については、このガイドの「ハードディスクの消去方法 『189ページ 』」

で詳しく説明されています。 

セクションの内容 

Acronis DriveCleanser .................................................................................. 174 

システム クリーンアップ ............................................................................... 180 

ハード ディスクの消去方法 ............................................................................ 189 
 

8.4.1 Acronis DriveCleanser 

Acronis DriveCleanser では、選択したハード ディスクやパーティション上のすべてのデ

ータを完全に消去できます。この消去には、既存のアルゴリズムのいずれかを使用するか、

専用のアルゴリズムを作成できます。詳細については、「アルゴリズムの選択 『176ペー

ジ 』」を参照してください。 



 

 

ハード ディスク ドライブのクローン作成が必要な理由 

破棄対象の古いハード ディスク ドライブがフォーマットされている場合、データは完全に

消去されないため、取得されてしまう可能性があります。これにより、個人情報が不正に利

用されることも考えられます。こうしたことが起こらないよう、次に当てはまる場合は 

Acronis DriveCleanser を使用することをおすすめします。 

 古いハード ディスク ドライブを新しいハード ディスク ドライブに交換し、古いドラ

イブをこれ以上使用する予定がない。 

 古いドライブを親戚や友人に譲る。 

 古いハード ディスク ドライブを売却する。 

Acronis DriveCleanser の使用方法 

ディスク上のデータを完全に消去する手順は、次のとおりです。 

1. スタート ボタン → [Acronis]（製品フォルダ) → [True Image] → [ツールとユーテ

ィリティ] → [DriveCleanser] の順にクリックします。 

Acronis DriveCleanser ウィザードが表示されます。 

2. [ソースの選択] で、消去するディスクとパーティションを選択します。詳細については、

「ソースの選択 『176ページ 』」を参照してください。 

3. [アルゴリズムの選択] で、データの消去に使用するアルゴリズムを選択します。詳細に

ついては、「アルゴリズムの選択 『176ページ 』」を参照してください。 

4. （オプションの手順)専用のアルゴリズムを作成することもできます。詳細については、

「ユーザー定義アルゴリズムの作成」を参照してください。 

5. （オプションの手順)[消去後の処理] で、データの消去が完了したときのパーティショ

ンやディスクの処理方法を選択します。詳細については、「消去後の処理 『179ペー

ジ 』」を参照してください。 

6. [完了] で、指定した設定が正しいことを確認します。処理を開始するには、[選択され

ているパーティションを完全に消去する] チェック ボックスをオンにし、[実行] をク

リックします。 

選択したパーティションの合計サイズと選択したデータ消去アルゴリズムによっては、データ消去に

数時間がかかることがあります。 
 



 

 

8.4.1.1 ソースの選択 

[ソースの選択] で、データを消去するディスクとパーティションを選択します。 

 パーティションを選択するには、該当する四角形をクリックします。赤いマーク（ )は、

そのパーティションが選択されていることを示します。 

 ハード ディスク全体を選択するには、ディスク アイコン（ )をクリックします。 

 

Acronis DriveCleanser は、ダイナミック ディスクおよび GPT ディスクのパーティションを削除

できないため、これらのパーティションは表示されません。 

 

8.4.1.2 アルゴリズムの選択 

[アルゴリズムの選択] で、以下のいずれかを実行します。 

 既存のアルゴリズムのいずれかを使用するには、希望するアルゴリズムを選択します。

詳細については、「ハード ディスクの消去方法 『189ページ 』」を参照してください。 

 （上級ユーザーのみ)ユーザー定義アルゴリズムを作成するには、[ユーザー定義] を選

択します。[アルゴリズムの定義] でアルゴリズムの作成を続けます。後で、作成したア

ルゴリズムを拡張子 .alg のファイルに保存することができます。 



 

 

 以前保存したユーザー定義アルゴリズムを使用するには、[ファイルから読み込む] を選

択し、アルゴリズムが保存されているファイルを選択します。 

 
 

ユーザー定義アルゴリズムの作成 

消去アルゴリズムの定義 

[アルゴリズムの定義] には、これから作成するアルゴリズムのテンプレートが表示されま

す。 

この表には次の内容が表示されています。 

 最初の列は処理の種類（記号をディスクに書き込む、書き込みを検証する)を示します。 

 2 番目の列はディスクに書き込むデータのパターンを示します。 

各行で、工程の際に実行する処理を定義します。アルゴリズムを作成するには、この表に、

データを安全に消去するのに十分と思われる行を追加します。 

新しい工程を追加する手順は、次のとおりです。 



 

 

1. [追加] をクリックします。[消去時の工程の調整] ウィンドウが表示されます。 

 

2. オプションを選択します。 

 パターンを書き込む 

0x00、0xAA、0xCDなど、16進数の値を入力します。これらの値は1バイトの長さ

ですが、512 バイトまで設定できます。このような値以外にも、512 バイトまでの

任意の長さで 16 進数のランダム値を入力できます。 

バイナリ値が 10001010（0x8A)の場合、この補数のバイナリ値は 01110101（0x75)となり

ます。 

 ランダムな値を書き込む。ランダムな長さ 

ランダムな値の長さをバイト単位で指定します。 

 前工程のパターンの補数を書き込む 

True Image は前工程でディスクに書き込まれた値に補足値を追加します。 

 ベリファイ 

True Image は前工程でディスクに書き込まれた値を検証します。 

3. [OK] をクリックします。 

既存の工程を編集する手順は、次のとおりです。 

1. 該当する行を選択して [編集] をクリックします。 

[消去時の工程の調整] ウィンドウが表示されます。 

注意: 複数の行を選択した場合、新しい設定は選択した工程すべてに適用されます。 



 

 

2. 設定を変更して [OK] をクリックします。 

ファイルへのアルゴリズムの保存 

作成したアルゴリズムをファイルに保存して後でそのアルゴリズムを使用する手順は、次の

とおりです。 

1. [ユーザー定義消去アルゴリズムの保存] で、[ファイルに保存] を選択して [次へ] を

クリックします。 

2. 表示されるウィンドウで、ファイルの名前と場所を指定し、[OK] をクリックします。 
 

8.4.1.3 消去後の処理 

[消去後の処理] ウィンドウでは、データ消去対象として選択されたパーティションに対し

て実行する処理を選択できます。Acronis DriveCleanser で選択できるオプションは次の 3 

つです。 

 [何もしない]: 以下で選択されているアルゴリズムを使用してデータの消去のみを行い

ます。 

 [パーティションを削除する]: データを消去して、パーティションを削除します。 

 [フォーマットする]: データを消去して、パーティションをフォーマットします（デフォ

ルト)。  

 
 



 

 

8.4.2 システム クリーンアップ 

システム クリーンアップ ウィザードを使用して、ユーザー名、パスワードなどの個人情報

を含む、コンピュータ操作に関するすべての履歴を安全に削除することができます。 

以下の処理を実行することができます。 

 Windows のごみ箱のデータを安全に消去します。 

 一時ファイルを、該当する Windows フォルダから削除します。 

 ハード ディスクの空き領域に以前保存されていた情報の痕跡をクリーンアップします。 

 接続されているディスクやローカル エリア ネットワーク内のコンピュータに対するフ

ァイルとコンピュータ検索の履歴を削除します。 

 最近使ったドキュメントの一覧を消去します。 

 「ファイル名を指定して実行」の一覧を消去します。 

 開いた/保存したファイルの履歴を消去します。 

 ネットワーク認証情報を使用してユーザーが接続したネットワーク プレースの一覧を消

去します。 

 Windows によって保存されている、最近実行したプログラムに関する情報を 

Windows Prefetch ディレクトリ から消去します。 

Windows 7 以降のオペレーティングシステムでは、ファイルやコンピュータの検索に関する情報は

保存されません。また、開いたファイルや保存したファイルの情報は別の方法でレジストリに保存さ

れますので、ウィザードでは異なる方法でその情報が表示されます。 

*** 

Windows はセッション終了までパスワードを保存するため、ネットワーク ユーザーの認証情報の一

覧を消去しても、ログアウトまたはコンピュータの再起動によって現在の Windows セッションを終

了するまでは処理は有効になりません。 

システム クリーンアップ ウィザードを開始するには、スタート ボタン → [Acronis]（製

品フォルダ) → [True Image] → [ツールとユーティリティ] → [システム クリーンアッ

プ] の順にクリックします。 



 

 

ウィザードを起動すると、Windows に保存されたユーザー操作の履歴が検索されます。検

索が終了すると、ウィザード ウィンドウの上部に結果が表示されます。 

 

検索結果を表示して、削除する項目を手動で選択することができます。 

システム クリーンアップのデフォルトの設定を変更するには、システム クリーンアップ 

ウィザードの最初に表示されるウィンドウで、対応するリンクをクリックします。 

[クリーンアップ] をクリックすると、検出された項目が削除されます。 
 

8.4.2.1 クリーンアップの設定 

クリーンアップの設定ウィンドウで、すべてのシステム コンポーネントのクリーンアップ

の設定を変更できます。設定の中には、すべてのコンポーネントに適用されるものもありま

す。 

コンポーネントに対するクリーンアップの設定を変更する手順は、次のとおりです。 

 ツリーの [システム コンポーネント] 項目を展開し、変更が必要なコンポーネントのク

リーンアップ設定を選択します。クリーンアップ ウィザードでコンポーネントのスキャ

ンを有効または無効にできます。この設定を行うには、[有効] チェックボックスをオン

またはオフにします。 

必要に応じて、コンポーネントを展開してさらにカスタマイズすることもできます。カ

スタマイズできる項目には、データ消去方法、消去するファイル、ローカル ネットワー



 

 

ク内のコンピュータの検索に使用されたレジストリ検索文字列をクリーンアップするか

否かなどがあります。カスタマイズするには、コンポーネントの近くにある三角形をク

リックし、一覧からオプションを選択して設定を指定します。 

 目的のコンポーネントのプロパティを設定し、[OK] をクリックして設定を保存します。

これらの設定は、次回クリーンアップ ウィザードを起動したときにデフォルトとして使

用されます。 

変更したクリーンアップ設定はいつでもプログラムのデフォルト設定に戻すことができます。

戻すには、[デフォルトに戻す] ボタンをクリックしてください。 

システム コンポーネント: 

 ごみ箱 

 一時ファイル 

 ハードディスクの空き領域 

 検索したコンピュータの一覧 

 検索したファイルの一覧 

 最近使用したドキュメントの一覧 

 ファイル名を指定して実行の一覧 

 開いた/保存したファイルの履歴 

 ユーザーのログイン情報 

 Windows プリフェッチ ディレクトリ 
 

8.4.2.2 デフォルトのクリーンアップ オプション 

クリーンアップのデフォルトのオプションは、[データ消去方法] オプションのページの 

[クリックするとこの設定を変更できます] リンクをクリックして変更できます。 

デフォルトのクリーンアップ オプションを変更する手順は、次のとおりです。 

 変更が必要なコンポーネントのクリーンアップ設定をツリーから選択します。 

 オプションを変更したら、[OK] をクリックして設定を保存します。 

変更したクリーンアップ設定はいつでもプログラムのデフォルト設定に戻すことができます。

戻すには、[デフォルトに戻す] ボタンをクリックしてください。 
 



 

 

全般 

デフォルトでは、各クリーンアップ手順が終了するたびに [概要] ダイアログ ウィンドウ

が表示されます（[概要の表示] チェックボックスがオンになっている場合)。このウィンド

ウを表示する必要がない場合は、チェックボックスをオフにしてください。 
 

クリーンアップ オプション 

システム クリーンアップには、よく知られているさまざまなデータ消去方法が使用されま

す。ここでは、他のすべてのコンポーネントでデフォルトで使用される共通のデータ消去方

法を選択できます。 

データ消去方法については、このガイドの「ハード ディスクの消去方法 『189ページ 』」

で詳しく説明されています。 
 

8.4.2.3 特定のクリーンアップ オプション 

次のクリーンアップ オプションをカスタマイズできます。 

 データ消去方法 

 デフォルト オプション 

 ファイル 

 ドライブ空き領域 

 コンピュータ 

 コマンド 

 ネットワーク プレースのフィルタ 
 

データ消去方法 

システム クリーンアップには、よく知られているさまざまなデータ消去方法が使用されま

す。ここでは使用するデータ消去方法を選択する必要があります。 

 [共通の方法を使用する] - このパラメータがオンの場合は、デフォルトの方法が使用さ

れます（初期設定は「高速」方式です)。 

別の消去方法をデフォルトとして設定するには、該当するリンクをクリックします。 



 

 

 [このコンポーネントにユーザー定義の方法を使用する] - このパラメータを選択すると、

あらかじめ設定されているデータ消去方法をドロップダウン リストから選択できます。 

データ消去方法については、このガイドの「ハード ディスクの消去方法 『189ページ 』」

で詳しく説明されています。 
 

ファイル 

[ファイル] の設定では、システム クリーンアップ ウィザードによってクリーンアップす

るファイルを指定します。検索文字列を指定することもできます。 

 

Windows オペレーティング システムでは、ファイル名の全体または一部を検索文字列で

表現することができます。検索文字列には、任意の英数字と、カンマなどの記号およびワイ

ルドカードを使用できます。値の例を次に示します。 

 *.* - ファイル名や拡張子にかかわらず、すべてのファイルが削除されます。 

 *.doc - 指定された拡張子ファイル（この例では Microsoft Word の文書ファイル)が削

除されます。 

 read*.* - ファイル名が「read」で始まるファイルが拡張子に関係なくすべて削除され

ます。 

 read?.* - 「read」で始まる 5 文字のファイル名を持つファイルが（5 文字目は任意の

文字)、拡張子に関係なくすべて削除されます。 



 

 

たとえば上記の最後の検索文字列では、read1.txt および ready.doc ファイルは削除さ

れますが、readyness.txt は、ファイル名が 5 文字より長いため削除されません（拡張

子はファイル名の文字数に含まれません)。 

検索文字列を複数入力するには、次の例のようにセミコロンで区切ります。 

*.bak;*.tmp;*.~~~（検索文字列の間にスペースは不要) 

検索文字列の 1 つ以上に名前が一致するファイルが、すべて削除されます。 

[ファイル] の設定値を入力した後で、検索文字列と一致するファイルの一覧を表示するこ

とができます。表示するには、[ファイルの表示] をクリックします。見つかったファイル

の名前がウィンドウに表示されます。これらのファイルがクリーンアップの対象となりま

す。 
 

ドライブ空き領域 

ここでは、空き領域をクリーンアップするドライブを手動で指定できます。デフォルトでは、

使用可能なすべてのドライブの空き領域がシステム クリーンアップでクリーンアップされ

ます。 

このパラメータの設定を変更する場合は、[削除] ボタンを使用すると、空き領域をクリー

ンアップしないドライブを一覧から削除することができます。 



 

 

そのドライブを再び一覧に追加するには、[追加] ボタンをクリックします。 

 
 

コンピュータ 

[コンピュータ] 設定は、ローカル ネットワーク内のコンピュータの検索に使用したレジス

トリ検索文字列のクリーンアップに使用されます。この検索文字列に保持される情報は、ネ

ットワーク内でユーザーが何を探していたかを表します。機密性を維持するには、このよう

な項目も削除する必要があります。 

[コンピュータ] 設定は、[ファイル] 設定と似ています。この文字列には、コンピュータ名

の全体または一部をセミコロンで区切って入力します。指定できる数の制限はありません。

コンピュータの検索文字列の削除は、Windows の規則に従い、[コンピュータ] 設定値との

比較に基づいて行われます。 

ローカル ネットワーク コンピュータ検索文字列をすべて削除したい場合は、この設定をデ

フォルト値のままにしてください。デフォルト設定を復元する手順は、次のとおりです。 

 [検索したコンピュータの一覧] コンポーネントを選択します。 

 [有効] チェックボックスがオンになっていることを確認します。 

 [コンピュータ] 設定を選択し、そのテキスト ボックスの内容が消去されていることを

確認します。 

こうすると、すべてのコンピュータ検索文字列がレジストリから削除されます。 



 

 

[コンピュータ] の設定値を入力した後に、システム クリーンアップ ウィザードによって

レジストリ内で検出された検索文字列を一覧表示することができます。表示するには、[コ

ンピュータの表示] をクリックします。ネットワーク上で検索されたコンピュータ名（完全

なコンピュータ名またはその一部)がウィンドウに表示されます。これらの項目が削除され

ます。 
 

「コマンド」の設定 

ここでは、Windows の実行一覧のクリーンアップ時に削除するコマンドを選択できます。 

このテンプレートには、任意のコマンド名を含めるか、次のようにコマンドの一部をセミコ

ロンで区切って含めることができます。 

*help; cmd; reg* 

この手順により、名前に対応したコマンド、または入力した名前またはその一部を含むコマ

ンドが削除されます。 

 
 

ネットワーク プレースのフィルタ 

ここでは、過去に認証情報（ユーザー名およびパスワード)を入力して接続したネットワーク 

プレース、サーバー、FTP サーバー、ネットワーク共有デバイスなどのホスト名または IP 

アドレスを入力できます（セミコロンで区切って入力)。ホスト名や IP アドレスを入力する

ときは、* および ? のワイルドカードを使用できます。 



 

 

[ネットワーク プレースを表示する] をクリックすると、削除しようとしている認証情報を

使用して過去にアクセスしたネットワーク プレースの一覧が表示されます。 
 

8.4.2.4 プレビュー 

スキャンが終了すると、その結果がウィザードウィンドウの上の部分に表示されます。デフ

ォルトでは、クリーンアップ用にすべてのシステムコンポーネントがスキャンされます。ど

のコンポーネントをスキャンし、どのコンポーネントをスキャン対象から除外するかをカス

タマイズするには、クリーンアップのデフォルト設定を変更します。 

検索結果を表示して、クリーンアップする項目の選択と残す項目の選択解除を手動で行うこ

とができます。正しく選択できるように、どのコンポーネントにも簡単な説明が付いていま

す。コンポーネントの名前をクリックすると、その説明がウィンドウの右側に表示されま

す。 

コンポーネントを選択/選択解除する手順 

 システムクリーンアップツリーの [システムコンポーネント] 項目を展開し、クリーン

アップするコンポーネントのチェックボックスをオンにします。コンポーネントをクリ

ーンアップしない場合は、そのコンポーネントのチェックボックスをオフにします。 

 必要に応じて、コンポーネントを展開し、さらに下位の内容をオンまたはオフにするこ

ともできます。 

クリーンアップするコンポーネントを指定したら、[クリーンアップ] ボタンをクリックし

て先に進みます。 

Windows 7 以降のオペレーティングシステムでは、ファイルやコンピュータの検索に関する情報は

保存されません。また、開いた/保存したファイルの情報をレジストリに保存する方法も異なるため、

ウィザードでのこの情報の表示方法も異なります。 

 

8.4.2.5 クリーンアップの進行状況 

処理のステータス ウィンドウでは、現在の処理の状態についての情報が表示されます。 

進行状況バーは、選択した処理の完了レベルを示しています。 

場合によっては、処理が完了するまでに時間がかかることがあります。このような場合に 

[終了後コンピュータをシャットダウンする] チェックボックスをオンにすると、処理が完



 

 

了したときに Acronis True Image OEM によってコンピュータがシャットダウンされま

す。 
 

8.4.3 ハード ディスクの消去方法 

問題点 

情報をハード ディスクから削除するときに、安全ではない手段（たとえば Windows での

単純な削除)を使用すると、その情報は簡単にリカバリできてしまいます。特殊な機器を使

用すれば、繰り返し上書きされた情報でもリカバリできます。 

漏洩のメカニズム 

ハード ディスクに格納されるデータは、1 と 0 の 2 進数のシーケンスとなっており、こ

のことはディスクの部分ごとに磁化を変化させるという方法で表現されます。 

一般的に言って、ハード ディスクに書き込まれた 1 はハードディスク コントローラによ

って 1 として読み取られ、0 は 0 として読み取られます。ただし、0 に 1 を上書きする

と、ある条件の下ではその結果は 0.95 となり、1 を 1 に上書きすると結果は 1.05 とな

ります。このような違いは、コントローラにとっては無関係です。しかし、特殊な機器を使

用すれば、「下に隠れている」0 と 1 のシーケンスを簡単に読み取ることができます。 

Acronis で使用できる情報消去方法 

情報の抹消を保証する技術に関する具体的な理論は、Peter Gutmann 氏による論文で紹介

されています。『Secure Deletion of Data from Magnetic and Solid-State Memory』

（https://www.cs.auckland.ac.nz/~pgut001/pubs/secure_del.html)を参照してくださ

い。 

No. アルゴリズム（書き込み方

法) 

工程数 記録 

1. 米国国防省準拠 DoD 

5220.22-M 方式 

4 1 第 1
 
工程: 各セクタの各バイトにランダムに選

択した記号。第2 工程: 第 1
 
工程で書き込まれた

値の補数。第 3 工程: 再度、ランダムな記号。第

4 工程: 書き込み結果の検証。 

2. 米国海軍準拠 NAVSO 

P-5239-26-RLL 方式 

4 1 第 1
 
工程: 全セクタに 0x01。第 2 工程: 

0x27FFFFFF。第 3 工程: ランダムな記号のシー



 

 

No. アルゴリズム（書き込み方

法) 

工程数 記録 

ケンス。第 4 工程: 検証。 

3. 米国海軍準拠 NAVSO 

P-5239-26-MFM 方式 

4 1 第 1
 
工程: 全セクタに 0x01。第 2 工程: 

0x7FFFFFFF。第 3 工程: ランダムな記号のシー

ケンス。第 4 工程: 検証。 

4. ドイツ VSITR 方式 7 1 第 1～第 6
 
工程

 
: 0x00 と 0xFF を交互に。第 7

 

工程: 0xAA。つまり、順番に 0x00、0xFF、

0x00、0xFF、0x00、0xFF、0xAA となる。 

5. ロシア GOST P50739-95

方式 

1 セキュリティレベルが
 
6～4

 
のシステムの場合、

各セクタの各バイトに論理値ゼロ（数値 0x00)。 

セキュリティレベルが
 
3～1

 
のシステムの場合、

各セクタの各バイトにランダムに選択された記

号（数値)。 

6. グートマン（Peter 

Gutmann)方式 

35 非常に高度な方式。この方式は、ハードディス

クの情報抹消についての Peter Gutmann 氏の理

論に基づいている（『Secure Deletion of Data 

from Magnetic and Solid-State Memory』を参

照)。 

7. Bruce Schneier 方式 7 Bruce Schneier が著書『応用暗号論』で提唱し

ている 7 回の工程で上書きする方法。11
 
工程目

で 0xFF を、2
 
工程目で 0x00 を書き込み、その

後、暗号的にセキュリティの高い擬似ランダム

シーケンスで 5 工程の書き込みを行う。 

8. 高速 1 全セクタに対して論理値ゼロ（数値 0x00)で抹

消。 
 

8.5 イメージのマウント 

イメージを仮想ドライブとしてマウントすると、物理ドライブのようにファイルにアクセス

できます。パーティションまたはディスクドライブ全体を含むローカルバックアップをマウ

ントしてから、マウントするパーティションを選択することができます。マウント後: 



 

 

 マウントされたパーティションごとに、新しいディスクがシステムに表示されます。 

 File Explorer やその他のファイルマネージャでイメージの内容を読み取り専用モードで

確認できます。 

このセクションで説明した処理は、FAT および NTFS でファイル システムでのみサポートされま

す。 

ディスク バックアップが FTP サーバーに保存されている場合には、マウントできません。 

イメージのマウント方法 

1. File Explorer で、マウントするイメージファイルを右クリックし、[イメージのマウン

ト] をクリックします。 

マウント ウィザードが開きます。 

2. 作成日時に基づいてマウント対象のバックアップを選択します。これにより、特定時点

のデータの状態を参照できます。 

 

3. （オプションの手順)[ドライブ文字] で、仮想ディスクに割り当てる文字を [マウント 

ドライブ文字] ドロップダウン リストから選択します。パーティションをマウントしな

い場合は、ドロップダウン リストから [マウントしない] を選択するか、該当するパー

ティションのチェックボックスをオフにします。 

4. [実行] をクリックします。 

5. イメージが接続されると、File Explorer が起動し、仮想ディスクの内容が表示されま

す。 
 



 

 

8.6 イメージのアンマウント 

仮想ディスクの維持にはかなりのシステム リソースが消費されるため、必要な操作がすべ

て終了したら、仮想ディスクをマウント解除することをおすすめします。 

イメージのマウント解除を行うには、以下のいずれかを実行します。 

 File Explorer で、ディスクアイコンを右クリックして、[マウント解除] をクリックしま

す。 

 コンピュータを再起動するかシャットダウンします。 
 

8.7 .vhd（x)ファイルの使用方法 

ディスクまたはパーティションの Acronis バックアップ（.tib ファイル)は、仮想ハードディ

スク（.vhd（x)ファイル)に変換することができます。 

.vhd（x)ファイルの使用方法 

 変換した .vhd（x)ファイルからコンピュータを起動して、バックアップが有効かどうか、

また起動可能なオペレーティングシステムに復元できるかどうかをテストできます。 

 変換した .vhd（x)ファイルは、緊急時用に保管できます。たとえば、コンピュータが起

動しないけれども、すぐに稼働する必要がある場合、.vhd（x)ファイルから起動できま

す。 

 Windows 7 では、.vhd（x)ファイルを追加ドライブとしてマウントできます。.vhd（x)

ファイルには、システムまたはシステム以外のどのようなパーティションでも含めるこ

とができます。 

 変換した .vhd（x)ファイルは、仮想コンピュータとして稼働することができます。 

制限事項と追加情報 

 ファイルのバックアップは、.vhd（x)ファイルに変換できません。 

 変換された .vhd（x)ファイルから起動するには、以下を含む必要があります。 

 同じコンピュータのシステム パーティション。同じ .vhd（x)ファイルを使用して、

他のコンピュータを起動することはできません。 

 Windows 7 以降のオペレーティングシステム。 



 

 

 起動済みまたはマウント済みの .vhd（x)ファイルに加えた変更は .vhd（x)ファイルに

保存されます。.vhd（x)ファイルから起動し、バックアップされなかったデータに変更

を加えた場合、変更はライブシステムに影響を及ぼします。 

 ブータブルメディアからの起動時に開始されるスタンドアロン版 Acronis True Image 

OEM 『204ページ 』 では、変換処理がサポートされていません。 

 Acronis True Image OEM は、元々複数のディスクドライブにあったダイナミックボリ

ュームを含む .tib ファイル（スパンまたはストライプダイナミックボリュームなど)を変

換できません。 
 

8.7.1 Acronis バックアップの変換 

Windows 7以降のバージョンのEnterpriseエディションまたはUltimateエディションを使

用している場合は、システムパーティションの .tib イメージを .vhd（x)形式に変換してお

くと、変換後の .vhd（x)ファイルを使用してオペレーティングシステムを起動できるように

なります。また、Acronis True Image OEM を使用しなくてもイメージをマウントできる

ようになります。 

Acronisのディスクイメージ（.tibファイル)を Windowsバックアップ（.vhd（x)ファイ

ル)に変換する手順は、次のとおりです。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. [バックアップ] セクションに移動します。 

3. バックアップリストで、変換するバックアップの横にある下矢印アイコンをクリックし、

[VHDに変換] をクリックします。 

バックアップがパスワードで保護されている場合は、パスワードを入力する必要があり

ます。作成された .vhd（x)ファイルはパスワードで保護されないことに注意してくださ

い。 

4. 変換するバックアップのバージョンを選択します。 

増分バックアップを変換するには、それ以前のすべての増分バックアップと、元の完全

バックアップが必要です。差分バックアップを変換するには、元の完全バックアップが

必要です。変換の結果は必ず、完全バックアップになります。 

5. 作成するファイルのパスを指定します。 



 

 

ファイルを作成するロケーションは、Acronis True Image OEM によってサポートされ

るローカルストレージであればどれでもかまいません（Acronis Secure Zone と

CD/DVD を除く)。さらに、SMB 共有に格納することもできます。 

6. [オプションの手順] バックアップが変換されている間、[完了後に仮想コンピュータを

起動する] チェックボックスをオンにすることができます。オンになっている場合、

Acronis True Image OEM はコンピュータを再起動し、作成された.vhd（x)ファイルを

使用して Hyper-V 仮想マシンを実行します。 

変換対象として選択した .tib イメージに含まれるパーティションが、たとえば 2 つの物理ハ

ードディスクドライブからのものである場合は、物理ドライブに合わせて 2 つの .vhd（x)

ファイルが作成されます。 
 

8.8 バックアップ設定のインポートとエクスポート 

Acronis True Image OEM を使用して、バックアップ設定をインポートおよびエクスポー

トすることができます。この機能は、新しいコンピュータに Acronis True Image OEM を

インストールした後に、設定を転送する必要がある場合に便利です。また、設定を保存する

ことで、次のバージョンの Acronis True Image OEM へのアップグレードも簡単に行える

ようになります。 

設定を転送することにより、新しいコンピュータでのバックアップの設定が大幅に簡単にな

ります。設定をエクスポートして、それを別のコンピュータにインポートするだけです。設

定は、スクリプト ファイルの形式でエクスポートされます。 

設定の内容は、バックアップの種類に応じて異なります。「クラシック」ディスクのバック

アップとファイルのバックアップの場合、設定は次の項目で構成されます。 

 バックアップの項目一覧 

 バックアップ オプション 

 バックアップの保存先 

 スケジュール 

 バックアップ スキーム 

 自動クリーンアップのルール 

 バックアップ バージョンの命名規則 



 

 

ノンストップバックアップの設定は次のとおりです。 

 ノンストッププロテクションの項目一覧 

 ノンストップバックアップデータの保存場所（保存場所が複数存在する場合は、保存場所

の一覧) 

あるコンピュータのオンラインバックアップ設定を別のコンピュータにインポートすることはできま

せん。 

バックアップの設定をエクスポートする手順は、次のとおりです。 

1. Acronis True Image OEM を起動します。 

2. サイドバーで、[設定] > [バックアップ設定の転送] とクリックし、[設定をファイルに

保存する] をクリックして、スクリプトファイルと設定の保存先を参照します。 

バックアップの設定をインポートする手順は、次のとおりです。 

1. Acronis True Image OEM を別のコンピュータで起動します。 

2. サイドバーで、[設定] > [バックアップ設定の転送] とクリックし、[ファイルから設定

をインポートする] をクリックして、スクリプトファイルのパスと設定を表示します。 

設定をインポートした後に、新しい環境に合わせて一部の設定を変更しなければならないこ

とがあります。たとえば、バックアップの項目一覧やバックアップの保存先などを変更しな

ければならないなどです。 

別のコンピュータにバックアップをコピーする場合は、それらのバックアップの設定もエク

スポートすることをお勧めします。これにより、コピーしたバックアップの機能を維持する

ことができます。 

 



 

 

9 トラブルシューティング 
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9.1 Acronis システム レポート 

製品のサポート センターへのお問い合わせの際には、通常、問題を解決するためにご使用

のシステムに関する情報が必要になります。この情報を取得する処理は、簡単に実行できな

い場合や時間がかかる場合があります。システム レポートの生成ツールを利用すれば、こ

の手順を簡素化できます。ツールを使うと必要なすべての技術情報を含むシステム レポー

トが生成されます。この情報をファイルに保存し、必要に応じて、作成したファイルを問題

の報告に添付して製品のサポート センターに送信することができます。このようにツール

を使えば、問題解決の手順を簡素化し、解決に要する時間を短縮することができます。 

システム レポートを生成するには、以下のいずれかを実行します。 

 メイン プログラム ウィンドウで疑問符をクリックして [システム レポートを生成す

る] を選択します。 

 Windows の[スタート]メニューで、[すべてのプログラム]→[Acronis]→[True 

Image]→[ツールとユーティリティ]→[Acronisシステムレポート]の順にクリックし

ます。 

 Ctrl+F7 キーを押します。このキーの組み合わせは、Acronis True Image OEM が他

の処理を実行中であっても、使用できます。 

レポート生成後に、次の操作を行います。 

 生成されたシステム レポートをファイルに保存するには、[保存] をクリックし、表示

されたウィンドウで、作成されるファイルを保存するロケーションを指定します。 

 レポートを保存せずにメイン プログラム ウィンドウを終了するには、[キャンセル] を

クリックします。 



 

 

 ブータブルレスキューメディアを作成すると、Acronisシステムレポートツールが個別

のコンポーネントとしてそのメディアに自動的に配置されます。このコンポーネントを

使用して、コンピュータが起動しないときにシステムレポートを生成できます。メディ

アから起動後、Acronis True Image OEM を実行せずにレポートを生成できます。

USB フラッシュドライブを接続し、[Acronis システムレポート] アイコンをクリック

します。生成されたレポートは USB フラッシュ ドライブに保存されます。 

コマンド プロンプトからのシステム レポートの作成 

1. 管理者として Windows コマンド プロセッサ（cmd.exe)を実行します。 

2. 現在のディレクトリを Acronis True Image OEM インストール フォルダに変更します。

そのためには次のコマンドを入力します。 

cd C:\Program Files (x86)\Acronis\TrueImageHome 

3. システム レポート ファイルを作成するには、次のコマンドを入力します。 

SystemReport 

SystemReport.zip ファイルが現在のフォルダに作成されます。 

別の名前でレポート ファイルを作成する場合は、<file name> の代わりに新しい名前

を入力します。 

SystemReport.exe /filename:<file name> 
 



 

 

9.2 Acronis スマートエラーレポート 

プログラム処理に関するエラーの問題が発生すると、Acronis True Image OEM では、対

応するエラーメッセージが表示されます。エラーメッセージには、イベントコードと、エラ

ーの簡単な説明が含まれています。 

 

インターネットに接続できる場合 

エラーを修正するための解決策が掲載されている Acronis ナレッジベースを表示するには、

[ナレッジベース] ボタンをクリックします。 

確認ウィンドウが開きます。このウィンドウには、インターネットを介して Acronis ナレッ

ジベースに送信される情報が一覧表示されます。[OK] をクリックして、情報の送信を許可

します。 

以降は確認なしで情報を送信したい場合、[常に確認なしで送信する] チェックボックスを

オンにします。 

インターネットに接続できない場合 

1. エラーメッセージウィンドウで、[詳細] をクリックし、イベントコードを書き留めてく

ださい。コードは次のようになります。 

 0x000101F6 - 通常のイベントコードの例です。 



 

 

 0x00970007+0x00970016+0x00970002 - 複合的なイベントコードの例です。この

種のコードは、下位レベルのプログラムモジュールで発生したエラーが上位レベルのモ

ジュールに影響した場合に表示されることがあります。 

1. インターネットに接続している場合や、インターネット接続を利用できる別のコンピュ

ータを利用できる場合は、https://kb.acronis.com/errorcode/ でイベントコードを入

力してください。 
 

9.3 クラッシュダンプの収集方法 

Acronis True Image OEM または Windows の異常終了はさまざまな理由で発生する可能性

があるので、各異常終了の状況を個別に調べる必要があります。Acronis カスタマーサービ

スに次のような情報を提供すると役に立つことがあります。 

Acronis True Image OEMが異常終了した場合は、次の情報を提供してくださ

い。 

1. 問題が発生する前に実行した手順の正確な順序の説明。 

2. クラッシュダンプ。このようなダンプの収集方法については、Acronis サポートナレッ

ジベース（KB)の記事（https://kb.acronis.com/content/27931)を参照してください。 

Acronis True Image OEMが原因でWindowsが異常終了した場合は、次の情報を

提供してください。 

1. 問題が発生する前に実行した手順の正確な順序の説明。 

2. Windows のダンプファイル。このようなダンプの収集方法については、Acronis サポー

ト KB の記事（https://kb.acronis.com/content/17639)を参照してください。 

Acronis True Image OEMが異常停止した場合は、次の情報を提供してくださ

い。 

1. 問題が発生する前に実行した手順の正確な順序の説明。 

2. プロセスのユーザーダンプ。Acronis サポート KB の記事

（https://kb.acronis.com/content/6265)を参照してください。 

3. Process Monitor のログ。Acronis サポート KB の記事

（https://kb.acronis.com/content/2295)を参照してください。 



 

 

この情報にアクセスできない場合は、ファイルをアップロードするための FTP リンクについ

て Acronis サポートセンターに問い合わせてください。 

これらの情報は解決策を見つけるための時間の短縮に役立ちます。 
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10 用語集 

A 

Acronis Active Protection 

ランサムウェア（特定のファイルまたはシ

ステム全体へのアクセスをブロックし、

ブロック解除と引き換えに身代金を要求

する悪意のあるソフトウェア)からデータ

を保護する技術です。このテクノロジは

ヒューリスティックな方法に基づき、コ

ンピュータ上のプロセスをリアルタイム

モードで監視し、コンピュータのデータ

を暗号化する試みが発生するとユーザー

にそれを通知しますファイルが暗号化さ

れた場合、一時コピーまたはバックアッ

プからそれらを復元できます。 
 

Acronis Drive 

ローカルおよびクラウドの両方のアーカ

イブを格納する仮想ドライブ。このドラ

イブには File Explorer の [お気に入り] 

からアクセスでき、アーカイブファイル

を読み取り専用モードで利用できます。 
 

Acronis Notary 

ユーザーはこの技術を使用すると、公証

されたファイルがバックアップ後に変更

されたかどうか検査できます。Acronis 

Notary は、公証対象として選択されたフ

ァイルのハッシュコードに基づいてハッ

シュコードを計算し、ブロックチェーン

ベースのデータベースにハッシュコード

を送信します。ブロックチェーン技術に

より、ハッシュコードが変更されていな

いことを保証できます。したがって、デ

ータベース内のハッシュコードと検査対

象のファイルのハッシュコードを比較す

ることで、ファイルの非改ざん性を簡単

に検証できます。  
 

Acronis Secure Zone 

セキュリティで保護されている、ハード

ディスク上のバックアップ 『205ページ 』

保存用のパーティションです。利点: 

 同じディスクに保存したバックアップ

からディスクを復元することができ

る。 

 ソフトウェアの誤動作、ウィルス攻撃、

オペレータによるエラーからデータ保

護するためのコスト効率のよい便利な

方法を提供する。 

 データをバックアップまたは復元する

ための別のメディアやネットワーク接

続が不要になる。 

制限事項: 

1) Acronis Secure Zone はダイナミック

ディスクに作成できません。 

2) ブータブルメディアから、Acronis ス

タートアップリカバリマネージャまたは 



 

 

BartPE を使用して Acronis True Image 

OEM を開始する場合、リカバリ環境内で 

Acronis Secure Zone をバックアップの

ロケーションとして使用することはでき

ません。 
 

Acronis スタートアップリカバリ

マネージャ 

注意:この機能は、ご使用の True Image エデ

ィションでは使用できない場合があります。 

起動時に F11 キーを押すことでスタンド

アロン版の Acronis True Image OEM を

開始できるようにする保護ツールです。

Acronis スタートアップリカバリマネージ

ャを使用すると、レスキューメディアは

不要となります。 

Acronis スタートアップリカバリマネージ

ャは、特にモバイルユーザーにとって便

利です。障害が発生したら、ユーザーは

コンピュータを再起動し、「F11 キーを押

して Acronis スタートアップリカバリマネ

ージャを実行します...」というプロンプト

が表示されたら F11 キーを押し、通常の

ブータブルメディアと同じ方法でデータ

復元を実行します。 

制限事項: ダイナミックディスク上に作成

することはできません。LILO や GRUB な

どのブートローダーを手動で設定する必

要があります。サードパーティ製のロー

ダーを再有効化する必要があります。 
 

イメージ 

ディスク バックアップ 『205ページ 』と

同じです。 
 

オンラインバックアップ 

オンライン バックアップとは、Acronis 

Online Backup を使用して作成されるバ

ックアップのことです。オンライン バッ

クアップは Acronis Cloud と呼ばれる特

別なストレージに保存され、インターネ

ット経由でアクセスできます。オンライ

ン バックアップの主な利点は、すべての

バックアップがリモートのロケーション

に保存されることです。これにより、ユ

ーザーのローカルなストレージに依存せ

ず、すべてのバックアップ データの安全

が保証されます。Acronis Cloud の使用

を開始するには、サービスに登録する必

要があります。 
 

スタンドアロン版のAcronis True 

Image 

コンピュータを Acronis ブータブルメデ

ィア 『206ページ 』から起動した場合、

または Acronis Startup Recovery 

Manager 『204ページ 』 を使用して起

動した場合に実行される、スペシャル版

の Acronis True Image です。Windows

内で起動する製品版と比べ、スタンドア

ロン版の機能は限られています。これは

主に、起動しないコンピュータのリカバ



 

 

リや、破損したオペレーティングシステ

ムの復元を目的としています。 
 

ディスク バックアップ（イメー

ジ) 

ディスクまたはパーティションのセクタ 

ベースのコピーをパッケージした形式の

バックアップ 『205ページ 』です。通常

は、データを含むセクタのみコピーされ

ます。Acronis True Image OEM では、

すべてのディスク セクタをそのままコピ

ーするオプションが用意されています。

これにより、サポートされていないファ

イル システムのイメージ作成が可能にな

ります。  
 

データの同期 

データの同期は、2 つ以上の同期したフ

ォルダでデータが同一になるように保持

する処理です。それらのフォルダは、同

じコンピュータ上にある場合も、ローカ

ル ネットワークやインターネットで接続

された別のコンピュータ上にある場合も

あります。同期している一方のフォルダ

でファイルやサブフォルダを作成、コピ

ー、修正、または削除すると、もう一方

の同期フォルダでも同じアクションが自

動的に実行されます。逆の方向でも同じ

ルールが適用され、他の同期フォルダで

何らかの変更があった場合、同期元のフ

ォルダでも同じ変更が適用されます。 
 

バックアップ 

1. バックアップ処理 『206ページ 』と

同じです。 

2. バックアップ設定を使用して作成、管

理するバックアップ バージョンのセ

ットです。バックアップには、完全 

『207ページ 』バックアップと増分 

『208ページ 』バックアップの両方の

方法で作成された複数のバックアップ 

バージョンが含まれる場合があります。

同じバックアップに属するバックアッ

プ バージョンは、通常同じ場所に保

存されます。 
 

バックアップ バージョン 

単一のバックアップ処理 『206ページ 』

の結果。物理的には、特定の日時にバッ

クアップされたデータのコピーを含む単

独または一連のファイルです。Acronis 

True Image OEM によって作成されるバ

ックアップバージョンファイルの拡張子

は .tibx です。バックアップバージョン

の統合による TIBX ファイルもバックア

ップバージョンと呼ばれます。 
 

バックアップ バージョン チェー

ン 

最初の完全バックアップ バージョンと、

後続の 1 つまたは複数の増分バックアッ

プ バージョンから構成される、最低 2 

つのバックアップ バージョン 『205ペー



 

 

ジ 』からなる一連のバックアップ バージ

ョンです。バックアップ バージョン チ

ェーンは、次の完全バックアップ バージ

ョン（存在する場合)まで続きます。 
 

バックアップ処理 

データを特定の日時の状態に戻すため、

コンピュータのハード ディスクに存在し

ているデータのコピーを作成する処理。 
 

バックアップ設定 

新しいバックアップの作成時にユーザー

が設定するルールのセットです。このル

ールによって、バックアップ処理を制御

します。後でバックアップ設定を編集し、

バックアップ処理を変更または最適化す

ることができます。 
 

ブータブル メディア 

Acronis True Image OEM のスタンドア

ロン バージョンを含む物理的なメディア

（CD、DVD、USB フラッシュ ドライブ、

またはコンピュータの BIOS によってブ

ート デバイスとしてサポートされるその

他のメディア)。 

ブータブル メディアは次の操作に最もよ

く使用されます。 

 起動できないオペレーティング シス

テムのリカバリ 

 破損したシステムで壊れずに残ったデ

ータへのアクセスとバックアップ 

 ベア メタル上のオペレーティング シ

ステムの配置 

 サポートされていないファイル シス

テムを持つディスクのセクタ単位のバ

ックアップ 

 
 

ベリファイ 

特定のバックアップ バージョン 『205ペ

ージ 』からデータをリカバリできるかど

うかを確認する処理です。 

何をベリファイするかにより、次のよう

になります。 

 完全バックアップ バージョン 『207

ページ 』: 完全バックアップ バージ

ョンのみがベリファイされます。 

 増分バックアップ バージョン 『208

ページ 』: 最初の完全バックアップ バ

ージョン、選択された増分バックアッ

プ バージョン、および選択された増

分バックアップ バージョンまでのバ

ックアップ バージョンのチェーン全

体（ある場合)がベリファイされます。 
 

モバイルバックアップ 

モバイルデバイス（スマートフォンやタブ

レットなど)のファイルを含むバックアッ

プ 『205ページ 』。Acronis Cloud また



 

 

はコンピュータ上のローカルストレージ

にバックアップを保存できます。 
 

漢字 

完全バックアップ 

1. バックアップ対象として選択されたす

べてのデータを保存するために使用さ

れるバックアップ方法。 

2. 完全バックアップ バージョン 『207

ページ 』を作成するバックアップ処

理。 
 

完全バックアップ バージョン 

バックアップ対象として選択されたすべ

てのデータを含む、それ自体で完結する

バックアップ バージョン 『205ページ 』。

完全バックアップ バージョンからデータ

を復元する場合は、他のバックアップ バ

ージョンにアクセスする必要はありませ

ん。 
 

疑わしいプロセス 

Acronis Active Protection 『203ページ 』 

では、動作のヒューリスティックを使用

し、プログラム（プロセス)によって実行さ

れるアクションのチェーンを分析して、

悪意のある動作パターンのデータベース

にあるイベントのチェーンと比較します。

プログラムがランサムウェアと類似した

動作をし、ユーザーのファイルを変更し

ようとする場合、疑わしいプログラムと

見なされます。 
 

公証 

ファイルの状態を「記憶」して、この状態

が正式であると定義するプロセス。公証

を行う際、Acronis Notary は公証 『207

ページ 』の対象として選択されたファイ

ルのハッシュコードに基づいてハッシュ

コードを計算し、ブロックチェーンベー

スのデータベースにハッシュコードを送

信します。 
 

公証されたファイル 

Acronis Notary で公証されたファイル。

バックアップの公証 『208ページ 』対象

としてファイルを追加し、そのハッシュ

コードがブロックチェーンベースのデー

タベースに送信されると、そのファイル

は公証済みになります。 
 

差分バックアップ 

注意:この機能は、ご使用の True Image エデ

ィションでは使用できない場合があります。 

1. バックアップ内で直近の完全バックア

ップ バージョン 『207ページ 』が作

成されてから変更されたデータの保存

に使用されるバックアップ方法。 

2. 差分バックアップ バージョン 『207

ページ 』を作成するバックアップ処

理。 
 



 

 

差分バックアップ バージョン 

注意:この機能は、ご使用の True Image エデ

ィションでは使用できない場合があります。  

差分バックアップ バージョンには、前回

の完全バックアップ バージョンに対する

データの変更点が保存されます。 差分バ

ックアップ バージョンからデータをリカ

バリするには、対応する完全バックアッ

プ バージョンにアクセスする必要があり

ます。 
 

増分バックアップ 

注意:この機能は、ご使用の True Image エデ

ィションでは使用できない場合があります。 

1. バックアップ内で直近のバックアップ

バージョン 『205ページ 』（すべて

の種類)が作成されてから変更された

データを保存するために使用されるバ

ックアップ方法。 

2. 増分バックアップバージョン 『208ペ

ージ 』を作成するバックアップ処理。 
 

増分バックアップバージョン 

注意:この機能は、ご使用の True Image エデ

ィションでは使用できない場合があります。  

前回のバックアップバージョンに対する

データの変更点が保存されるバックアッ

プバージョン 『205ページ 』。増分バッ

クアップバージョンからデータを復元す

るには、同じバックアップ 『205ページ 』

から他のバックアップバージョンにアク

セスする必要があります。 
 

認証バックアップ 

Acronis Notary で公証されたファイルを

含むバックアップ 『205ページ 』。 
 

復元 

復元とは、壊れたデータをバックアップ 

『205ページ 』に保存されている以前の正

常な状態に戻す処理のことです。 
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